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デ

ィ

エ

ゴ

・

ガ

ル

シ

ア

・

デ

・

パ

ラ

シ

オ

著

『

航

海

指

南

書

』

の

造

船

の

部

分

の

翻

訳 

―

一

六

世

紀

ス

ペ

イ

ン

に

お

け

る

ナ

オ

船

と

ガ

レ

オ

ン

船

― 

 
 

 
 

 

山

田

義

裕 

    
 は

じ

め

に 

 一

四

九

二

年

に

コ

ロ

ン

ブ

ス

は

三

隻

の

船

で

、

ス

ペ

イ

ン

の

パ

ロ

ス

か

ら

出

帆

し

て

大

西

洋

を

横

断

し

た

。

三

隻

の

内

、

二

隻

は

他

の

一

隻

よ

り

も

小

型

な

、

ポ

ル

ト

ガ

ル

の

エ

ン

リ

ケ

航

海

親

王

が

ア

フ

リ

カ

沿

岸

を

南

下

し

て

い

っ

た

時

に

使

わ

れ

た

カ

ラ

ベ

ラ

船

で

、

も

う

一

隻

の

コ

ロ

ン

ブ

ス

が

乗

船

し

た

サ

ン

タ

・

マ

リ

ア

号

は

「

ナ

オ

」

と

言

わ

れ

る

船

で

あ

っ

た

。

ナ

オ

は

当

時

の

ス

ペ

イ

ン

と

ポ

ル

ト

ガ

ル

に

お

い

て

、

と

り

わ

け

特

徴

を

も

た

な

い

一

般

的

な

船

を

指

す

言

葉

で

あ

っ

た

。

そ

れ

か

ら

百

年

以

上

の

間

、

イ

ベ

リ

ア

半

島

の

両

国

に

お

い

て

、

ナ

オ

が

大

航

海

時

代

を

代

表

す

る

船

で

あ

っ

た

。

し

か

し

、

一

口

に

ナ

オ

と

言

っ

て

も

、

そ

の

容

積

は

ポ

ル

ト

ガ

ル

の

イ

ン

ド

航

路

に

使

わ

れ

た

一

〇

〇

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

に

も

達

す

る

も

の

か

ら

、

『

航

海

指

南

書

』

の

説

明

の

対

象

と

な

っ

た

四

〇

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

も

の

、

ス

ペ

イ

ン

が

ア

メ

リ

カ

と

の

交

易

に

多

く

使

用

し

た

一

〇

〇

か

ら

二

〇

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

間

の

も

の

、

そ

し

て

数

十

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

も

の

ま

で

、

様

々

で

あ

っ

た

。

ナ

オ

船

か

ら

、

よ

り

ス

マ

ー

ト

に

な

っ

た

ガ

レ

オ

ン

船

が

派

生

し

た

。 

体

系

的

な

形

で

ま

と

め

ら

れ

た

造

船

関

係

（

近

代

・

現

代

に

お

け

る

厳

密

な

意

味

で

の

船

の

建

造

そ

の

も

の

に

関

す

る

も

の

で

は

な

く

、

船

の

構

造

及

び

設

計

）

の

書

物

が

現

れ

た

の

も

、

一

六

世

紀

終

り

の

こ

の

両

国

で

あ

っ

た

。

そ

の

中

の

一

つ

が

、

一

五

八

七

年

に

メ

キ

シ

コ

で

出

版

さ

れ

た

ス

ペ

イ

ン

人

デ

ィ

エ

ゴ

・

ガ

ル

シ

ア

・

デ

・

パ

ラ

シ

オ

が

著

し

た

「

航

海

指

南

書

」

で

あ

る

。

同

じ

時

期

に

、

ポ

ル

ト

ガ

ル

で

は

、

フ

ェ

ル

ナ

ン

ド

・

オ

リ

ヴ

ェ

イ

ラ

が

「

ナ

ウ

船

の

建

造

の

書

」

を

執

筆

し

、

英

国

で

は

マ

シ

ュ

ー

・

ベ

イ

カ

ー

に

よ

っ

て

様

々

な

図

が

残

さ

れ

て

い

る

。

し

か

し

、

フ

ェ

ル

ナ

ン

ド

・

オ

リ

ヴ

ェ

イ

ラ

の

書

に

せ

よ

、

マ

シ

ュ

ー

・

ベ

イ

カ

ー

の

図

に

せ

よ

、

こ

れ

ら

は

い

ず

れ

も

手

書

き

の

本

ま

た

は

図

で

、

広

く

公

刊

さ

れ

た

も

の

で

は

な

い

が

、

デ

ィ

エ

ゴ

・

ガ

ル

シ

ア

・

デ

・

パ

ラ

シ

オ

の

「

航

海

指

南

書

」

は

メ

キ

シ

コ

で

印

刷

さ

れ

、

広

く

出

版

さ

れ

た

最

初

の

本

で

あ

っ

た

。 

同

書

は

、

造

船

だ

け

に

関

す

る

書

物

で

は

な

く

、

大

き

く

三

つ

に

分

か

れ

、

最

初

の

第

一

部

、

第

二

部

、

第

三

部

は

航

海

術

を

扱

い

、

次

に

第

四

部

が

造

船

（

船

の

構

造

及

び

設

計

）

、

船

の

乗

組

員

、

そ

し

て

軍

艦

に

関

す

る

こ

と

を

扱

い

、

最

後

が

ア

ル

フ

ァ

ベ

ッ

ト

順

の

航

海

・

造

船

用

語

集

と

な

っ

て

い

る

。

す

な

わ

ち

、

「

航

海

指

南

書

」

は

、

航

海

あ

る

い

は

造

船

に

携

わ

る

船

長

、

事

務

長

、

ピ

ロ

ー

ト

、

水

夫

長

、

船

大

工

、

造

船

家

と

い

っ

た

専

門

家

達

に

対

し

て

基

礎

的

か

つ

実

践

的

な

知

識

を

提

供

す

る

意

図

を

持

っ

て

い

た

。

こ

の

構

成

に

つ

い

て

は

、

ガ

ル

シ

ア

・

デ

・

パ

ラ

シ

オ

が

同

書

を

始

め

る

に

当

た

っ

て

「

本

書

の

配

分

」

と

い

う

タ

イ

ト

ル

の

下

に

目

次

を

付

し

て

い

る

の

で

、

そ

れ

に

よ

っ

て

知

る

こ

と

が

で

き

る

。 

造

船

術

に

比

し

て

、

航

海

術

は

日

々

航

海

す

る

多

く

の

航

海

者

達

に

必

要

な
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知

識

・

技

術

で

あ

る

こ

と

か

ら

、

当

時

ス

ペ

イ

ン

で

は

、

イ

ン

ド

商

務

院

（

カ

サ

・

デ

・

ラ

・

コ

ン

ト

ラ

タ

シ

ョ

ン

）

が

航

海

案

内

書

を

出

版

し

て

お

り

、

そ

の

他

に

も

何

冊

も

の

航

海

術

書

が

発

行

さ

れ

た

。 
今

回

は

、

日

本

で

は

ほ

と

ん

ど

紹

介

さ

れ

て

い

な

い

当

時

の

ス

ペ

イ

ン

の

造

船

に

関

係

し

た

部

分

、

す

な

わ

ち

第

四

部

の

内

か

ら

、

船

の

構

造

と

設

計

に

関

す

る

諸

章

、

乗

組

員

の

中

で

も

造

船

と

関

係

の

深

い

船

大

工

の

章

と

ま

い

は

だ

・

・

・

・

詰

め

工

の

章

、

そ

し

て

軍

艦

に

関

す

る

章

を

翻

訳

し

て

紹

介

す

る

こ

と

と

し

た

。

 

翻

訳

に

あ

た

っ

て

は

、

次

の

二

書

を

使

用

し

た

。 

（

一

）

一

九

四

四

年

、

マ

ド

リ

ッ

ド

で

出

版

さ

れ

た

一

五

八

七

年

の

原

本

の

フ

ァ

ク

シ

ミ

リ

版

。 

 
E

D
IC

IO
N

E
S

 
C

U
L

T
U

R
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H

IS
P
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N
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C
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L
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C
IO

N
 

D
E

 

IN
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U
N

A
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L
E
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M
E

R
IC

A
N

O
S

, V
O

L
U

M
E

N
 V

III 

 “IN
S

T
R

U
C

C
IO

N
 

N
A

U
T

IC
A

 
P

A
R

A
 

N
A

V
E

G
A

R
 

P
O

R
 

E
L

 

D
O

C
T

O
R

 D
IE

G
O

 G
A

R
C

IA
 D

E
 P

A
L

A
C

IO
” 

（

二

）

一

九

九

三

年

、

マ

ド

リ

ッ

ド

海

軍

博

物

館

に

よ

る

、

原

本

を

現

代

活

字

に

移

し

変

え

て

復

刻

し

た

版

。 

 
 

 “D
IE

G
O

 G
A

R
C

ÍA
 D

E
 P

A
L

A
C

IO
 IN

S
T

R
U

C
C

IÓ
N

 N
Á

U
T

IC
A

  

      T
ran

scripción
 y estu

dio de M
arian

o C
u

esta D
om

in
go” 

デ

ィ

エ

ゴ

・

ガ

ル

シ

ア

・

デ

・

パ

ラ

シ

オ

に

つ

い

て

は

、

彼

の

著

作

で

あ

る

当

「

航

海

指

南

書

」

（

一

五

八

七

年

出

版

、

メ

キ

シ

コ

・

シ

テ

ィ

ー

）

と

「

軍

事

対

話

録

」

（D
IA

L
O

G
O

S
 M

IL
IT

A
R

E
S

（

一

五

八

三

年

出

版

、

メ

キ

シ

コ

・

シ

テ

ィ

ー

）

、

そ

し

て

国

王

宛

て

報

告

書

簡

「

グ

ア

テ

マ

ラ

地

方

に

関

す

る

フ

ェ

リ

ペ

国

王

へ

の

報

告

書

簡

」

（

一

五

七

六

年

三

月

八

日

付

け

）

、

「

フ

ィ

リ

ピ

ン

諸

島

の

征

服

と

平

定

に

関

す

る

国

王

宛

て

書

簡

」

（

一

五

七

八

年

）

及

び

「

海

賊

ド

レ

ー

ク

の

侵

入

に

関

す

る

国

王

宛

て

書

簡

」

（

一

五

七

九

年

四

月

三

〇

日

付

け

）

に

書

か

れ

た

こ

と

か

ら

推

測

さ

れ

る

こ

と

と

、

公

文

書

に

記

録

さ

れ

た

こ

と

し

か

分

か

っ

て

い

な

い

。 

当

時

の

ス

ペ

イ

ン

で

最

も

造

船

が

盛

ん

で

あ

っ

た

ビ

ス

カ

ヤ

地

方

の

一

つ

で

あ

る

サ

ン

タ

ン

デ

ー

ル

に

生

ま

れ

た

が

、

生

年

は

不

詳

で

あ

る

。

彼

の

兄

達

が

一

五

七

一

年

の

レ

パ

ン

ト

の

海

戦

で

戦

死

し

て

い

る

こ

と

か

ら

、

デ

ィ

エ

ゴ

の

生

年

が

一

五

四

五

～

一

五

五

〇

年

頃

と

推

測

す

る

研

究

も

あ

る

。

ビ

ス

カ

ヤ

で

得

た

知

識

の

他

に

、

地

中

海

で

の

造

船

に

お

け

る

経

験

の

可

能

性

（

使

用

す

る

海

事

用

語

に

そ

の

影

響

が

見

ら

れ

る

と

い

う

）

が

指

摘

さ

れ

て

い

る

。

そ

の

後

ス

ペ

イ

ン

領

ア

メ

リ

カ

へ

移

り

、

各

地

を

回

り

、

イ

ン

デ

ィ

ア

ス

審

議

会

（

コ

ン

セ

ッ

ホ

・

デ

・

イ

ン

デ

ィ

ア

ス

）

に

勤

め

、

一

五

七

二

年

に

グ

ア

テ

マ

ラ

の

行

政

司

法

院

（

ア

ウ

デ

ィ

エ

ン

シ

ア

）

の

会

計

官

に

任

命

さ

れ

、

そ

の

二

か

月

後

に

聴

訴

官

（

オ

イ

ド

ー

ル

）

に

昇

格

し

て

、

こ

の

職

を

一

五

七

九

年

ま

で

務

め

た

。

フ

ィ

リ

ピ

ン

へ

派

遣

さ

れ

る

計

画

が

あ

っ

た

が

、

英

国

の

海

賊

ド

レ

ー

ク

が

現

れ

た

た

め

に

実

現

し

な

か

っ

た

。

一

五

八

〇

年

に

メ

キ

シ

コ

大

学

の

学

位

（

リ

セ

ン

シ

ア

ー

ド

）

を

得

る

と

共

に

宗

教

裁

判

所

の

審

議

官

（

コ

ン

セ

ヘ

ー

ロ

）

を

兼

任

し

た

。

一

五

八

三

年

に

「

航

海

指

南

書

」

の

執

筆

を

終

え

た

。 

晩

年

は

帰

国

し

、

一

五

九

五

年

に

故

郷

で

亡

く

な

っ

た

時

に

は

破

産

を

宣

告

さ

れ

て

い

た

と

言

う

。 
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《

表

紙

》

 
 

航

海

指

南

書

航

海

指

南

書

航

海

指

南

書

航

海

指

南

書    
 

 
 
 

船

（

ナ

オ

）

の

良

き

使

用

と

管

理

、

及

び

、

そ

の

設

計

と 

操

船

の

為

の

も

の

に

て

、

メ

キ

シ

コ

の

事

情

に

対

応

す

る

。 
デ

ィ

エ

ゴ

・

ガ

ル

シ

ア

・

デ

・

パ

ラ

シ

オ

博

士

、

陛

下

の

審

議

会 
に

属

し

、

上

記

の

市

の

王

室

行

政

司

法

院

の

聴

訴

官

が

著

す

。 

ド

ン

・

ア

ル

バ

ロ

・

マ

ン

リ

ッ

ケ

・

デ

・

ツ

ー

ニ

ガ

閣

下

、 

ビ

リ

ャ

マ

ン

リ

ッ

ケ

の

侯

爵

に

し

て

、

こ

れ

ら

王

国

の

副

王

、 

総

督

に

し

て

陸

軍

大

将

に

献

呈

さ

れ

た

。(*

①) 

 

 
 

 
 

メ

キ

シ

コ

に

お

い

て

許

可

を

取

得

、

ペ

ド

ロ

・

オ

チ

ャ

ル

テ

家

に

て

、

一

五

八

七

年

。 

図

１

 

表

紙 

 
 

 
 

 

《

許

可

書

》 

ド

ン

・

ア

ル

バ

ロ

・

マ

ン

リ

ッ

ケ

・

デ

・

ツ

ー

ニ

ガ

ド

ン

・

ア

ル

バ

ロ

・

マ

ン

リ

ッ

ケ

・

デ

・

ツ

ー

ニ

ガ

ド

ン

・

ア

ル

バ

ロ

・

マ

ン

リ

ッ

ケ

・

デ

・

ツ

ー

ニ

ガ

ド

ン

・

ア

ル

バ

ロ

・

マ

ン

リ

ッ

ケ

・

デ

・

ツ

ー

ニ

ガ

閣閣閣閣

下下下下

、 

ビ

リ

ャ

マ

ン

リ

ッ

ケ

の

侯

爵

に

し

て

、

ヌ

エ

バ

・

エ

ス

パ

ー

ニ

ャ

の

副

王

、

陛

下

の

代

理

人

に

し

て

陸

軍

大

将

、

及

び

王

室

行

政

司

法

院

と

大

審

院

の

長

に

て

、

此

処

に

住

ま

わ

れ

る

、

以

下

略

。 

 

 

本

メ

キ

シ

コ

の

王

室

行

政

司

法

院

の

聴

訴

官

、

デ

ィ

エ

ゴ

・

ガ

ル

シ

ア

・

デ

・

パ

ラ

シ

オ

博

士

に

お

い

て

は

、

海

を

上

手

く

使

い

こ

な

す

た

め

に

重

要

で

必

要

な

「

航

海

指

南

書

」

と

題

す

る

一

書

を

著

し

た

の

で

、

こ

れ

を

世

間

一

般

で

利

用

し

、

使

用

し

て

ほ

し

い

と

い

う

願

い

、

思

い

、

意

欲

を

持

っ

た

陳

述

文

を

私

に

提

出

し

た

。

同

文

中

で

、

当

該

の

書

及

び

航

海

の

た

め

の

警

告

と

指

図

が

光

彩

を

放

ち

、

陛

下

の

当

王

国

及

び

他

の

王

国

全

般

に

便

宜

を

与

え

る

効

果

が

あ

る

こ

と

に

鑑

み

て

、

彼

の

作

品

、

研

究

、

仕

事

を

出

版

す

る

た

め

の

許

可

を

彼

に

与

え

る

に

値

し

、

恩

恵

を

賜

る

に

値

す

る

と

考

え

、

そ

れ

を

お

命

じ

に

な

る

よ

う

懇

願

し

て

い

る

。 

 

そ

こ

で

私

は

、

サ

ン

・

フ

ア

ン

・

デ

・

ウ

ル

ア

の

港

に

停

泊

し

て

い

る

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

・

デ

・

ノ

ボ

ア

将

軍

と

、

船

隊

の

首

席

ピ

ロ

ー

ト

の

デ

ィ

エ

ゴ

・

デ

・

ラ

・

マ

ド

リ

に

同

書

を

見

せ

、

審

査

を

さ

せ

た

の

で

、

そ

れ

に

従

う

も

の

で

あ

る

。

彼

等

は

、

そ

れ

を

見

て

、

航

海

者

達

と

船

ナ

オ

の

建

造

者

達

に

と

っ

て

得

る

と

こ

ろ

が

多

い

と

、

言

明

し

た

。

こ

れ

を

も

っ

て

、

本

状

に

よ

り

、

私

は

、

当

該

の

デ

ィ

エ

ゴ

・

ガ

ル

シ

ア

・

デ

・

パ

ラ

シ

オ

博

士

に

対

し

、

こ

の

ヌ

エ

バ

・

エ

ス

パ

ー

ニ

ャ

に

お

い

て

、

認

可

を

得

て

い

る

印

刷

業

者

の

手

に

よ

る

も

の

で

あ
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れ

ば

、

自

由

に

印

刷

で

き

る

許

可

を

与

え

る

。

「

航

海

指

南

書

」

と

題

す

る

同

書

を

販

売

す

る

に

当

た

っ

て

は

、

原

文

か

ら

の

修

正

（

を

検

査

し

）

、

一

冊

に

付

き

幾

ら

払

わ

れ

る

べ

き

か

を

見

積

り

、

価

格

を

幾

ら

と

す

べ

き

か

（

を

決

め

る

）

た

め

に

、

事

前

に

同

書

を

私

に

提

出

す

る

こ

と

。

そ

し

て

最

初

の

継

続

す

る

二

〇

年

間

は

、

他

の

何

人

も

同

書

を

印

刷

す

る

こ

と

は

出

来

ず

、

印

刷

す

れ

ば

、

破

棄

の

刑

と

処

し

、

そ

の

場

合

、

書

物

、

一

六

ペ

ー

ジ

紙(*

②)

、

こ

の

類

の

印

刷

す

る

紙

、

使

用

す

る

紙

型

と

道

具

の

全

て

を

破

棄

し

、

通

常

の

オ

ー

ロ

・

コ

ム

ン

の

金

で

五

〇

〇

ペ

ソ

の

罰

金

を

科

し

、

そ

の

半

分

は

陛

下

の

王

室

へ

、

他

の

半

分

は

、

同

刑

に

よ

る

他

の

物

と

共

に

、

上

記

の

博

士

に

帰

す

。 

  

一

五

八

七

年

二

月

七

日

付

。 

    
    

Ｂ

．

公

爵

。 

 
 

 
 

閣

下

の

ご

命

令

に

よ

り

、

マ

ル

テ

ィ

ン

・

ロ

ペ

ス

・

デ

・

ガ

オ

ー

ナ

 
 

  

《

申

請

書

》 

ド

ン

・

ア

ル

バ

ロ

・

マ

ン

リ

ッ

ケ

・

デ

・

ツ

ー

ニ

ガ

ド

ン

・

ア

ル

バ

ロ

・

マ

ン

リ

ッ

ケ

・

デ

・

ツ

ー

ニ

ガ

ド

ン

・

ア

ル

バ

ロ

・

マ

ン

リ

ッ

ケ

・

デ

・

ツ

ー

ニ

ガ

ド

ン

・

ア

ル

バ

ロ

・

マ

ン

リ

ッ

ケ

・

デ

・

ツ

ー

ニ

ガ

閣閣閣閣

下下下下

殿殿殿殿 

ビ

リ

ャ

マ

ン

リ

ッ

ケ

の

侯

爵

に

し

て

、

こ

れ

ら

の

王

国

の

副

王

、

総

督

、 

陸

軍

大

将

、 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ｄ

．

パ

ラ

シ

オ

．

Ｓ

． 

 

閣

下

、

古

い

習

慣

で

は

、

全

て

の

作

品

は

、

最

も

お

仕

え

し

た

く

、

か

つ

最

も

好

意

が

い

た

だ

け

る

君

主

の

方

々

に

奉

げ

る

こ

と

に

な

っ

て

お

り

ま

す

。

そ

し

て

君

主

の

方

々

は

、

古

来

よ

り

、

称

賛

す

べ

き

こ

と

と

偉

業

に

よ

っ

て

そ

れ

を

手

に

入

れ

ら

れ

ま

し

た

。

た

だ

、

ご

存

じ

の

よ

う

に

、

オ

ク

タ

ビ

ア

ヌ

ス

、

ア

ン

ト

ニ

ウ

ス

、

コ

モ

ド

ヌ

ス

な

ど

の

皇

帝

逹

に

対

し

て

、

下

賤

で

、

あ

る

べ

き

極

上

の

ス

タ

イ

ル

で

は

な

い

稿

本

を

差

し

出

し

た

者

も

お

り

ま

す

が

、

皇

帝

逹

は

、

そ

の

偉

大

さ

を

も

っ

て

、

著

者

達

の

望

み

に

適

っ

た

報

い

を

し

て

や

っ

た

の

で

あ

り

ま

す

。 

 

そ

こ

で

私

は

閣

下

に

、

畏

れ

多

く

も

、

こ

の

私

の

「

航

海

指

南

書

」

を

献

呈

致

し

ま

し

た

。

こ

の

よ

う

に

、

僅

か

な

奉

仕

と

い

う

畏

れ

多

い

も

の

で

は

あ

り

ま

す

が

、

そ

れ

を

為

す

に

あ

た

っ

て

の

誠

意

以

上

の

も

の

を

見

て

い

た

だ

け

れ

ば

、

満

足

で

あ

り

ま

す

。

そ

し

て

、

閣

下

の

よ

う

な

宏

大

な

心

の

方

々

は

、

い

か

な

る

贈

り

物

で

も

喜

ん

で

受

け

取

り

、

神

が

な

さ

る

よ

う

に

、

こ

れ

に

報

い

る

こ

と

が

必

要

で

あ

り

ま

す

。

そ

れ

は

、

そ

の

願

う

と

こ

ろ

の

こ

と

が

、

そ

の

者

に

と

っ

て

可

能

と

す

る

と

こ

ろ

を

、

ま

た

そ

の

者

の

力

を

越

え

て

い

る

と

判

断

さ

れ

る

か

ら

で

あ

り

ま

す

。

閣

下

の

よ

う

な

方

々

は

、

好

意

と

厚

情

を

要

請

さ

れ

る

際

に

は

、

家

系

の

偉

大

さ

、

美

徳

、

そ

の

他

の

特

質

を

、

そ

の

者

が

披

歴

す

る

こ

と

を

考

慮

さ

れ

ま

す

。

し

か

し

、

私

は

モ

ン

タ

ニ

ェ

ス

の

男

で

あ

り

（*

③

）

、

お

追

従

者

と

思

わ

れ

る

こ

と

を

（

以

前

は

そ

ん

な

者

で

は

あ

り

ま

せ

ん

で

し

た

の

に

、

今

は

そ

う

な

っ

て

お

り

ま

す

け

れ

ど

も

）

恐

れ

て

お

り

ま

す

。

そ

れ

は

、

そ

の

よ

う

な

者

に

は

な

る

こ

と

は

で

き

ず

、

確

か

な

こ

と

を

述

べ

、

一

般

に

知

ら

れ

て

い

る

以

上

の

こ

と

は

付

け

加

え

な

い

か

ら

で

あ

り

ま

す

。

し

か

し

、

そ

の

よ

う

な

者

は

捨

て

置

き

ま

し

ょ

う

。

世

界

は

彼

等

で

満

ち

て

い

る

の

で

す

か

ら

。

書

く

べ

き

事

は

多

い

の

に

、

私

の

ス

タ

イ

ル

は

品

位

に

劣

り

、

書

き

始

め

な

い

方

が

、

害

が

少

な

く

て

簡

単

で

良

い

く

ら

い

だ

と

思

い

、

あ

ま

り

語

ら

な

い

よ

う

に

し

た

の

で

、
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多

く

の

こ

と

が

残

さ

れ

ま

し

た

。

さ

て

、

ス

ペ

イ

ン

諸

国

に

は

、

先

祖

の

偉

大

さ

が

欠

け

て

い

る

こ

と

は

明

白

で

あ

り

ま

す

。

多

く

の

先

祖

逹

は

い

る

も

の

の

、

閣

下

が

継

承

さ

れ

る

よ

う

な

学

問

、

創

意

工

夫

、

経

験

を

有

し

て

い

た

者

は

お

ら

ず

、

そ

れ

で

は

、

統

治

の

ス

タ

イ

ル

と

や

り

方

で

、

極

端

と

思

わ

れ

な

い

も

の

を

得

る

こ

と

は

ほ

ぼ

無

い

の

で

す

。

今

ま

で

蒙

っ

て

き

た

多

く

の

不

安

と

屈

辱

を

後

に

し

て

、

世

界

の

正

義

と

平

和

、

こ

の

王

国

の

静

謐

、

王

国

の

人

々

が

共

に

し

て

き

て

い

る

平

穏

と

慰

安

を

お

命

じ

下

さ

い

。

さ

て

、

小

さ

な

褒

賞

は

、

長

い

ま

と

ま

っ

た

書

物

に

は

受

け

入

れ

ら

れ

は

し

ま

せ

ん

が

、

私

の

貧

弱

な

も

の

に

も

充

分

で

は

あ

り

ま

せ

ん

の

で

、

そ

れ

で

満

足

で

き

る

人

に

お

残

し

下

さ

い

。

私

は

、

自

分

の

願

い

を

申

し

上

げ

ま

す

が

、

こ

の

小

さ

な

作

品

の

た

め

に

高

い

壁

と

安

全

な

守

り

を

設

え

て

い

た

だ

け

れ

ば

満

足

に

存

じ

ま

す

。

 
 

  

本本本本

書書書書

のののの

配

分

配

分

配

分

配

分

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

葉

（

フ

ォ

リ

オ

）

    

古

来

の

航

海

、

及

び

そ

の

利

害

得

失

を

論

じ

た

褒

賞

に

続

き

、 

本

「

航

海

指

南

書

」

は

四

部

（

リ

ブ

ロ

）

に

分

け

ら

れ

る

。 

第

一

部

、

第

一

章

で

は

具

体

的

な

天

球

と

、

高

度

を

知

る

た

め

に 

準

備

す

る

こ

と

が

論

じ

ら

れ

る

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

八 

＊

 

第

二

章

に

お

い

て

は

、

太

陽

の

赤

緯

表

と

閏

年

の

知

恵

、

及

び 

羅

針

盤

の

知

恵

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

一

三

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

＊

 

第

三

章

に

お

い

て

は

、

太

陽

を

測

る

た

め

の

四

分

儀

の

使

用 

と

参

考

図

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

二

四 

＊

 

第

四

章

に

お

い

て

は

、

ア

ス

ト

ロ

ラ

ー

ベ

の

使

用

に

つ

い

て

と 

参

考

図

、

規

則

、

原

理

と

例

示

を

伴

う

。

ま

た

、

知

り

た

い 

幾

つ

か

の

質

問

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

二

五 

＊

 

第

五

章

に

お

い

て

は

、

バ

レ

ス

テ

ィ

ー

リ

ャ

を

作

り

、

印

を 

付

す

方

法

を

示

す

こ

と

と

そ

の

参

考

図

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

三

五 

＊

 

第

六

章

に

お

い

て

は

、

陸

地

と

海

上

両

方

で

の

、

上

記

バ

レ

ス 

テ

ィ

ー

リ

ャ

の

使

用

、

そ

の

た

め

に

必

要

な

規

則

と

図

 
 

 
 
 

三

七 

＊

 

第

七

章

に

お

い

て

は

、

新

し

い

計

算

に

よ

る

、

北

の

星

で

以

て

、 

夜

の

何

時

で

あ

る

か

を

知

る

の

に

必

要

な

規

則

と

そ

の

図

 
 

 
 

四

〇

 
 

＊

 

第

八

章

に

お

い

て

は

、

南

十

字

星

と

南

極

の

形

と

そ

の

上

手

な 

使

用

の

た

め

の

規

則

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

四

三 

＊

 

第

九

章

に

お

い

て

は

、

磁

針

の

北

東

へ

の

偏

針

と

北

西

へ

の 

偏

針

に

つ

い

て

と

幾

つ

か

の

疑

問

と

そ

れ

へ

の

明

確

な

回

答

と 

そ

の

知

恵

を

改

良

す

る

機

器 
 

 
 
 

 
 

 
   

 
 

 
 

 
 

四

四 

 

 

第

二

第

二

第

二

第

二

部部部部

に

お

い

て

に

お

い

て

に

お

い

て

に

お

い

て

論論論論

じ

ら

れ

る

じ

ら

れ

る

じ

ら

れ

る

じ

ら

れ

る

こ

と

こ

と

こ

と

こ

と    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
 

葉

フ

ォ

リ

オ    

＊

 

第

一

章

に

お

い

て

は

、

黄

金

数

に

つ

い

て

、

い

か

な

る

時

で 

あ

っ

て

も

使

え

る

、

然

る

べ

き

か

つ

明

白

な

例

示

を

伴

う

 
 

 
 

四

九 
＊

 

第

二

章

に

お

い

て

は

、

エ

パ

ク

タ

に

つ

い

て

、

永

久

に 
使

え

る

規

則

と

例

示

を

伴

う

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

五

一 

＊

 

第

三

章

に

お

い

て

は

、

月

の

太

陽

と

の

全

て

の

合

の

始

ま

り 
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を

見

つ

け

る

た

め

の

規

則

が

与

え

ら

れ

る

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

五

四 
＊

 

第

四

章

に

お

い

て

は

、

い

か

な

る

日

に

お

い

て

も

、

月

齢

が 
い

く

つ

で

あ

る

か

を

知

る

規

則

と

例

示

が

与

え

ら

れ

る

 
 

 
 
 

五

五 

＊

 

第

五

章

に

お

い

て

は

、

い

か

な

る

日

に

お

い

て

も

、

太

陽

が 

ど

の

宮

の

何

度

に

い

る

か

を

取

り

出

す

規

則

と

例

示

 
 
 

 
 
 

五

六 

＊

 

第

六

章

に

お

い

て

は

、

記

憶

に

よ

っ

て

、

月

が

ど

の

宮

の 

何

度

に

い

る

か

を

見

つ

け

る

も

う

一

つ

の

規

則

が

あ

る

 
 

 
 
 

五

七 

＊

 

第

七

章

に

お

い

て

は

、

潮

の

干

満

の

き

ま

り

、

そ

の

図

と

規

則

 
 

五

八 

＊

 

第

八

章

に

お

い

て

は

、

記

憶

に

よ

っ

て

、

い

か

な

る

日

で

も

、 

何

日

何

時

に

潮

が

満

ち

、

潮

が

引

く

か

を

ど

の

よ

う

に

知

る

か 

に

つ

い

て

、

例

示

を

伴

う

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

六

一 

＊

 

第

九

章

に

お

い

て

は

、

七

つ

の

ク

ア

ル

タ

（*
④

）

の

一

つ

分 

を

進

ん

だ

時

に

何

レ

グ

ア

進

ん

だ

か

を

知

る

た

め

の

規

則

 
 

 
 

六

三 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

第第第第

三三三三

部部部部

に

お

い

て

に

お

い

て

に

お

い

て

に

お

い

て

論論論論

じ

ら

れ

る

こ

じ

ら

れ

る

こ

じ

ら

れ

る

こ

じ

ら

れ

る

こ

とととと    
    

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

葉

フ

ォ

リ

オ 

＊

 

第

一

章

に

お

い

て

は

、

観

天

望

気(*

⑤)

と

太

陽

、

月

、

季

節

、 

星

、

火

、

空

気

、

水

、

そ

の

他

の

予

兆

に

よ

る

兆

候

に

つ

い

て

 
 

六

五 

＊

 

第

二

章

に

お

い

て

は

、

海

図

に

つ

い

て

、

そ

の

作

図

と

形

 
 

 
 

七

一 

＊

 

第

三

章

に

お

い

て

は

、

メ

キ

シ

コ

の

緯

度

に

お

け

る

、 

新

し

い

計

算

に

よ

る

、

永

久

に

使

え

る

月

の

表

 
 
 

 
 

 
 
 

五

四 

 

 

第第第第

四四四四

部部部部

に

お

い

て

に

お

い

て

に

お

い

て

に

お

い

て

論論論論

じ

ら

れ

る

じ

ら

れ

る

じ

ら

れ

る

じ

ら

れ

る

こ

と

こ

と

こ

と

こ

と    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

葉

フ

ォ

リ

オ 

＊

 

第

一

章

と

第

二

章

に

、

船

ナ

オ

で

あ

れ

ば

、

い

か

な

る

も

の 

で

も

有

す

べ

き

計

算

と

図

に

つ

い

て

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

八

八 

＊

 

第

三

章

か

ら

第

一

九

章

ま

で

は

、

帆

、

帆

桁

、

滑

車

装

置

、 

ス

ル

ー

プ

船

、

ボ

ー

ト

、

ポ

ン

プ

、

糧

食

、

錨

、

綱

、 

そ

の

他

の

細

か

な

物

に

つ

い

て

論

じ

ら

れ

る

 
 

 
 

 
 

七

九

（*

⑥

） 

＊

 

第

二

〇

章

か

ら

第

三

二

章

ま

で

は

、

船

長

、

事

務

長

、 

ピ

ロ

ー

ト

及

び

船

の

そ

の

他

の

人

々

と

高

級

船

員 

（

オ

フ

ィ

シ

ア

ル

）

に

つ

い

て

論

じ

ら

れ

る

 
 

 
 

 
 

 
 

一

一

一

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

＊

 

第

三

三

章

か

ら

終

わ

り

ま

で

は

、

軍

艦

及

び

そ

の

等

級

、 

そ

し

て

、

攻

撃

の

時

と

防

衛

す

る

時

に

、

ど

の

よ

う

に 

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

か

に

つ

い

て

論

じ

ら

れ

る

 
 

 
 

 
 

一

二

〇 

＊

 

本

書

の

最

後

に

、

貴

殿

の

理

解

と

取

扱

い

と

っ

て

必

要

な

海

の 

男

達

が

話

す

語

彙

と

語

句

を

付

す

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一

二

九 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

註 
（*
①

）

役

所

名

お

よ

び

役

職

名

の

訳

語

は

次

と

し

た

。C
on

sejo

：

審

議

会

、 

 
 

 
 A

u
dien

cia R
eal

：

王

室

行

政

司

法

院

、C
h

an
cillería R

eal

：

大

審

院

、 
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V
irrey

：

副

王

、G
obern

ador

：

総

督

、C
apitán

 G
en

eral

：

陸

軍 

大

将

、O
idor

：

聴

訴

官

、C
apitan

：

船

長

、M
estre

：

事

務

長 
（*
②

）

「

一

六

ペ

ー

ジ

」

はcu
adern

o

の

訳

語

。

一

回

で

の

刷

り

が

一

六 

ペ

ー

ジ

分

あ

る

大

き

さ

の

用

紙 

（*

③

）

「

モ

ン

タ

ニ

ェ

ス

（m
on

tañ
és

）

」

は

、

ス

ペ

イ

ン

北

部

海

岸

の

サ

ン

タ

ン

デ

ー

ル

の

山

岳

地

方

ラ

・

モ

ン

タ

ー

ニ

ャ

の

男

の

こ

と

。

パ

ラ

シ

オ

は

こ

の

地

の

出

身

で

あ

り

、

本

書

は

、

「

モ

ン

タ

ニ

ェ

ス

」

と

称

す

る

男

と

、

同

じ

ス

ペ

イ

ン

北

部

海

岸

の

ビ

ス

カ

ヤ

地

方

の

男

を

表

す

「

ビ

ス

カ

イ

ノ

」

と

称

す

る

男

と

の

間

の

対

話

の

形

式

で

進

め

ら

れ

て

い

る

。 

（*

④

）

「

ク

ア

ル

タ

」

は

、

四

五

度

の

方

位

の

四

分

の

一

分

に

あ

た

る

一

一

・

二

五

度

分 

（*

⑤

）

「

観

天

望

気

」

はA
stlorogía rú

stica
の

訳

語

。 

   
 

 
 

 

（

第

一

部

、

第

二

部

及

び

第

三

部

は

翻

訳

省

略

） 

  

第

四

第

四

第

四

第

四

部部部部    
    

 

す

べ

て

の

船

ナ

オ

の

計

算

と

船

殻

（*

①

）

に

含

ま

れ

る

も

の

に

つ

い

て 

 

第

一

章

第

一

章

第

一

章

第

一

章    

モ

ン

タ

ニ

ェ

ス

モ

ン

タ

ニ

ェ

ス

モ

ン

タ

ニ

ェ

ス

モ

ン

タ

ニ

ェ

ス

「

月

と

の

間

を

隔

て

る

溝

の

中

に

含

ま

れ

て

い

る

も

の

は

す

べ

て

が

、

地

、

水

、

空

気

、

火

、

の

四

要

素

で

満

た

さ

れ

て

い

ま

す

が

、

そ

れ

は

、

地

球

に

在

る

諸

物

の

産

出

と

維

持

の

た

め

に

、

有

形

な

質

で

あ

る

天

空

の

影

響

物

が

地

球

ま

で

流

れ

来

ん

が

た

め

に

、

空

虚

な

物

が

無

い

よ

う

に

す

る

た

め

で

あ

り

ま

す

。

こ

れ

ら

の

四

要

素

に

よ

っ

て

混

合

物

が

構

成

さ

れ

、

そ

れ

ら

の

相

反

す

る

質

が

、

全

て

の

命

を

有

す

る

物

達

が

生

き

ら

れ

、

維

持

さ

れ

る

よ

う

に

、

宇

宙

を

穏

や

か

な

も

の

と

し

、

適

合

す

る

も

の

と

し

、

快

適

な

も

の

と

す

る

の

で

あ

り

ま

す

。

そ

し

て

、

我

々

の

対

話

の

中

で

は

、

船

と

水

を

使

う

為

の

事

柄

が

論

じ

ら

れ

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

が

、

軍

人

達

に

と

っ

て

、

そ

れ

が

役

目

で

あ

る

如

く

で

あ

り

ま

す

。

こ

こ

で

三

つ

（

の

要

素

）

は

別

に

し

て

も

、

水

が

他

（

の

要

素

）

と

同

様

に

、

（

世

界

に

）

占

め

る

割

合

が

、

と

り

わ

け

魚

逹

を

、

産

出

し

て

保

持

す

る

た

め

に

、

そ

の

素

晴

ら

し

い

構

成

と

穏

や

か

さ

に

役

立

っ

て

い

る

こ

と

を

知

っ

て

い

た

だ

き

た

い

。

魚

達

に

始

ま

っ

て

、

他

の

動

物

達

を

、

ま

さ

に

人

間

を

も

、

保

持

す

る

秩

序

を

作

っ

て

い

る

か

ら

で

す

。

そ

し

て

、

当

た

り

前

な

が

ら

、

人

間

の

生

活

の

た

め

に

極

め

て

必

要

な

他

の

有

用

物

、

そ

れ

に

は

船

ナ

オ

・

船

ナ

ビ

オ

の

使

用

が

入

る

こ

と

は

、

誰

で

も

良

く

知

る

と

こ

ろ

で

あ

り

ま

す

。

そ

し

て

、

こ

の

よ

う

に

工

夫

を

凝

ら

し

た

有

用

な

手

段

で

あ

る

の

で

、

航

海

と

船

ナ

ビ

オ

の

建

造

と

操

船

に

従

事

す

る

こ

と

は

、

実

業

（

イ

ン

ド

ス

ト

リ

ア

）

と

高

い

工

芸

技

術

（

ア

ル

テ

）

の

本

性

た

る

繊

細

さ

を

有

し

、

才

あ

る

人

と

賢

人

で

あ

れ

ば

誰

で

も

、

習

得

す

る

の

に

立

派

な

題

材

な

の

で

す

。

そ

の

仕

事

は

国

に

と

っ

て

、

大

変

に

有

益

で

し

ょ

う

。

何

故

な

ら

、

人

間

の

工

芸

技

術

に

は

、

そ

の
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目

的

を

達

成

す

る

た

め

に

、

自

然

の

物

を

混

合

す

る

こ

と

と

、

人

間

の

実

業

に

由

来

す

る

他

の

物

を

混

合

す

る

こ

と

と

が

あ

る

か

ら

で

す

。

こ

こ

で

自

然

が

、

パ

ン

、

肉

、

果

物

と

す

れ

ば

、

実

業

イ

ン

ド

ス

ト

リ

ア

と

は

そ

れ

ら

を

こ

ね

合

わ

せ

、

煮

炊

き

し

、

調

理

す

る

こ

と

で

す

。

こ

れ

が

人

間

の

実

業

イ

ン

ド

ス

ト

リ

ア

と

い

う

も

の

で

あ

り

、

航

海

に

お

い

て

は

、

風

、

測

量

、

そ

し

て

天

空

の

観

察

が

、

自

然

と

い

う

こ

と

に

な

り

、

帆

、

索

具

、

そ

れ

ら

の

製

造

、

操

縦

が

、

他

の

細

い

事

と

合

わ

せ

て

、

こ

れ

が

、

人

間

の

実

業

イ

ン

ド

ス

ト

リ

ア

と

い

う

こ

と

に

な

り

ま

す

。

多

く

の

こ

と

が

整

合

し

て

い

る

必

要

が

あ

る

所

で

は

、

学

問

と

創

意

工

夫

、

そ

し

て

多

く

の

熟

慮

計

算

に

必

要

な

、

十

分

か

つ

適

切

な

取

り

扱

い

を

知

る

こ

と

が

必

要

な

こ

と

は

明

ら

か

で

す

。

」 

ビ

ス

カ

イ

ノ

ビ

ス

カ

イ

ノ

ビ

ス

カ

イ

ノ

ビ

ス

カ

イ

ノ

「

貴

殿

が

な

さ

ろ

う

と

し

て

い

る

こ

と

が

分

か

り

、

感

心

い

た

し

ま

し

た

。

何

故

な

ら

ば

、

私

は

、

大

い

に

必

要

な

こ

と

も

、

根

本

か

ら

知

っ

て

い

る

こ

と

は

少

な

く

、

よ

く

分

か

っ

て

い

な

い

の

で

、

何

と

比

較

を

し

た

ら

良

い

も

の

な

の

か

、

わ

か

ら

な

い

か

ら

で

す

。

し

た

が

っ

て

、

何

も

知

ら

ず

に

生

ま

れ

て

来

て

、

無

学

の

人

が

こ

う

し

た

こ

と

を

知

っ

て

い

る

の

に

、

感

服

し

て

驚

き

ま

す

。

ど

う

か

、

皆

が

分

か

る

言

葉

づ

か

い

と

用

語

で

、

そ

れ

ら

を

話

し

て

い

た

だ

く

よ

う

、

お

願

い

し

ま

す

。

船

ナ

ビ

オ

は

、

そ

の

中

に

、

人

々

が

お

り

、

装

具

が

あ

り

、

調

和

が

と

れ

た

秩

序

あ

る

国

に

例

え

る

こ

と

が

出

来

、

そ

の

よ

う

に

例

え

ら

れ

る

も

の

と

、

ど

の

よ

う

な

類

の

人

が

乗

っ

て

い

る

か

に

よ

っ

て

そ

の

姿

が

描

き

出

さ

れ

る

の

で

す

。

だ

か

ら

、

船

ナ

ビ

オ

の

中

に

は

、

船

を

維

持

す

る

た

め

に

必

要

な

す

べ

て

の

業

に

使

わ

れ

る

霊

、

体

、

力

が

在

り

ま

す

。

そ

し

て

、

そ

の

目

的

と

す

る

こ

と

の

た

め

に

必

要

な

行

為

と

動

作

が

あ

り

、

諸

感

覚

の

た

め

に

栄

養

が

整

え

ら

れ

て

い

ま

す

が

、

こ

れ

ら

は

知

性

の

た

め

な

の

で

す

。

我

々

一

人

一

人

の

中

に

見

る

こ

と

が

で

き

る

こ

の

例

に

よ

っ

て

、

船

、

高

級

船

員

オ

フ

ィ

シ

ア

ル

、

そ

し

て

船

に

在

る

そ

の

他

の

付

属

物

の

仕

組

み

と

迷

宮

を

知

っ

て

理

解

し

た

い

と

考

え

ま

す

。

」 

モ

ン

タ

ニ

ェ

ス

モ

ン

タ

ニ

ェ

ス

モ

ン

タ

ニ

ェ

ス

モ

ン

タ

ニ

ェ

ス

「

対

象

と

す

る

物

が

身

体

の

よ

う

で

あ

る

の

で

、

人

と

の

類

似

を

、

あ

り

が

た

い

こ

と

に

、

私

に

描

い

て

く

だ

さ

い

ま

し

た

。

貴

殿

は

、

船

ナ

ビ

オ

と

そ

れ

に

属

す

る

物

す

べ

て

の

比

較

を

行

う

こ

と

を

望

ま

れ

る

わ

け

で

す

か

ら

。

材

木

は

骨

の

よ

う

で

あ

り

、

索

具

と

綱

は

神

経

の

よ

う

で

あ

り

、

帆

は

多

く

の

ハ

ン

カ

チ

の

よ

う

で

あ

り

、

口

の

よ

う

な

ハ

ッ

チ

の

中

に

は

筋

肉

が

あ

り

、

人

が

持

っ

て

い

る

よ

う

に

、

膿

を

出

し

た

り

、

清

掃

し

た

り

す

る

た

め

の

船

腹

と

他

の

場

所

も

有

り

ま

す

。

人

は

霊

の

よ

う

で

あ

り

、

主

だ

っ

た

高

級

船

員

オ

フ

ィ

シ

ア

ル

逹

は

力

の

よ

う

で

あ

り

ま

す

。

な

ぜ

な

ら

ば

、

こ

れ

ら

の

人

達

は

、

人

の

な

か

で

、

そ

れ

ぞ

れ

お

互

い

の

秩

序

づ

け

が

な

さ

れ

て

い

る

か

ら

で

す

。

こ

の

よ

う

に

、

船

ナ

オ

の

全

て

の

も

の

と

全

て

の

業

務

は

、

そ

れ

ぞ

れ

、

お

互

い

の

秩

序

づ

け

が

な

さ

れ

て

お

り

、

異

な

っ

た

投

票

や

意

志

に

よ

っ

て

、

一

つ

の

意

見

や

一

つ

の

決

定
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が

為

さ

れ

る

陛

下

の

審

議

会

や

行

政

司

法

院

で

見

ら

れ

る

よ

う

に

、

判

断

す

る

こ

と

及

び

自

ら

以

て

行

う

こ

と

の

ど

ち

ら

を

も

区

分

け

細

分

し

て

い

る

の

で

す

。

し

か

し

、

知

識

や

学

問

を

知

ら

な

い

人

達

の

理

解

す

る

と

こ

ろ

と

、

こ

の

技

を

生

業

と

す

る

人

、

そ

れ

が

本

書

で

主

に

学

ぶ

、

最

も

一

般

的

な

人

達

で

あ

り

ま

す

が

、

そ

う

し

た

人

達

の

理

解

す

る

と

こ

ろ

と

を

混

同

し

な

い

よ

う

に

し

な

け

れ

ば

い

け

ま

せ

ん

。

前

に

お

約

束

し

た

よ

う

に

、

船

ナ

オ

と

そ

の

部

分

、

人

と

業

務

に

つ

い

て

、

出

来

る

限

り

明

確

な

方

法

で

論

じ

ま

す

の

で

、

ど

う

か

、

聞

い

て

い

た

だ

き

、

も

し

お

望

み

の

正

確

さ

が

得

ら

れ

て

い

な

い

こ

と

が

あ

れ

ば

、

お

知

ら

せ

く

だ

さ

い

。

こ

れ

か

ら

言

う

こ

と

は

、

必

ず

し

も

、

宣

言

す

る

と

い

う

程

の

こ

と

で

は

あ

り

ま

せ

ん

が

、

寸

法

を

測

る

方

法

と

、

最

も

一

般

的

な

主

要

材

木

と

帆

柱

の

名

前

を

書

く

こ

と

が

適

切

と

考

え

ま

す

の

で

、

お

許

し

く

だ

さ

い

。

ま

ず

、

船

の

計

算

は

、

一

般

的

に

、

コ

ー

ド

で

行

い

ま

す

。

一

コ

ー

ド

は

、

二

ピ

エ

あ

る

い

は

三

分

の

二

バ

ラ

で

あ

り(*

②)

、

こ

れ

に

よ

っ

て

、

い

か

な

る

船

で

あ

っ

て

も

、

竜

骨

は

、

長

さ

の

こ

と

で

、

何

コ

ー

ド

を

持

つ

、

甲

板

高(

プ

ン

タ

ル*

③)

は

高

さ

の

こ

と

で

、

幾

ら

に

な

る

、

船

幅

（

マ

ン

ガ

）

は

幅

の

こ

と

で

、

幾

ら

に

な

る

と

計

算

を

行

い

、

ま

た

、

こ

れ

を

職

工

に

示

し

て

、

こ

う

し

て

ほ

し

い

と

頼

む

の

で

す

。

い

か

な

る

船

で

あ

っ

て

も

基

本

的

な

材

木

は

次

の

通

り

で

す

。

船

尾

主

材(

コ

ダ

ス

テ

、

英

語

：

ス

タ

ー

ン

ポ

ス

ト)

、

竜

骨

（

キ

ー

リ

ャ

、

英

語

：

キ

ー

ル

）

、

船

首

材

（

ロ

ー

ダ

、

英

語

：

ス

テ

ム

）

、

第

二

肋

材

（

エ

ス

タ

メ

ナ

ー

ラ

）

、

ト

ッ

プ

肋

材

（

バ

ラ

ガ

ネ

テ

、

英

語

：

ト

ッ

プ

・

チ

ン

バ

ー

）

、

船

尾

叉

材

（

フ

ォ

ル

カ

ス

、

英

語

：

ス

タ

ー

ン

・

ク

ラ

ッ

チ

）

、

中

間

肋

材

（

シ

ン

グ

ロ

ン

、

英

語

：

フ

ァ

ト

ッ

ク

）

梁

（

バ

オ

、

英

語

：

ビ

ー

ム

）

、

細

梁

（

ラ

タ

）

、

ド

ゥ

ル

メ

ン

テ

（

英

語

：

ク

ラ

ン

プ

）

、

外

腰

板

（

シ

ン

タ

、

英

語

：

ウ

ェ

ー

ル

）

、

芯

棒

（

マ

ド

レ

、

英

語

：

シ

ャ

フ

ト

）

、

湾

曲

材

（

コ

ル

バ

ト

ン

）

、

裏

打

湾

曲

材

（

コ

ル

バ

ト

ン

・

デ

・

レ

ベ

ス

）

、

開

叉

材

（

コ

ル

バ

ト

ン

・

デ

・

ゴ

ル

ハ

）

。

ま

た

、

コ

ン

ト

ラ

キ

ー

リ

ャ

（

英

語

：

キ

ー

ル

ソ

ン

）

ア

レ

ー

タ

（

英

語

：

フ

ァ

ッ

シ

ョ

ン

・

ピ

ー

ス

）

、

リ

ャ

ー

ベ

（

英

語

：

ス

タ

ン

ダ

ー

ド

）

船

側

の

板

張

り

の

た

め

の

白

樫

材 (

ボ

ル

ネ*

④)

、

甲

板

と

船

室

の

た

め

の

板

が

あ

り

ま

す

。

そ

し

て

ト

ラ

ン

カ

ニ

ル

（

英

語

：

ウ

ォ

ー

タ

ー

ウ

エ

イ

）

、

填

隙

材

（

タ

カ

ー

ダ

）

、

そ

し

て

帆

柱

（

マ

ス

テ

ィ

ル

、

英

語

：

マ

ス

ト

）

、

マ

ス

テ

レ

オ

（

英

語

：

ト

ッ

プ

・

マ

ス

ト

）

、

ラ

テ

ン

帆

桁

（

エ

ン

テ

ー

ナ

）

の

よ

う

な

、

そ

の

他

個

別

の

材

。

と

こ

ろ

で

、

本

目

的

に

適

い

、

貴

殿

が

私

に

話

し

て

ほ

し

い

と

思

っ

て

お

ら

れ

る

こ

と

を

満

足

さ

せ

る

た

め

に

は

、

戦

闘

用

で

も

商

用

で

も

、

一

隻

の

船

ナ

オ

と

し

て

容

積

と

大

き

さ

が

適

切

な

も

の

と

し

て

は

、

四

〇

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

が

こ

れ

に

当

た

り

ま

す

。

そ

こ

で

、

こ

の

大

き

さ

で

も

っ

て

、

貴

殿

が

お

分

か

り

に

な

る

よ

う

に

お

答

え

し

て

ゆ

き

ま

し

ょ

う

。

そ

う

す

れ

ば

、

多

く

の

経

験

が

お

あ

り

で

、

な

に

ご

と

も

よ

く

御

存

じ

の

貴

殿

に

お

か

れ

て

、

そ

れ

を

適

切

な

も

の

に

直

さ

れ

る

こ

と

で

し

ょ

う

。

四

〇

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

船

ナ

オ

は

 

―

な

お

二

樽

（

ピ

パ

）

が

一

ト

ネ

ラ

ー

ダ

を

為

し

ま

す

―

 

コ

デ

ィ

ー

リ

ョ

（*

⑤

）

間

で

の

竜

骨

が

三

四

コ

ー

ド

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

船

幅

マ

ン

ガ

は

一

六

コ

ー

ド

で

、

竜

骨

の

ほ

ぼ

半

分

で

す

。

格

子

網(

ハ

レ

タ*

⑥)

を

有

し

な

い

場

合

、

こ

の

容

積

の

船

ナ

ビ

オ

は

、

甲

板

高

プ

ン

タ

ル

が

一

一

コ

ー

ド

半

で

す

が

、

こ

れ

は

上

記

の

竜

骨
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の

三

分

の

一

で

す

。

格

子

網

ハ

レ

タ

を

有

す

れ

ば

、

こ

れ

は

高

さ

を

増

す

の

で

、

更

に

三

コ

ー

ド

を

加

え

る

必

要

が

あ

り

、

全

部

で

一

四

半

と

な

り

ま

す

。

そ

し

て

、

こ

の

甲

板

高

プ

ン

タ

ル

に

関

し

て

は

、

こ

の

船

ナ

オ

の

船

殻

（

ウ

エ

コ

）

・

船

殻

ロ

ス

カ

が

、

家

で

言

え

ば

複

数

の

階(

ア

ル

ト)
に

あ

た

る

複

数

の

甲

板

（

ク

ビ

エ

ル

タ

）

に

分

け

ら

れ

る

こ

と

を

知

ら

ね

ば

な

り

ま

せ

ん

。

竜

骨

か

ら

高

さ

方

向

に

数

え

て

、

最

初

（

の

甲

板

）

に

は

、

そ

の

内

部

側

に

分

厚

い

板

が

何

枚

か

据

え

ら

れ

、

ド

ゥ

ル

メ

ン

テ

と

呼

ば

れ

ま

す

。

こ

れ

ら

の

上

に

梁

バ

オ

と

呼

ぶ

、

い

く

ら

か

分

厚

い

、

然

る

べ

き

材

木

が

何

枚

か

据

え

ら

れ

ま

す

。

こ

れ

ら

が

最

初

の

区

分

を

為

し

、

甲

板

高

プ

ン

タ

ル

で

の

四

コ

ー

ド

半

と

な

り

、

こ

れ

は

三

樽

ピ

パ

の

高

さ

で

す

。

二

番

目

に

、

第

一

甲

板

ク

ビ

エ

ル

タ

と

呼

ば

れ

る

も

の

が

形

成

さ

れ

、

同

様

な

や

り

方

で

作

ら

れ

ま

す

。

こ

れ

（

甲

板

）

は

上

記

の

梁

バ

オ

で

、

三

コ

ー

ド

あ

り

、

二

樽

ピ

パ

を

必

要

と

す

る

高

さ

で

す

。

二

番

目

は

、

プ

エ

ン

テ

（

英

語

：

デ

ッ

キ

、

訳

注

：

こ

の

後

で

主

甲

板

ク

ビ

エ

ル

タ

・

プ

リ

ン

シ

パ

ル

、

す

な

わ

ち

最

上

甲

板

を

プ

エ

ン

テ

と

呼

ぶ

と

し

て

お

り

、

そ

れ

が

正

し

い

）

と

呼

び

、

第

三

番

の

区

分

で

、

さ

ら

な

る

三

コ

ー

ド

を

有

し

、

全

部

で

一

〇

コ

ー

ド

半

と

な

り

、

そ

れ

に

複

数

の

梁

バ

オ

の

厚

み

を

占

め

る

こ

と

に

な

り

ま

す

。

二

つ

の

甲

板

迄

で

、

も

し

船

ナ

オ

が

格

子

網

ハ

レ

タ

を

有

し

な

い

な

ら

ば

、

上

で

述

べ

た

よ

う

に

な

る

の

で

、

さ

ら

な

る

三

（

コ

ー

ド

）

を

加

え

る

こ

と

は

し

な

い

で

、

一

一

（

コ

ー

ド

）

と

な

り

ま

す

。

帆

が

目

に

映

り

、

船

乗

り

達

が

操

船

す

る

の

が

こ

の

（

デ

ッ

キ

の

）

上

で

す

。

そ

し

て

、

そ

の

下

に

は

船

客

達

と

軍

人

が

居

り

ま

す

。

」 

ビ

ス

カ

イ

ノ

ビ

ス

カ

イ

ノ

ビ

ス

カ

イ

ノ

ビ

ス

カ

イ

ノ

「

予

想

し

た

容

積

の

た

め

に

、

貴

殿

が

さ

れ

た

計

算

は

結

構

な

も

の

で

、

そ

れ

に

よ

っ

て

、

数

字

・

数

量

を

足

し

た

り

引

い

た

り

が

で

き

ま

す

。

し

か

し

、

貴

殿

も

ご

存

じ

の

よ

う

に

、

い

か

な

る

船

（

ナ

ー

ベ

）

で

あ

っ

て

も

、

必

要

以

上

に

開

い

て

い

る

か

閉

じ

て

い

る

か

（*

⑦

）

、

あ

る

い

は

、

ラ

ン

サ

ン

テ

（

訳

注

：

竜

骨

に

対

し

て

、

船

首

材

ロ

ー

ダ

の

傾

斜

と

船

尾

材

コ

ダ

ス

テ

の

傾

斜

が

為

す

突

出

し

）

が

大

き

す

ぎ

な

い

か

、

デ

ル

ガ

ー

ド

（

訳

注

：

平

面

図

上

で

見

た

船

腹

の

船

首

及

び

船

尾

へ

向

か

っ

て

の

先

細

り

）

と

重

要

肋

材

（

マ

デ

ー

ロ

ス

・

デ

・

ク

エ

ン

タ*

⑧

）

、

両

ラ

セ

ー

ル

（

訳

注

：

船

腹

が

船

底

か

ら

甲

板

に

向

か

っ

て

大

き

く

な

っ

て

ゆ

き

、

船

首

材

ロ

ー

ダ

及

び

船

尾

主

材

コ

ダ

ス

テ

と

交

わ

る

二

つ

の

点

の

竜

骨

か

ら

の

高

さ

）

、

そ

し

て

エ

ス

コ

ー

ラ

（

訳

注

：

各

肋

材

の

最

大

幅

の

所

を

繋

い

だ

ラ

イ

ン

）

と

い

う

プ

ロ

ポ

ー

シ

ョ

ン

が

正

し

い

も

の

と

な

っ

て

い

る

為

に

は

、

も

っ

と

明

確

な

規

則

が

与

え

ら

れ

る

必

要

が

あ

る

の

か

ど

う

か

、

あ

る

い

は

お

っ

し

ゃ

っ

た

こ

と

で

十

分

で

あ

る

の

か

ど

う

か

、

私

に

は

わ

か

り

ま

せ

ん

が

、

操

船

が

悪

く

、

そ

れ

に

他

の

悪

条

件

が

重

な

っ

て

、

多

く

の

損

失

、

損

害

、

そ

し

て

死

が

常

に

生

じ

て

い

ま

す

。

し

た

が

っ

て

、

も

っ

と

明

確

に

す

る

た

め

に

、

貴

殿

に

お

か

れ

て

は

、

容

積

が

こ

れ

よ

り

も

小

さ

い

船

ナ

ビ

オ

の

例

示

を

別

に

し

て

い
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た

だ

き

、

バ

ル

ロ

ベ

ン

ト

諸

島

と

テ

ィ

エ

ラ

・

フ

ィ

ル

メ

（*

⑨

）

と

で

使

わ

れ

る

船

ナ

ビ

オ

、

そ

し

て

こ

の

ヌ

エ

バ

・

エ

ス

パ

ー

ニ

ャ

の

沿

岸

の

船

ナ

ビ

オ

、

ま

た

ペ

ル

ー

の

船

ナ

ビ

オ

が

（

そ

れ

ぞ

れ

）

持

た

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

寸

法

と

図

面

を

示

し

て

い

た

だ

く

こ

と

が

適

切

と

存

じ

ま

す

。

そ

う

す

れ

ば

、

ポ

ニ

エ

ン

テ

諸

島

（*

⑩

）

、

東

イ

ン

ド

の

船

ナ

ビ

オ

、

我

等

ス

ペ

イ

ン

人

が

用

い

る

そ

の

他

の

航

路

の

（

船

ナ

ビ

オ

の

）

た

め

に

も

、

各

人

が

好

き

な

よ

う

に

、

大

き

く

し

た

り

、

小

さ

く

し

た

り

す

れ

ば

、

与

え

ら

れ

た

例

示

で

済

む

こ

と

に

な

り

ま

す

。

」 

モ

ン

タ

ニ

ェ

ス

モ

ン

タ

ニ

ェ

ス

モ

ン

タ

ニ

ェ

ス

モ

ン

タ

ニ

ェ

ス

「

（

船

ナ

ビ

オ

が

）

居

る

所

の

海

の

必

要

性

に

応

じ

て

、

船

ナ

ビ

オ

の

形

に

は

、

有

す

べ

き

図

面

と

相

異

点

が

あ

り

ま

す

が

、

そ

れ

ら

を

、

先

に

述

べ

た

規

則

か

ら

取

り

出

さ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

の

は

、

そ

の

通

り

で

す

の

で

、

貴

殿

の

ご

要

望

に

従

っ

て

、

そ

れ

を

述

べ

ま

し

ょ

う

。

バ

ル

ロ

ベ

ン

ト

諸

島

と

テ

ィ

エ

ラ

・

フ

ィ

ル

メ

で

使

わ

れ

る

船

ナ

ビ

オ

の

プ

ロ

ポ

ー

シ

ョ

ン

か

ら

、

甲

板

高

プ

ン

タ

ル

、

船

幅

マ

ン

ガ

、

そ

し

て

船

底

幅

（

プ

ラ

ン*

⑪

）

を

取

り

出

す

必

要

が

あ

り

ま

す

。

船

の

長

さ

（

ラ

ル

ゴ

、

訳

注

：

特

に

定

義

が

な

い

用

語

）

が

ほ

と

ん

ど

超

過

し

て

い

な

い

と

し

て

も

、

船

底

幅

プ

ラ

ン

の

最

大

幅(

ボ

カ)

は

、(

船

の

長

さ

の)

六

分

の

一

よ

り

多

く

て

は

い

け

な

い

し

、

（

甲

板

で

の

）

最

大

幅

ボ

カ

（*

⑫

）

は

、

喫

水

線

よ

り

上

の

舷

の

部

分

を

除

い

た

甲

板

高

プ

ン

タ

ル

の

三

分

の

一

で

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

何

故

な

ら

ば

、

ほ

ぼ

常

に

、

微

風

（

ビ

エ

ン

ト

・

ブ

リ

ッ

サ

）

は

そ

の

喫

水

線

よ

り

上

の

舷

の

部

分

で

吹

き

、

孕

み

綱

（

ボ

リ

ー

ナ

）

を

使

っ

た

最

も

普

通

の

航

海

を

さ

せ

て

く

れ

る

か

ら

で

す

。

 

主

帆

柱

（

ア

ル

ボ

ル

・

マ

ヨ

ー

ル

）

は

竜

骨

よ

り

も

大

き

く

、

帆

桁

（

ベ

ル

ガ

）

は

船

幅

マ

ン

ガ

が

有

す

る

二

倍

（

の

幅

）

と

な

り

、

前

檣

帆

柱

（

ト

リ

ン

ケ

ッ

テ

）

は

そ

れ

に

見

合

っ

た

大

き

さ

の

も

の

で

す

。

こ

れ

ら

（

の

船

）

は

フ

ラ

ガ

ー

タ

（

英

語

：

フ

リ

ゲ

ー

ト

）

と

呼

ば

れ

、

も

っ

と

も

普

通

の

も

の

で

、

そ

の

特

徴

を

持

っ

て

い

る

も

の

は

、

五

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

を

超

え

る

こ

と

は

あ

り

ま

せ

ん

。 

コ

ス

メ

ル

か

ら

パ

ヌ

コ

ま

で

の

ヌ

エ

バ

・

エ

ス

パ

ー

ニ

ャ

の

沿

岸

で

使

用

さ

れ

る

も

の

は

、

港

の

水

深

が

全

く

無

く

、

海

岸

と

北

部

で

横

断

し

て

い

る

所

の

水

深

が

大

変

に

浅

い

と

い

う

理

由

か

ら

、

ほ

ぼ

全

面

的

に

、

船

底

幅

プ

ラ

ン

は

、

（

甲

板

で

の

）

最

大

幅

ボ

カ

の

半

分

で

、

甲

板

高

プ

ン

タ

ル

は

最

大

幅

ボ

カ

の

三

分

の

二

と

し

ま

す

が

、

そ

う

し

な

い

と

、

瞬

く

間

に

船

が

失

わ

れ

か

ね

な

い

か

ら

で

す

。

こ

れ

ら

は

容

積

が

五

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

で

、

商

売

用

小

船

（

バ

ル

カ

・

デ

ル

・

ト

ゥ

ラ

ー

ト

）

と

呼

び

ま

す

。

帆

柱

の

構

成

（

ア

ル

ボ

ラ

ド

ゥ

ー

ラ

）

は

す

で

に

述

べ

た

フ

ラ

ガ

ー

タ

の

も

の

と

同

じ

で

す

。

ペ

ル

ー

沿

岸

、

ニ

カ

ラ

グ

ア

と

グ

ア

テ

マ

ラ

の

土

地

で

あ

る

イ

サ

ル

コ

ス

、

そ

し

て

赤

道

地

帯

の

大

洋

オ

セ

ア

ノ

と

太

平

洋

の

南

海

域

マ

ル

・

デ

ル

・

ス

ー

ル

で

は

五
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〇

か

ら

一

〇

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

船

が

使

わ

れ

ま

す

。

船

底

幅

プ

ラ

ン

は

、

最

大

幅

ボ

カ

の

四

分

の

一

、

甲

板

高

プ

ン

タ

ル

の

半

分

で

造

ら

れ

、

船

首

と

船

尾

で

の

先

細

り

デ

ル

ガ

ー

ド

が

た

っ

ぷ

り

あ

り

、

甲

板

が

一

続

き

（

ラ

ッ

ソ

）

で

、

風

上

へ

の

帆

走

に

対

し

、

船

側

い

っ

ぱ

い

に

傾

け

ら

れ

る

（

ブ

エ

ナ

・

エ

ス

コ

ー

ラ*

⑬

）

よ

う

に

造

ら

れ

て

い

ま

す

。

だ

か

ら

、

常

に

孕

み

綱

ボ

リ

ー

ナ

を

張

り

、

風

上

へ

向

か

っ

て

良

く

帆

走

し

ま

す

が

、

船

尾

か

ら

の

風

で

は

、

帆

走

は

良

く

あ

り

ま

せ

ん

。

そ

れ

ど

こ

ろ

か

、

費

用

の

た

め

、

あ

る

い

は

そ

う

す

る

必

要

性

の

た

め

、

ま

た

場

所

に

よ

っ

て

は

そ

う

い

う

船

ナ

オ

が

必

要

だ

と

い

っ

て

、

竜

骨

や

船

幅

マ

ン

ガ

と

あ

ま

り

変

わ

ら

な

い

よ

う

な

間

違

っ

た

船

底

幅

プ

ラ

ン

を

欲

し

、

船

ナ

オ

を

建

造

す

る

に

当

た

っ

て

、

然

る

べ

き

計

算

を

せ

ず

に

、

自

己

流

で

、

ま

た

は

、

種

々

な

航

海

の

た

め

と

い

う

理

由

で

、

船

ナ

オ

を

注

文

す

る

人

が

い

ま

す

。

し

か

し

、

私

は

、

最

上

の

船

乗

り

が

、

自

分

で

最

も

満

足

す

る

選

択

で

あ

る

と

思

う

で

あ

ろ

う

こ

と

を

言

っ

て

い

る

の

で

す

。

船

ナ

オ

が

有

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

最

も

必

要

な

事

柄

の

中

の

一

つ

は

、

私

が

言

っ

た

こ

と

か

ら

推

測

し

て

い

た

だ

け

る

よ

う

に

、

孕

み

綱

ボ

リ

ー

ナ

を

張

れ

る

た

め

の

、

操

舵

、

船

側

（

コ

ス

タ

ー

ド

）

、

そ

し

て

先

細

り

デ

ル

ガ

ー

ド

で

す

。

そ

し

て

、

操

舵

が

簡

単

で

あ

る

た

め

に

は

、

次

の

よ

う

で

あ

る

こ

と

が

適

切

で

す

。

我

々

の

船

ナ

オ

の

最

初

の

重

要

肋

材

マ

デ

ー

ロ

ス

・

デ

・

ク

エ

ン

タ

は

、

船

尾

側

の

六

本

の

材

木

で

、

（

船

尾

の

）

ラ

セ

ー

ル

の

先

細

り

デ

ル

ガ

ー

ド

か

ら

始

ま

っ

て

、

船

尾

主

材

コ

ダ

ス

テ

に

お

い

て

幾

分

湾

曲

し

て

終

わ

っ

て

お

り

、

高

さ

は

六

コ

ー

ド

と

三

分

の

二

で

、

こ

れ

は

竜

骨

の

五

分

の

一

に

あ

た

り

ま

す

。

そ

し

て

、

船

首

側

の

先

細

り

デ

ル

ガ

ー

ド

で

す

が

、

最

初

の

重

要

肋

材

マ

デ

ー

ロ

ス

・

デ

・

ク

エ

ン

タ

か

ら

先

へ

九

本

の

材

木

で

始

ま

り

、

船

首

材

ロ

ー

ダ

に

お

い

て

幾

分

湾

曲

し

て

終

わ

り

ま

す

。

船

尾

の

船

尾

材

（

ロ

ー

ダ*

⑭

）

は

先

端

が

外

に

突

き

出

さ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

の

で

、

（

平

面

図

で

見

て

の

長

さ

で

：

訳

注

）

五

コ

ー

ド

と

三

分

の

二

外

に

突

き

出

し

て

お

り

、

こ

れ

は

竜

骨

の

六

分

の

一

（*

⑮

）

に

あ

た

り

ま

す

。

船

首

の

船

首

材

ロ

ー

ダ

は

、

船

尾

の

船

尾

主

材

コ

ダ

ス

テ

の

（

平

面

図

で

見

て

の

長

さ

で

：

訳

注

）

二

倍

分

が

外

へ

突

き

出

し

て

い

ま

す

。

こ

れ

を

一

緒

に

し

て

、

船

尾

材

（

ロ

ー

ダ

）

か

ら

船

首

材

ロ

ー

ダ

ま

で

五

一

コ

ー

ド

と

三

分

の

一

の

長

さ

を

有

す

る

こ

と

に

な

り

ま

す

。

そ

し

て

、

船

尾

と

船

首

の

高

さ

と

同

じ

プ

ロ

ポ

ー

シ

ョ

ン

を

為

す

の

で

、

船

尾

の

前

部

を

形

成

す

る

ア

レ

ー

タ

（

英

語

：

フ

ァ

ッ

シ

ョ

ン

・

ピ

ー

ス

）

は

、

前

述

し

た

六

コ

ー

ド

と

三

分

の
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二

の

高

さ

に

お

い

て

、

船

尾

主

材

コ

ダ

ス

テ

の

上

に

据

わ

り

、

こ

れ

ら

の

ア

レ

ー

タ

が

、

高

さ

に

一

二

コ

ー

ド

を

加

え

る

の

で

、

六

コ

ー

ド

と

三

分

の

二

と

合

わ

せ

て

、

一

八

コ

ー

ド

と

三

分

の

二

と

な

り

ま

す

。

こ

の

高

さ

に

、

ド

ラ

ガ

ン

テ

（

訳

注

：

ボ

ー

ス

プ

リ

ッ

ト

を

受

け

る

部

材

）

が

据

わ

り

、

（

そ

の

幅

は

）

七

コ

ー

ド

と

三

分

の

二

と

な

り

ま

す

が

、

こ

れ

は

船

ナ

オ

が

有

す

る

船

幅

マ

ン

ガ

の

ほ

ぼ

半

分

で

す

。

そ

し

て

ド

ラ

ガ

ン

テ

が

据

わ

っ

た

後

と

同

じ

高

さ

に

、

船

首

の

船

首

材

ロ

ー

ダ

が

据

わ

り

ま

す

が

、

そ

れ

は

荷

重

を

適

切

な

も

の

に

し

、

釣

り

合

い

を

良

く

す

る

た

め

で

す

。

そ

の

船

首

材

ロ

ー

ダ

の

上

に

ビ

ー

ク

ヘ

ッ

ド

（

エ

ス

ポ

ロ

ン

）

の

支

柱

（

マ

ド

レ

）

の

一

本

が

置

か

れ

ま

す

。

重

要

肋

材

マ

デ

ー

ロ

ス

・

デ

・

ク

エ

ン

タ

の

置

か

れ

る

所

は

、

最

も

正

確

な

位

置

が

採

ら

れ

る

の

で

、

竜

骨

の

真

中

を

測

り

、

そ

こ

か

ら

前

に

二

コ

ー

ド

の

所

に

す

る

こ

と

が

適

切

で

す

。

そ

れ

が

決

ま

れ

ば

、

そ

こ

に

最

初

の

重

要

肋

材

マ

デ

ー

ロ

・

デ

・

ク

エ

ン

タ

が

据

え

ら

れ

ま

す

が

、

そ

れ

は

第

二

肋

材

エ

ス

タ

メ

ナ

ー

ラ

と

呼

ぶ

材

木

と

、

二

本

の

ト

ッ

プ

肋

材

バ

ラ

ガ

ネ

テ

と

で

、

半

円

周

に

な

る

よ

う

に

形

成

さ

れ

ま

す

。

そ

こ

ま

で

、

船

ナ

オ

の

船

底

幅

プ

ラ

ン

か

ら

五

コ

ー

ド

と

三

分

の

一

が

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

そ

れ

は

、

そ

の

一

六

コ

ー

ド

の

先

頭

と

な

る

第

三

番

目

の

も

の

で

あ

り

ま

す

。

船

首

の

先

細

り

デ

ル

ガ

ー

ド

を

形

成

し

始

め

る

基

部

（

ピ

エ

）

で

あ

る

船

底

で

の

上

が

り

ア

ス

テ

ィ

ー

リ

ャ

が

一

コ

ー

ド

半

を

有

し

、

船

尾

の

最

後

の

重

要

木

材

マ

デ

ー

ロ

ス

・

デ

・

ク

エ

ン

タ

が

、

竜

骨

の

真

中

に

、

帆

柱

マ

ス

テ

ィ

ル

の

脚

部

（

ピ

エ

）

か

ら

船

尾

主

材

コ

ダ

ス

テ

ま

で

、

二

〇

本(

目)

の

木

材

の

所

に

、

据

え

ら

れ

ま

す

。

そ

し

て

こ

れ

は

、

船

底

で

の

上

が

り

ア

ス

テ

ィ

ー

リ

ャ

か

ら

は

二

コ

ー

ド

半

で

船

幅

マ

ン

ガ

か

ら

は

一

四

（

コ

ー

ド

）

で

す

。

こ

の

船

ナ

オ

の

船

殻

ロ

ス

カ

が

、

述

べ

て

き

た

寸

法

で

出

来

上

が

る

と

、

船

尾

か

ら

船

首

ま

で

船

ナ

オ

を

掴

ん

で

巻

き

締

め

る

三

つ

の

外

腰

板

シ

ン

タ

が

置

か

れ

、

そ

の

真

ん

中

は

、

甲

板

高

プ

ン

タ

ル

で

一

〇

コ

ー

ド

の

と

こ

ろ

に

、

船

首

の

船

首

材

ロ

ー

ダ

と

船

尾

の

船

尾

材

ロ

ー

ダ

に

お

い

て

は

、

一

六

（

コ

ー

ド

）

の

と

こ

ろ

に

あ

り

ま

す

。

第

二

（

の

外

腰

板

シ

ン

タ

）

は

も

う

一

ピ

エ

高

い

と

こ

ろ

に

、

第

三

（

の

外

腰

板

シ

ン

タ

）

は

そ

れ

よ

り

更

に

一

ピ

エ

高

い

と

こ

ろ

に

あ

り

ま

す

。

そ

し

て

、

こ

の

最

も

高

い

と

こ

ろ

に

は

、

主

甲

板

ク

ビ

エ

ル

タ

・

プ

リ

ン

シ

パ

ル

が

据

え

ら

れ

、

デ

ッ

キ

プ

エ

ン

テ

と

呼

ば

れ

、

私

の

計

算

で

は

、

甲

板

高

プ

ン

タ

ル

で

一

一

コ

ー

ド

半

の

と

こ

ろ

に

な

り

ま

す

。

こ

の

上

に

静

索

取

り

付

板

（

メ

サ

・

デ

・

グ

ア

ル

ニ

シ

オ

ン

、

英

語

：

チ

ャ

ネ

ル

）

が

置

か

れ

ま

す

が

、

そ

こ

が

本
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来

の

、

そ

し

て

最

も

良

い

場

所

な

の

で

あ

り

ま

す

。

舵

の

台

座

（

ア

シ

エ

ン

ト

）

は

、

最

も

主

要

な

部

分

に

設

え

、

プ

ロ

ポ

ー

シ

ョ

ン

と

恰

好

も

良

く

、

ま

た

船

尾

主

材

コ

ダ

ス

テ

の

高

さ

に

付

け

ら

れ

る

の

で

、

竜

骨

の

端

（

パ

タ

リ

ャ

）

か

ら

舵

穴

（

レ

メ

ー

ラ

）

の

一

コ

ー

ド

上

ま

で

で

一

九

コ

ー

ド

と

な

り

ま

す

。

こ

の

空

間

に

八

個

の

極

め

て

頑

丈

な

雌

蝶

番

（

エ

ン

ブ

ラ

）

が

、

定

め

に

従

っ

て

、

場

所

を

配

分

し

て

置

か

れ

ま

す

が

、

舵

に

釘

づ

け

さ

れ

る

雄

蝶

番

（

マ

ッ

チ

ョ

）

が

そ

の

中

で

動

き

、

嵌

め

込

ま

れ

る

た

め

で

す

。

舵

は

竜

骨

の

端

パ

タ

リ

ャ

の

台

座

ア

シ

エ

ン

ト

か

ら

そ

の

真

ん

中

ま

で

、

一

コ

ー

ド

以

上

の

幅

が

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

船

尾

主

材

コ

ダ

ス

テ

の

正

面

が

有

す

る

厚

さ

を

持

た

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

が

、

外

側

の

部

分

の

両

角

に

お

い

て

は

、

船

尾

主

材

コ

ダ

ス

テ

の

雌

蝶

番

エ

ン

ブ

ラ

の

上

で

動

く

部

分

（

の

厚

さ

）

よ

り

も

厚

さ

を

そ

の

半

分

厚

く

す

る

こ

と

が

重

要

で

す

。

航

海

時

に

装

着

し

て

い

る

舵

を

失

く

し

た

時

に

、

別

の

も

の

を

作

っ

て

取

り

付

け

る

こ

と

が

で

き

る

よ

う

に

、

熱

心

な

ピ

ロ

ー

ト

は

、

そ

の

寸

法

の

雛

形

を

と

る

こ

と

を

自

ら

に

義

務

付

け

て

い

ま

す

。

装

着

し

て

ゆ

く

も

の

を

も

っ

と

安

心

で

き

る

も

の

に

す

る

た

め

に

は

、

（

舵

の

）

真

中

の

所

で

横

切

る

綱

を

付

け

る

こ

と

が

出

来

、

そ

の

綱

の

両

端

は

、

舵

穴

レ

メ

ー

ラ

の

各

側

に

お

い

て

、

大

変

頑

丈

な

二

つ

の

金

輪

に

掴

ま

っ

て

い

ま

す

。

こ

の

よ

う

に

取

り

付

け

ら

れ

る

と

、

こ

の

舵

の

頭

部

に

極

め

て

頑

丈

な

棒

が

嵌

め

込

ま

れ

、

（

棒

の

）

前

か

ら

三

分

の

一

の

所

ま

で

が

一

パ

ル

モ

あ

り

、

そ

こ

か

ら

先

端

ま

で

は

、

細

く

し

て

ゆ

き

、

手

で

持

つ

こ

と

が

で

き

る

よ

う

に

し

ま

す

。

通

常

こ

れ

を

舵

棒

（

カ

ー

ニ

ャ

）

と

呼

び

ま

す

。

船

尾

甲

板

（

ト

ル

ダ

）

の

上

で

船

ナ

オ

の

操

舵

を

す

る

時

に

は

、

舵

棒

カ

ー

ニ

ャ

の

先

端

に

、

舵

棒

カ

ー

ニ

ャ

を

動

か

す

も

っ

と

細

い

別

の

棒

が

付

け

加

え

ら

れ

、

こ

れ

を

操

舵

棹

（

ピ

ン

ソ

ッ

テ

）

と

呼

び

ま

す

。

対

象

の

計

算

値

と

寸

法

を

も

っ

と

良

く

分

か

っ

て

い

た

だ

け

る

た

め

に

、

船

の

船

体

を

、

船

殻

ロ

ス

カ

で

、

よ

り

明

確

に

す

る

た

め

に

三

つ

の

ポ

ジ

シ

ョ

ン

で

の

船

幅

の

寸

法

を

添

え

て

図

示

し

ま

す

と

、

次

の

よ

う

に

な

り

ま

す

。

」 

  

註 （*

①

）

原

文

はrosa

と

な

っ

て

い

る

が

。rosca

（

船

殻

）

の

ｃ

が

脱

字

し

た

も

の

と

考

え

る

。 

（*

②

）

一

コ

ー

ド

＝

二

パ

ル

モ

＝

三

分

の

二

バ

ラ

。

こ

れ

は

、

ブ

ル

ゴ

ス

 
 

 

の

ピ

エ

と

、

カ

ス

テ

ィ

ー

リ

ャ

・

バ

ラ

の

体

系

で

、

一

コ

ー

ド

は

〇

．

五

五

七

三

メ

ー

ト

ル

。 

（*

③

）

プ

ン

タ

ルpu
n

tal

：

船

底

か

ら

デ

ッ

キ

〈

最

上

甲

板

〉

ま

で

の

高

さ

。 

（*

④

）

ボ

ル

ネborn
e

：

学

名qu
ercu

s pyren
aica

（

ピ

レ

ネ

ー

樫

）

造

船

材

と

し

て

は

低

品

質

木

材

。 
（*
⑤

）

コ

デ

ィ

ー

リ

ョcodillo

：

竜

骨

の

両

端

で

、

船

尾

の

船

尾

主

材

コ

ダ

ス

テ

が

始

ま

る

所

と

、

船

首

の

船

首

材

ロ

ー

ダ

が

始

ま

る

所

の

二

か

所

の

そ

れ

ぞ

れ

を

言

う

。
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（*

⑥

）

ハ

レ

タjareta

：

船

の

戦

闘

時

に

、

上

部

か

ら

の

落

下

物

を

受

け

止

め

た

り

、

敵

の

乗

移

り

を

妨

げ

た

り

す

る

甲

板

の

上

に

張

っ

た

ネ

ッ

ト

。

網

だ

け

で

作

っ

た

も

の

と

、

木

材

と

網

で

作

っ

た

物

が

あ

っ

た

。

第

四

冊

、

第

三

三

章

で

具

体

的

に

説

明

し

て

い

る

。 

（*

⑦

）

タ

ン

ブ

ル

・

ホ

ー

ム

の

開

閉

の

度

合

い

の

こ

と

と

考

え

る

。 

（*

⑧

）

マ

デ

ー

ロ

ス

・

デ

・

ク

エ

ン

タm
aderos de cu

en
ta

：

竜

骨

、

船

首

材

、

船

尾

主

材

、

肋

材

な

ど

の

船

体

の

主

要

な

材

木

を

指

す

が

、

デ

ィ

エ

ゴ

・

ガ

ル

シ

ア

・

デ

・

パ

ラ

シ

オ

は

船

腹

を

縦

方

向

に

構

成

す

る

重

要

肋

材

（

ク

ア

デ

ル

ナ

・

デ

・

ク

エ

ン

タ

）

と

同

義

語

で

使

っ

て

い

る

。 

（*

⑨

）

テ

ィ

エ

ラ

・

フ

ィ

ル

メ

は

南

米

大

陸

、

現

在

の

ベ

ネ

ズ

エ

ラ

北

部

沿

岸

。 

（*

⑩

）

ヌ

エ

バ

・

エ

ス

パ

ー

ニ

ャ

は

メ

キ

シ

コ

。

ポ

ニ

エ

ン

テ

諸

島

は

フ

ィ

リ

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

ピ

ン

諸

島

の

古

称

。 

（*

⑪

）

船

底

で

の

船

の

幅

で

あ

る

。 

（*

⑫

）

船

底

幅

プ

ラ

ン

の

最

大

幅

と

同

じ

ボ

カboca

を

使

っ

て

い

る

が

、

甲

板

で

の

船

の

最

大

幅

、

す

な

わ

ち

右

舷

か

ら

左

舷

ま

で

の

長

さ

と

解

釈

し

た

。

 

（*

⑬

）

「

エ

ス

コ

ー

ラ

が

良

い

」

と

い

う

表

現

を

用

い

、

風

上

へ

の

帆

走

に

対

し

、

船

側

い

っ

ぱ

い

に

傾

け

ら

れ

る

賞

賛

の

表

現

で

あ

る

。 

（*

⑭

）

ロ

ー

ダroda

は

通

常

は

船

首

材

で

あ

る

が

、

船

尾

材

コ

ダ

ス

テ

の

意

味

で

使

わ

れ

る

こ

と

も

あ

る

。 

（*

⑮

）

原

文

は

セ

ル

モselm
o

と

あ

る

が

、

セ

ス

モsesm
o

（

六

分

の

一

）

の

誤

字

と

考

え

る

。
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図２ 「400 トネラーダの船

ナオ

」 

図３ 「400 トネラーダの船

ナオ

の断面図」 

下から no.1,2,3 の外腰板

ｼ ﾝ ﾀ

 
船首の船首材

ロ ー ダ

 船尾の船尾材

ロ ー ダ

 

ｺｰﾄﾞ 

ﾗﾝｻﾝﾃのｺｰﾄﾞ ﾗﾝｻﾝﾃのｺｰﾄﾞ 

船首の 

ｱｽﾃｨｰﾘｬ 

船尾の 

ｱｽﾃｨｰﾘｬ 

竜骨のｺｰﾄﾞ 

先細り

デ ル ガー ド

の開始点 

船幅

マ ン ガ

のｺｰﾄﾞ 

船底幅

プ ラ ン

 甲板高

プ ン タ ル

のｺｰﾄﾞ 甲板高

プ ン タ ル

のｺｰﾄﾞ 
ｱｽﾃｨｰﾘｬ 

ｱｽﾃｨｰﾘｬ 
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（

第

二

章

第

二

章

第

二

章

第

二

章*

①

） 
ビ

ス

カ

イ

ノ

ビ

ス

カ

イ

ノ

ビ

ス

カ

イ

ノ

ビ

ス

カ

イ

ノ

「

断

面

を

分

け

、

計

算

値

を

伴

っ

て

描

か

れ

た

図

と

寸

法

は

、

結

構

な

も

の

と

思

わ

れ

ま

す

。

し

か

し

、

部

材

が

全

て

に

対

応

す

る

た

め

に

は

、

主

檣

（

マ

ス

テ

ィ

ル

・

マ

ヨ

ー

ル

、

英

語

：

メ

イ

ン

・

マ

ス

ト

）

、

前

檣

（

ト

リ

ン

ケ

ッ

テ

、

英

語

：

フ

ォ

ア

・

マ

ス

ト

）

、

船

首

斜

檣

（

バ

ウ

プ

レ

ス

、

英

語

：

ボ

ー

ス

プ

リ

ッ

ト

）

、

後

檣

（

メ

サ

ー

ナ

、

英

語

：

ミ

ズ

ン

・

マ

ス

ト

）

）

そ

れ

ら

の

ト

ッ

プ

・

マ

ス

ト

（

コ

ン

ト

ラ

・

マ

ス

テ

レ

オ

）

（*

②

）

、

そ

し

て

、

そ

の

用

具

を

伴

っ

た

静

索

具

（

ハ

ル

シ

ア

）

の

種

類

を

、

大

き

な

船

に

お

い

て

も

、

ま

た

容

積

の

小

さ

な

船

に

お

い

て

も

、

然

る

べ

き

様

式

と

形

式

を

そ

れ

ら

に

与

え

る

た

め

に

持

た

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

計

算

値

を

示

す

こ

と

が

適

切

で

あ

り

ま

す

。

ま

た

造

船

に

あ

た

っ

て

、

も

っ

と

積

載

能

力

が

小

さ

な

別

の

例

を

、

一

五

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

以

下

の

も

の

で

、

先

程

お

願

い

し

た

よ

う

に

、

貴

殿

に

お

か

れ

て

、

別

の

雛

形

を

示

し

て

い

た

だ

け

れ

ば

、

私

に

は

都

合

が

良

く

、

大

変

に

あ

り

が

た

く

存

じ

ま

す

。

」 

モ

ン

タ

ニ

ェ

ス

モ

ン

タ

ニ

ェ

ス

モ

ン

タ

ニ

ェ

ス

モ

ン

タ

ニ

ェ

ス

「

貴

殿

が

要

請

さ

れ

た

一

五

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

計

算

値

を

伴

っ

た

雛

形

を

、

喜

ん

で

作

り

ま

し

ょ

う

。

そ

れ

（

の

雛

形

）

と

、

前

の

（

雛

形

）

と

に

よ

っ

て

、

ど

の

よ

う

な

（

大

き

さ

の

）

も

の

を

お

求

め

に

な

っ

て

も

、

プ

ロ

ポ

ー

シ

ョ

ン

が

わ

か

っ

て

い

た

だ

け

る

で

し

ょ

う

。

し

か

し

、

最

初

の

大

き

な

船

ナ

ビ

オ

に

属

す

る

こ

と

を

終

わ

ら

せ

て

か

ら

、

貴

殿

が

お

命

じ

の

こ

と

を

い

た

し

た

く

、

ま

ず

は

、

未

だ

足

り

な

い

点

を

述

べ

ま

し

ょ

う

。

い

か

な

る

船

ナ

オ

も

、

主

帆

柱

ア

ル

ボ

ル

・

マ

ヨ

ー

ル

す

な

わ

ち

主

檣

マ

ス

テ

ィ

ル

・

マ

ヨ

ー

ル

の

長

さ

は

、

そ

の

船

が

持

つ

竜

骨

と

（

船

首

と

船

尾

が

竜

骨

か

ら

傾

斜

す

る

突

出

し

で

あ

る

）

ラ

ン

サ

ン

テ

と

の

長

さ

分

を

持

た

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

が

、

私

の

計

算

に

よ

れ

ば

、

四

六

コ

ー

ド

で

す

。

そ

れ

は

、

常

に

私

は

若

干

小

さ

い

も

の

を

好

み

、

そ

の

方

が

船

ナ

オ

の

操

船

が

し

や

す

く

、

静

索

具

ハ

ル

シ

ア

と

帆

柱

ア

ル

ボ

ル

に

と

っ

て

、

よ

り

安

全

で

あ

り

、

減

ら

し

た

分

を

、

ト

ッ

プ

・

マ

ス

ト

マ

ス

テ

レ

オ

に

付

け

足

す

こ

と

も

で

き

る

か

ら

で

す

。

何

故

な

ら

ば

、

嵐

ま

た

は

そ

の

よ

う

に

（

短

く

）

す

る

必

要

が

あ

る

時

に

、

邪

魔

に

な

る

こ

と

が

少

な

く

、

勝

手

が

良

い

か

ら

で

す

。

次

に

前

檣

ト

リ

ン

ケ

ッ

テ

で

す

が

、

竜

骨

の

長

さ

が

有

す

る

も

の

（

と

同

じ

）

で

、

そ

れ

以

上

で

は

な

く

、

私

の

数

値

で

は

、

三

四

コ

ー

ド

に

な

り

ま

す

。

そ

し

て

船

首

斜

檣

バ

ウ

プ

レ

ス

で

す

が

、

前

檣

ト

リ

ン

ケ

ッ

テ

の

五

分

の

一

だ

け

小

さ

く

、

二

八

（

コ

ー

ド

）

と

な

り

ま

す

が

、

人

に

よ

っ

て

は

前

檣

ト

リ

ン

ケ

ッ

テ

の

大

き

さ

に

す

る

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

そ

し

て

後

檣

メ

サ

ー

ナ

は

、

船

首

斜

檣

バ

ウ

プ

レ

ス

と

同

じ

長

さ

と

太

さ

と

す

る

こ

と

が

で

き

ま

す

。

ト

ッ

プ

・

マ

ス

ト

コ

ン

ト

ラ

は

後

檣

メ

サ

ー

ナ

よ

り

も

三

分

の

一

少

な

く

な

り

ま

す

。

こ

れ

ら

の

帆

柱

パ

ー

ロ

・

マ

ス

ト

マ

ス

テ

ィ

ル

は

、

良

質

で

、

真

直

ぐ

で

、

節

が

無

く

、

木

目

が

良

く

、

傷

ん

で

い

な

い

も

の

と

な

り

ま

す

。

そ

し

て

最

良

の

も

の
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で

、

ワ

ン

・

ピ

ー

ス

（

一

塊

部

材

）

で

あ

る

も

の

が

最

も

ふ

さ

わ

し

い

の

で

す

。

そ

う

は

ゆ

か

ず

に

、

多

く

（

の

部

材

）

で

作

る

こ

と

が

常

で

あ

り

ま

す

が

、

嵌

め

込

み

や

組

み

込

み

が

上

手

で

あ

れ

ば

、

良

い

だ

け

で

な

く

、

よ

り

頑

丈

で

あ

り

、

ど

ん

な

仕

事

に

も

耐

え

る

も

の

で

す

。

一

コ

ー

ド

毎

に

、

幾

重

も

の

補

強

巻

綱

（

ア

ヒ

ミ

エ

ル

ガ

）

を

極

め

て

上

手

に

巻

い

た

も

の

（

帆

柱

）

も

そ

う

で

す

。

（*

③

）

そ

し

て

、

だ

ぼ

・

・

（

カ

ビ

リ

ャ

、

す

な

わ

ち

合

わ

せ

釘

、

英

：

ド

ウ

ェ

ル

）

や

釘

を

打

ち

込

ま

な

い

よ

う

に

注

意

を

し

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

が

、

何

故

な

ら

ば

、

そ

れ

を

す

る

と

、

割

れ

た

り

腐

っ

た

り

す

る

こ

と

が

よ

く

あ

る

か

ら

で

す

。

主

檣

の

ト

ッ

プ

・

マ

ス

ト

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

（

マ

ス

テ

レ

オ

・

デ

・

ガ

ビ

ア

・

マ

ヨ

ー

ル

）

は

、

船

ナ

オ

が

有

す

る

船

幅

マ

ン

ガ

の

一

・

五

倍

（

の

長

さ

）

を

持

ち

、

そ

れ

は

二

四

コ

ー

ド

と

な

り

ま

す

。

そ

し

て

前

檣

の

ト

ッ

プ

・

マ

ス

ト

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

（

ブ

リ

ケ

ッ

テ

）

（*

④

）

は

、

主

檣

の

も

の

マ

ヨ

ー

ル

よ

り

も

、

五

分

の

一

小

さ

く

、

一

九

コ

ー

ド

を

持

つ

こ

と

に

な

り

ま

す

。

さ

て

、

こ

の

計

算

値

で

も

っ

て

、

基

本

と

な

る

船

ナ

オ

に

関

し

て

、

貴

殿

が

指

示

さ

れ

た

こ

と

は

遂

行

さ

れ

た

と

思

わ

れ

ま

す

。

次

の

ペ

ー

ジ

に

は

、

小

さ

い

船

ナ

ビ

オ

の

図

面

を

載

せ

ま

す

が

、

こ

の

本

の

残

り

全

て

は

、

最

初

の

船

ナ

オ

に

対

応

さ

せ

て

続

け

ま

し

ょ

う

。

そ

う

す

れ

ば

、

船

ナ

オ

に

よ

っ

て

、

帆

柱

マ

ス

テ

ィ

ル

、

ラ

テ

ン

帆

桁

エ

ン

テ

ー

ナ

、

帆

桁

ガ

ビ

ア

、

静

索

具

ハ

ル

シ

ア

、

そ

し

て

そ

の

他

の

必

要

な

船

具

の

た

め

に

、

良

き

師

匠

マ

エ

ス

ト

ロ

の

知

恵

分

別

を

も

っ

て

す

れ

ば

、

縮

小

を

行

っ

て

、

確

実

な

計

算

が

で

き

ま

す

。

冗

漫

さ

か

ら

逃

れ

る

た

め

に

、

こ

こ

で

示

し

た

図

や

数

値

の

中

で

は

言

え

な

か

っ

た

事

、

ま

た

こ

の

技

芸

ア

ル

テ

の

専

門

職

人

オ

フ

ィ

シ

ャ

ル

達

に

と

っ

て

は

当

た

り

前

で

あ

る

事

の

多

く

が

、

彼

ら

の

最

終

的

な

判

断

に

よ

っ

て

決

め

ら

れ

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。 

ビ

ス

カ

イ

ノ

ビ

ス

カ

イ

ノ

ビ

ス

カ

イ

ノ

ビ

ス

カ

イ

ノ

「

こ

れ

で

満

足

し

ま

し

た

し

、

二

隻

の

船

ナ

オ

の

明

瞭

な

図

示

と

、

疑

問

で

あ

っ

た

と

こ

ろ

を

、

貴

殿

が

示

さ

れ

た

計

算

値

と

寸

法

に

よ

っ

て

、

良

く

わ

か

り

ま

し

た

。

あ

と

は

、

貴

殿

が

約

束

さ

れ

、

私

も

望

ん

で

い

る

よ

う

に

、

最

初

の

船

ナ

オ

の

ラ

テ

ン

帆

桁

エ

ン

テ

ー

ナ

、

帆

桁

ガ

ビ

ア

、

静

索

具

ハ

ル

シ

ア

、

そ

の

他

必

要

な

滑

車

装

置

（

ア

パ

レ

ッ

ホ

）

の

計

算

値

と

寸

法

へ

と

続

け

て

い

た

だ

く

こ

と

が

残

る

ば

か

り

で

す

。 

 

註 （*

①

）

本

来

は

こ

こ

に

、
「

第

二

章

」

と

入

る

べ

き

と

こ

ろ

が

脱

落

し

て

い

る

。 

（*

②

）

コ

ン

ト

ラ

ス

・

マ

ス

テ

レ

オcon
tra m

asteleo

と

い

う

用

語

は

文

献

上

で

見

当

た

ら

な

い

が

、

マ

ス

テ

レ

オ

は

ト

ッ

プ

・

マ

ス

ト

の

こ

と

で

あ

る

の

で

、

文

脈

か

ら

コ

ン

ト

ラ

は

そ

れ

ぞ

れ

の

ロ

ー

ワ

ー

・

マ

ス

ト

に

「

対

応

す

る

」

と

解

し

た

。

こ

の

後

で

出

て

来

る

コ

ン

ト

ラcon
tra

は

、

コ

ン

ト

ラ

・

マ

ス

テ

レ

オ

（

す

な

わ

ち

ト

ッ

プ

・

マ

ス

ト

）

の

略
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称

と

解

し

た

。

ま

た

、

そ

の

後

で

マ

ス

テ

レ

オ

・

デ

・

ガ

ビ

ア

・

マ

ヨ

ー

ル m
asteleo de gavia m

ayor

と

い

う

マ

ス

テ

レ

オ

の

用

法

が

出

て

く

る

が

、

こ

の

場

合

の

マ

ス

テ

レ

オ

は

桁

材

と

訳

し

た

。 

（*

③

）

ア

ヒ

ミ

エ

ー

ルagim
ieles

と

い

う

用

語

が

使

わ

れ

て

い

る

。

サ

ラ

マ

ン

カ

大

学

の

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

辞

書D
IR

E
C

T
E

R
2.0

を

み

る

と

、

ガ

ル

シ

ア

・

デ

・

パ

ラ

シ

オ

以

外

の

用

例

は

限

ら

れ

て

い

る

よ

う

で

あ

る

。

現

代

の

ス

ペ

イ

ン

語

で

は

レ

ア

ー

タreata

。

英

語

の

ウ

ー

ル

デ

ィ

ン

グw
ooldin

g
に

あ

た

る

。 

（*

④

）

ブ

リ

ケ

ッ

テbu
rriqu

ete

は

、

オ

ス

カ

ン

ラ

ン

の

西

語

海

事

用

語

辞

書

（

ま

た

サ

ラ

マ

ン

カ

大

学D
IC

T
E

R
2.0

も

こ

れ

を

踏

襲

）

に

よ

れ

ば

、

前

檣

帆

ト

リ

ン

ケ

ッ

テ

の

上

に

付

け

、

前

檣

帆

ト

リ

ン

ケ

ッ

テ

が

破

れ

た

時

の

代

替

帆

と

し

て

い

る

が

、

文

脈

か

ら

し

て

、

前

檣

ト

リ

ン

ケ

ッ

テ

の

ト

ッ

プ

・

マ

ス

ト

と

解

し

た

。

別

の

と

こ

ろ

で

ボ

リ

ケ

ッ

テborriqu
ette

と

も

言

っ

て

い

る

。 

      

 

 

船首材

ロ ー ダ

から船尾材

ロ ー ダ

への長さ 

中間 

図４「150 トネラーダの船

ナオ

の平面図」 
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船首楼 

喉湾曲材

ｸ ﾙ ﾊ ﾞ ･ ﾃ ﾞ ･ ｺ ﾞ ﾙ ﾊ

 

甲板高

プ ン タ ル

 第 1 甲板 

第 2 甲板 中間木材 

4 ｺｰﾄﾞ船底幅

プ ラ ン

 

最大船幅

ボ カ

13 ｺｰﾄﾞ 

船腰板

シ ン タ

3 

船尾の木材の船幅

マ ン ガ

のｺｰﾄﾞ 

船腰板

シ ン タ

3 

第 1船腰板

シ ン タ

よ

り 3 ｺｰﾄﾞの間 

甲板高

プ ン タ ル

のｺｰﾄﾞ 

甲板高

プ ン タ ル

 

船尾のﾎﾟｽﾄﾚｰﾛ(ﾁｬﾈﾙを

載せる木材)の計算値 

ﾗﾝｻﾝﾃの 

船幅

マ ン ガ

のｺｰﾄﾞ 

甲板高

プ ン タ ル

は 8 ｺｰﾄﾞ 船尾甲板 

船首のｱｽﾃｨｰﾘｬ 船尾のｱｽﾃｨｰﾘｬ 

船首のﾗﾝｻﾝﾃ 甲板高

プ ン タ ル

のｺｰﾄﾞ 

図５「150 トネラーダの船の側面図」 

図６「150 トネラーダの船

ナオ

の断面図」 
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帆

桁

（

ベ

ル

ガ

）

と

ト

ッ

プ

・

セ

ー

ル

帆

桁

（

ガ

ビ

ア

）

に

つ

い

て

（*

①

）

 

第

三

章

第

三

章

第

三

章

第

三

章    
モ

ン

タ

ニ

ェ

ス

モ

ン

タ

ニ

ェ

ス

モ

ン

タ

ニ

ェ

ス

モ

ン

タ

ニ

ェ

ス

「

ラ

テ

ン

帆

桁

エ

ン

テ

ー

ナ

、

す

な

わ

ち

最

大

の

帆

桁

ベ

ル

ガ

の

長

さ

は

、

船

ナ

オ

が

船

幅

マ

ン

ガ

で

開

い

て

い

る

分

の

二

倍

に

三

分

の

一

を

足

し

た

も

の

を

持

た

な

け

れ

ば

な

ら

ず

、

そ

れ

は

三

七

コ

ー

ド

半

に

な

り

ま

す

。

そ

の

真

ん

中

は

主

帆

柱

ア

ル

ボ

ル

・

マ

ヨ

ー

ル

と

同

じ

よ

う

に

太

く

（*

②

）

、

そ

の

終

わ

り

で

あ

る

両

桁

端

（

ペ

ノ

ー

ル

）

に

向

か

っ

て

、

帆

桁

ガ

ビ

ア

の

下

の

方

で

、

三

分

の

一

相

当

分

が

細

く

な

り

ま

す

。

前

檣

ト

リ

ン

ケ

ッ

テ

の

も

の

（

帆

桁

ベ

ル

ガ

）

は

、

（

ラ

テ

ン

帆

桁

エ

ン

テ

ー

ナ

よ

り

）

三

分

の

一

相

当

分

が

少

な

く

（

訳

注

：

細

く

）

（*

③

）

、

こ

れ

は

、

太

さ

と

長

さ

に

お

い

て

主

檣

大

帆

桁

ガ

ビ

ア

・

マ

ヨ

ー

ル

か

ら

同

じ

計

算

を

し

た

値

と

同

じ

で

す

（*

④

）

。

船

首

斜

檣

の

帆

桁

・

・

・

・

・

・

・

（

セ

バ

デ

ー

ラ

）

は

、

こ

れ

と

同

じ

考

え

で

（

前

檣

ト

リ

ン

ケ

ッ

テ

の

帆

桁

ベ

ル

ガ

よ

り

）

四

分

の

一

相

当

分

少

な

い

（

訳

注

：

短

い

）

も

の

で

す

。

（*

⑤

）

後

檣

メ

サ

ー

ナ

の

も

の

（

帆

桁

ベ

ル

ガ

）

は

、

そ

の

（

後

檣

メ

サ

ー

ナ

の

）

帆

柱

ア

ル

ボ

ル

よ

り

太

さ

は

細

く

、

長

さ

は

三

分

の

一

相

当

分

長

い

も

の

で

す

。

（*

⑥

）

（

主

檣

マ

ヨ

ー

ル

の

）

ト

ッ

プ

・

セ

ー

ル

帆

桁

ガ

ビ

ア

の

も

の

は

船

ナ

ビ

オ

が

（

船

幅

マ

ン

ガ

で

）

開

い

て

い

る

分

の

長

さ

で

、

一

六

コ

ー

ド

で

す

。

船

首

の

ト

ッ

プ

・

マ

ス

ト

マ

ス

テ

レ

オ

の

も

の

（

ト

ッ

プ

・

セ

ー

ル

帆

桁

ガ

ビ

ア

）

は

、

（

主

檣

マ

ヨ

ー

ル

の

ト

ッ

プ

・

セ

ー

ル

帆

桁

ガ

ビ

ア

よ

り

）

五

分

の

一

相

当

分

少

な

い

（

訳

注

：

短

い

）

も

の

で

す

（*

⑦

）

。

主

檣

ト

ッ

プ

・

セ

ー

ル

帆

桁

ガ

ビ

ア

・

マ

ヨ

ー

ル

は

円

周

か

ら

得

た

、

船

ナ

オ

が

船

幅

マ

ン

ガ

で

有

す

る

長

さ

（*

⑧

）

を

持

ち

ま

す

。

そ

し

て

、

前

檣

ト

リ

ン

ケ

ッ

テ

の

ト

ッ

プ

・

セ

ー

ル

帆

桁

ガ

ビ

ア

・

マ

ヨ

ー

ル

は

そ

れ

よ

り

も

四

分

の

一

少

な

い

（

訳

注

：

短

い

）

も

の

で

す

。

（*

⑨

）

フ

ォ

ン

ド

ー

ネ

ス

（*

⑩

）

は

、

円

周

が

同

じ

な

ら

ば

、

そ

の

分

量

に

お

い

て

、

三

分

の

一

か

ら

半

分

が

少

な

い

も

の

で

す

。 

  

註 （*

①

）verga

ベ

ル

ガ

は

、

一

六

世

紀

後

半

で

も

現

代

で

も

、

帆

桁

全

般

を

意

味

す

る

。gavia

ガ

ビ

ア

は

現

在

で

は

ト

ッ

プ

・

セ

ー

ル

の

帆

を

表

し

、

ト

ッ

プ

・

セ

ー

ル

の

帆

桁

は

「verga de gavia

：

ベ

ル

ガ

・

デ

・

ガ

ビ

ア

」

と

い

う

表

現

が

正

確

で

あ

る

が

、

ガ

ル

シ

ア

・

デ

・

パ

ラ

シ

オ

の

場

合

は

「

ガ

ビ

ア

」

で

も

っ

て

「

ト

ッ

プ

・

セ

ー

ル

」

の

帆

の

意

味

で

使

っ

た

り

、

「

ベ

ル

ガ

・

デ

・

ガ

ビ

ア

」

と

い

う

ト

ッ

プ

・

セ

ー

ル

の

帆

桁

の

意

味

で

使

っ

た

り

、

「

ベ

ル

ガ

」

と

同

じ

意

味

の

帆

桁

、

す

な

わ

ち

ト

ッ

プ

・

マ

ス

ト

以

外

の

帆

桁

と

し

て

も

使

用

し

て

お

り

、

紛

ら

わ

し
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い

と

こ

ろ

が

あ

る

。

当

翻

訳

に

あ

た

っ

て

は

、

そ

れ

ぞ

れ

の

前

後

の

文

意

か

ら

判

断

し

て

、

訳

語

を

当

て

は

め

た

。 
（*

②

）

ラ

テ

ン

帆

桁

エ

ン

テ

ー

ナ

が

主

帆

柱

ア

ル

ボ

ル

・

マ

ヨ

ー

ル

と

同

じ

様

な

太

さ

だ

と

言

っ

て

い

る

が

、

通

常

は

一

本

材

で

は

な

く

、

二

本

の

木

材

を

真

中

で

縛

っ

て

ラ

テ

ン

帆

桁

エ

ン

テ

ー

ナ

の

帆

桁

と

し

て

い

る

の

で

、

こ

れ

ら

の

二

本

が

合

わ

さ

っ

た

部

分

の

こ

と

を

言

っ

て

い

る

と

考

え

る

。 

（*

③

）

こ

の

章

で

は

「

少

な

くm
en

os

」

と

い

う

表

現

が

多

用

さ

れ

、

太

さ

の

こ

と

か

、

長

さ

の

こ

と

か

紛

ら

わ

し

い

。

こ

こ

の

個

所

は

後

で

「

前

檣

ト

リ

ン

ケ

ッ

テ

の

ト

ッ

プ

・

セ

ー

ル

帆

桁

ガ

ビ

ア

・

マ

ヨ

ー

ル

」

は

「

主

檣

ト

ッ

プ

・

セ

ー

ル

帆

桁

ガ

ビ

ア

・

マ

ヨ

ー

ル

」

よ

り

も

「

四

分

の

一

少

な

い

」

と

い

う

長

さ

に

係

わ

る

記

述

が

あ

る

こ

と

か

ら

、

太

さ

に

つ

い

て

だ

け

を

述

べ

て

い

る

と

解

し

た

。 

（*

④

）

）

第

一

一

章

に

お

い

て

主

檣

大

帆

桁

ガ

ビ

ア

・

マ

ヨ

ー

ル

す

な

わ

ち

、

主

檣

マ

ヨ

ー

ル

の

大

帆

桁

ベ

ル

ガ

が

三

七

コ

ー

ド

と

し

て

い

る

の

で

、

三

七

コ

ー

ド

の

三

分

の

二

で

、

二

四

コ

ー

ド

と

三

分

の

二

コ

ー

ド

と

な

り

、

（*

③

）

の

計

算

値

と

ほ

ぼ

お

な

じ

で

あ

る

。 

（*

⑤

）

す

な

わ

ち

、

二

四

コ

ー

ド

と

九

分

の

八

コ

ー

ド

の

四

分

の

三

で

、

一

八

コ

ー

ド

と

三

分

の

二

コ

ー

ド

。 

（*

⑥

）

後

檣

メ

サ

ー

ナ

の

帆

桁

ベ

ル

ガ

は

ラ

テ

ン

帆

桁

エ

ン

テ

ー

ナ

の

こ

と

で

、

既

に

そ

の

長

さ

は

、

船

幅

マ

ン

ガ

で

開

い

て

い

る

分

の

二

倍

に

三

分

の

一

を

足

し

た

も

の

で

、

三

七

コ

ー

ド

半

と

述

べ

て

い

る

が

、

船

幅

マ

ン

ガ

は

一

六

な

の

で

、

正

確

に

は

三

七

コ

ー

ド

と

三

分

の

一

コ

ー

ド

で

あ

る

。

こ

こ

で

は

別

の

計

算

の

考

え

方

を

示

し

た

と

考

え

る

。

す

な

わ

ち

、

後

檣

メ

サ

ー

ナ

の

帆

柱

ア

ル

ボ

ル

の

長

さ

は

二

八

コ

ー

ド

な

の

で

、

こ

の

場

合

も

三

七

コ

ー

ド

と

三

分

の

一

コ

ー

ド

と

な

る

。 

（*

⑦

）

す

な

わ

ち

、

一

六

コ

ー

ド

の

五

分

の

四

で

、

一

二

コ

ー

ド

と

五

分

の

四

コ

ー

ド

。

五

分

の

一

小

さ

い

こ

と

は

第

一

一

章

の

最

後

で

も

述

べ

て

い

る

。 

（*

⑧

）de circu
n

feren
cia

は

「

円

周

で

」

と

い

う

意

味

で

あ

る

が

、

当

時

の

設

計

法

と

し

て

、

竜

骨

の

長

さ

を

二

つ

の

等

辺

の

五

と

し

、

斜

辺

を

七

と

す

る

直

角

二

等

辺

三

角

形

を

内

接

さ

え

る

円

を

描

き

、

（

直

径

は

七

、

円

周

率

は

三

．

一

四

二

八

五

七

＝

二

二

／

五

、

円

周

は

二

二

の

関

係

）

円

周

の

十

分

の

一

を

船

幅

マ

ン

ガ

と

し

て

求

め

る

方

法

が

あ

っ

た

。

四

〇

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

船

（

竜

骨

が

三

四

コ

ー

ド

）

に

適

用

す

る

と

、

船

幅

マ

ン

ガ

は

一

五

と

な

る

。

パ

ラ

シ

オ

は

船

幅

マ

ン

ガ

を

一

六

と

し

て

い

る

。 
（*
⑨

）

。

す

な

わ

ち

、

一

六

コ

ー

ド

の

四

分

の

三

で

一

二

コ

ー

ド

と

な

る

が

、

直

前

の

文

章

で

「

五

分

の

一

少

な

い

」

と

述

べ

た

ば

か

り

で

あ

る

。

い

ず

れ

に

せ

よ

、

前

檣

の

帆

（

あ

る

い

は

帆

桁

）

は

全

て

、

主

檣

あ

る

い
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は

後

檣

の

そ

れ

ら

と

の

比

較

で

大

き

さ

が

定

義

さ

れ

て

い

る

た

め

に

、

幾

通

り

も

の

考

え

方

が

あ

り

、

ま

た

（*

①

）

に

述

べ

た

よ

う

に

、

帆

桁

の

用

語

の

使

用

に

つ

い

て

は

紛

ら

わ

し

い

点

が

多

く

、

混

乱

を

招

い

て

い

る

。 

（*

⑩

）

フ

ォ

ン

ド

ー

ネ

スfon
don

es

の

意

味

が

不

明

で

あ

る

。

、

こ

の

第

三

章

の

最

後

の

部

分

の

文

章

は

、

そ

の

意

味

す

る

と

こ

ろ

が

推

測

し

難

い

。

 

  

主

檣

マ

ス

テ

ィ

ル

・

マ

ヨ

ー

ル

の

静

索

具

ハ

ル

シ

ア

と

滑

車

装

置

ア

パ

レ

ッ

ホ 

第

四

章

第

四

章

第

四

章

第

四

章    

横

静

索

取

付

板

（

メ

サ

・

デ

・

グ

ア

ル

ニ

シ

オ

ン

、

英

語

：

チ

ャ

ネ

ル

）

は

船

ナ

オ

の

最

後

（

訳

注

：

一

番

上

）

の

外

腰

板

シ

ン

タ

の

上

に

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

言

わ

れ

て

い

ま

す

が

、

何

故

な

ら

ば

、

高

く

に

あ

っ

て

、

外

に

突

き

出

て

い

る

程

、

風

上

に

進

ん

で

い

る

時

に

、

滑

車

装

置

ア

パ

レ

ッ

ホ

を

動

か

さ

ず

に

済

み

、

綱

や

索

が

自

由

に

放

た

れ

た

ま

ま

で

飛

び

去

っ

て

綱

の

巻

輪

が

解

け

き

っ

て

し

ま

う

に

は

至

ら

な

い

か

ら

で

す

。

こ

れ

ら

（

横

静

索

取

付

板

メ

サ

・

デ

・

グ

ア

ル

ニ

シ

ョ

ン

）

は

主

檣

マ

ス

テ

ィ

ル

・

マ

ヨ

ー

ル

を

装

備

す

る

た

め

の

も

の

で

、

そ

の

た

め

に

取

り

付

け

ら

れ

ま

す

。

そ

の

下

に

は

、

上

記

の

横

静

索

取

付

板

メ

サ

の

板

厚

に

応

じ

て

、

ま

た

、

幾

分

は

長

さ

に

も

よ

り

ま

す

が

、

一

つ

の

環

（

エ

ス

ラ

ボ

ー

ン

）

は(

直

径)

一

パ

ル

モ

で

、

四

ま

た

は

五

個

の

環

エ

ス

ラ

ボ

ー

ン

か

ら

一

二

本

の

鎖

が

出

て

い

ま

す

。

そ

れ

ら

に

付

い

て

い

る

デ

ッ

ド

・

ア

イ

（

ビ

ゴ

ー

タ

）

で

も

っ

て

、

一

二

本

の

静

索(

オ

ベ

ン

ケ

、

英

：

リ

ギ

ン)

を

備

え

、

こ

れ

ら

を

縛

り

付

け

て

い

ま

す

。

こ

れ

ら

の

静

索

オ

ベ

ン

ケ

は

、

各

舷

側

で

、

六

〇

本

の

糸

で

出

来

た

何

本

か

の

紐

で

、

一

緒

に

な

っ

て

、

ト

ッ

プ

・

セ

ー

ル

ガ

ビ

ア

の

下

で

縛

り

付

け

ら

れ

、

ぴ

ん

と

張

っ

て

、

強

固

に

帆

柱

パ

ー

ロ

を

摑

か

ん

で

い

ま

す

が

、

そ

れ

は

あ

ら

ゆ

る

部

分

が

揺

れ

な

い

よ

う

に

す

る

た

め

で

す

。

そ

し

て

、

ト

ッ

プ

・

セ

ー

ル

ガ

ビ

ア

で

一

緒

に

な

っ

て

い

る

所

か

ら

、

各

舷

側

で

、

六

〇

本

の

糸

で

出

来

た

別

の

三

本

の

綱

が

出

て

お

り

、

こ

れ

を

コ

ロ

ー

ナ

綱

（*

①

）

と

呼

び

、

帆

柱

パ

ー

ロ

の

真

中

ま

で

の

長

さ

を

有

し

ま

す

。

そ

れ

ぞ

れ

の

綱

に

は

、

車

（

ロ

ル

ダ

ー

ナ

）

が

一

つ

だ

け

入

っ

た

滑

車

（

モ

ト

ン

）

が

一

つ

付

い

て

お

り

、

そ

の

（

車

ロ

ル

ダ

ー

ナ

の

）

中

を

、

四

〇

本

の

糸

で

出

来

た

別

の

紐

が

通

っ

て

い

な

け

れ

ば

な

ら

ず

、

こ

れ

を

檣

綱

（

ア

マ

ン

テ

）

と

呼

び

ま

す

が

、

大

変

に

長

く

て

、

船

ナ

オ

の

船

底

プ

ラ

ン

ま

で

達

し

て

い

ま

す

。

こ

れ

も

ま

た

、

綱

に

は

車

ロ

ル

ダ

ー

ナ

が

二

個

あ

る

複

滑

車

（

ポ

レ
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ア

）

が

一

つ

付

い

て

お

り

、

こ

れ

に

別

の

二

つ

の

車

ロ

ル

ダ

ー

ナ

が

あ

る

複

滑

車

ポ

レ

ア

を

通

る

二

四

本

の

糸

で

出

来

た

一

本

の

綱

索

（

ベ

ー

タ

）

が

繋

げ

ら

れ

て

い

ま

す

が

、

こ

の

綱

索

ベ

ー

タ

も

、

上

記

の

檣

綱

ア

マ

ン

テ

の

よ

う

に

大

変

長

い

も

の

で

す

。

こ

の

最

後

に

述

べ

た

複

滑

車

ポ

レ

ア

は

、

吊

り

綱

の

帆

桁

綱

（

ブ

ラ

サ

）

に

縛

り

付

け

ら

れ

、

上

記

の

横

静

索

取

付

板

メ

サ

・

デ

・

グ

ア

ル

ニ

シ

ョ

ン

の

上

に

据

え

ら

れ

て

い

る

エ

ス

タ

ン

テ

と

言

わ

れ

る

柱

に

、

檣

綱

ア

マ

ン

テ

と

共

に

在

り

ま

す

。

ま

た

、

上

記

の

主

檣

大

帆

桁

ベ

ル

ガ

・

マ

ヨ

ー

ル

を

ぴ

ん

と

張

り

、

し

っ

か

り

固

定

す

る

た

め

に

も

、

二

本

ま

た

は

四

本

（

の

綱

）

が

つ

け

ら

れ

て

い

ま

す

が

、

こ

れ

ら

は

、

帆

桁

昇

降

玉

簾

（

ラ

カ

メ

ン

ト

、

英

語

：

パ

レ

ル

）

と

主

檣

大

帆

桁

エ

ン

テ

ナ

（*

②

）

に

、

そ

の

大

き

さ

に

応

じ

て

、

紐

を

固

定

さ

せ

、

（

適

切

な

距

離

で

も

っ

て

）

二

つ

の

複

滑

車

ポ

レ

ア

に

通

っ

て

い

ま

す

。

こ

れ

ら

（

の

複

滑

車

ポ

レ

ア

）

は

、

船

ナ

オ

の

主

檣

大

帆

桁

エ

ン

テ

ナ

と

そ

の

他

（

の

帆

桁

）

を

し

っ

か

り

と

保

持

す

る

た

め

に

極

め

て

必

要

な

滑

車

装

置

ア

パ

レ

ッ

ホ

な

の

で

す

。

こ

れ

ら

に

よ

っ

て

揺

れ

る

こ

と

が

無

く

、

も

し

そ

う

で

な

い

な

ら

ば

、

船

ナ

オ

が

上

手

く

操

船

で

き

る

よ

う

に

、

一

方

の

舷

側

か

ら

他

の

舷

側

へ

貫

通

さ

せ

ま

す

。

今

ま

で

述

べ

た

と

こ

ろ

の

全

て

の

滑

車

装

置

ア

パ

レ

ッ

ホ

は

、

ア

コ

リ

ャ

ド

ー

ル

と

呼

ば

れ

る

細

い

紐

（*

③

）

を

綱

に

付

け

て

通

し

ま

す

。

静

索

オ

ベ

ン

ケ

は

、

据

え

付

け

ら

れ

、

滑

車

モ

ト

ン

が

通

さ

れ

た

後

で

、

ニ

ゴ

ー

ラ

あ

る

い

は

フ

レ

チ

ャ

ッ

テ

と

呼

ば

れ

る

（

訳

注

：

ニ

ゴ

ー

ラ

も

フ

レ

チ

ャ

ッ

テ

も

段

縄

、

英

語

：

ラ

ッ

ト

ラ

イ

ン

）

糸

を

少

し

し

か

使

っ

て

い

な

い

別

の

紐

で

も

っ

て

、

縄

梯

子

（

エ

ス

カ

ー

ラ

）

の

よ

う

に

、

そ

れ

ぞ

れ

が

連

結

し

て

一

緒

に

さ

れ

、

段

縄

を

付

け

た

縄

梯

子

エ

ス

カ

ー

ラ

は

、

そ

こ

を

ト

ッ

プ

・

セ

ー

ル

ガ

ビ

ア

に

登

っ

た

り

、

他

の

事

を

し

た

り

す

る

の

に

使

わ

れ

ま

す

。

帆

柱

マ

ス

テ

ィ

ル

は

、

両

側

に

（

静

索

オ

ベ

ン

ケ

を

）

装

備

し

て

い

る

の

で

、

船

尾

か

ら

船

首

へ

か

け

て

、

真

中

で

引

っ

張

る

必

要

が

あ

り

、

エ

ス

テ

イ

（

英

語

：

ス

テ

イ

）

と

呼

ば

れ

る

太

い

綱

、

そ

し

て

一

八

〇

本

の

糸

で

作

り

、

ト

ッ

プ

・

セ

ー

ル

ガ

ビ

ア

か

ら

船

首

の

船

首

材

ロ

ー

ダ

ま

で

達

す

る

よ

う

な

、

も

う

一

つ

の

対

に

な

る

エ

ス

テ

イ

（

コ

ン

ト

ラ

・

エ

ス

テ

イ

）

（*

④

）

で

も

っ

て

、

そ

れ

が

為

さ

れ

ま

す

。

そ

こ

（

船

首

材

ロ

ー

ダ

）

に

は

、

ビ

ー

ク

ヘ

ッ

ド

エ

ス

ポ

ロ

ン

の

支

柱

（

マ

ド

レ

）

と

船

首

材

ロ

ー

ダ

の

繋

ぎ

目

（

ゴ

ル

ハ

）

の

湾

曲

材

コ

ル

バ

ト

ン

の

下

に

釘

づ

け

さ

れ

、

繋

が

れ

た

鎖

が

一

本

あ

り

、

こ

れ

に

は

デ

ッ

ド

・

ア

イ

ビ

ゴ

ー

タ

が

付

い

て

お

り

、

そ

れ
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に

強

く

縛

り

付

け

ら

れ

て

繋

が

れ

て

い

ま

す

。

コ

ン

ト

ラ

・

エ

ス

テ

イ

も

ま

た

、

帆

柱

マ

ス

テ

ィ

ル

と

そ

の

他

の

滑

車

装

置

ア

パ

レ

ッ

ホ

が

、

（

張

る

）

力

を

連

続

さ

せ

る

こ

と

に

よ

っ

て

エ

ス

テ

イ

の

助

け

と

な

る

よ

う

に

、

あ

の

デ

ッ

ド

・

ア

イ

ビ

ゴ

ー

タ

に

繋

げ

ら

れ

て

い

ま

す

。 

  

註 （*

①

）

コ

ロ

ー

ナ

綱

coron
a

、

タ

ー

ル

を

塗

っ

た

布

や

紐

を

巻

い

て

補

強

し

た

綱

。 

（*

②

）

エ

ン

テ

ナen
ten

a

は

通

常

ラ

テ

ン

帆

桁

の

こ

と

で

あ

る

が

、

ガ

ル

シ

ア

・

デ

・

パ

ラ

シ

オ

は

、

他

の

帆

桁

に

も

こ

の

語

を

当

て

て

い

る

。 

（*

③

）

ア

コ

リ

ャ

ド

ー

ル

紐

acollador

、

太

い

綱

を

穴

や

輪

な

ど

に

通

す

た

め

に

、

そ

の

先

に

つ

け

て

先

導

さ

せ

る

細

い

紐

。

別

の

所

で

はcollador

コ

リ

ャ

ド

ー

ル

と

言

っ

て

い

る

。 

（*

④

）

コ

ン

ト

ラ

・

エ

ス

テ

イcon
tra estay

は

日

本

語

で

は

「

対

に

な

る

エ

ス

テ

イ

」

と

訳

し

た

が

、

英

語

は

直

接

該

当

す

る

単

語

が

無

く

、

全

て

を

ス

テ

イ

と

し

、

ど

の

帆

柱

に

張

ら

れ

て

い

る

か

に

よ

っ

て

区

別

し

て

い

る

。 

  

前

檣

ト

リ

ン

ケ

ッ

テ

の

静

索

具

ハ

ル

シ

ア 

 

第

五

章

第

五

章

第

五

章

第

五

章    

こ

の

よ

う

に

、

主

檣

マ

ス

テ

ィ

ル

・

マ

ヨ

ー

ル

の

装

備

（

の

話

）

を

し

た

の

で

、

八

本

あ

る

静

索

オ

ベ

ン

ケ

を

除

い

て

、

前

檣

ト

リ

ン

ケ

ッ

テ

に

つ

い

て

（

話

を

）

し

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

こ

れ

ら

（

の

静

索

オ

ベ

ン

ケ

）

、

コ

ロ

ー

ナ

綱

、

そ

し

て

そ

の

他

の

紐

は

、

主

檣

大

帆

柱

ア

ル

ボ

ル

・

マ

ヨ

ー

ル

の

も

の

よ

り

も

、

糸

が

五

分

の

一

少

な

く

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

そ

し

て

、

エ

ス

テ

イ

と

コ

ン

ト

ラ

・

エ

ス

テ

イ

は

、

既

に

述

べ

た

よ

う

に

、

三

分

の

二

が

船

首

斜

檣

バ

ウ

プ

レ

ス

の

外

側

へ

置

か

れ

る

こ

と

が

多

い

二

つ

の

デ

ッ

ド

・

ア

イ

ビ

ゴ

ー

タ

に

、

そ

の

ア

コ

リ

ャ

ド

ー

ル

紐

で

も

っ

て

縛

り

付

け

ら

れ

、

主

檣

マ

ス

テ

ィ

ル

・

マ

ヨ

ー

ル

よ

り

も

二

本

多

く

檣

綱

ア

マ

ン

テ

の

無

い

コ

ロ

ー

ナ

綱

を

有

し

て

い

ま

す

が

、

長

さ

は

こ

の

帆

柱

マ

ス

テ

ィ

ル

の

三

分

の

二

で

、

自

ら

の

綱

索

ベ

ー

タ

と

二

つ

の

複

滑

車

ポ

レ

ア

が

付

い

て

お

り

、

船

尾

に

向

か

っ

て

最

後

の

静

索

オ

ベ

ン

ケ

に

付

け

ら

れ

た

金

輪

に

縛

り

つ

け

ら

れ

て

い

ま

す

。

人

に

よ

っ

て

は

こ

れ

ら

を

後

檣

支

索

（

ポ

ー

ペ

）

と

呼

び

ま

す

。 

  

ト

ッ

プ

・

セ

ー

ル

ガ

ビ

ア

と

前

檣

ト

ッ

プ

・

マ

ス

ト

ボ

リ

ケ

ッ

テ

の

、

ト

ッ

プ

・

マ

ス

ト

マ

ス

テ

レ

オ

の
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静

索

具

ハ

ル

シ

ア

、

 
 

 

第第第第

六六六六

章章章章    

主

檣

ト

ッ

プ

・

セ

ー

ル

ガ

ビ

ア

・

マ

ヨ

ー

ル

の

ト

ッ

プ

・

マ

ス

ト

マ

ス

テ

レ

オ

は

、

四

〇

本

の

糸

で

出

来

た

静

索

オ

ベ

ン

ケ

六

本

を

、

各

船

側

に

有

し

な

け

れ

ば

な

ら

ず

、

ト

ッ

プ

・

マ

ス

ト

マ

ス

テ

レ

オ

全

体

と

同

じ

長

さ

が

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

こ

れ

ら

が

縛

り

つ

け

ら

れ

る

た

め

に

、

ト

ッ

プ

・

セ

ー

ル

ガ

ビ

ア

の

（

檣

楼

の

円

板

の

）

弧

（*

①

）

が

持

っ

て

い

る

そ

れ

と

同

じ

だ

け

の

数

の

穴

を

通

っ

て

出

て

こ

な

け

れ

ば

な

ら

ず

、

静

索

オ

ベ

ン

ケ

そ

の

も

の

と

同

じ

太

さ

で

あ

り

、

長

さ

は

一

本

ず

つ

が

一

ブ

ラ

ッ

サ

か

、

そ

れ

以

上

で

、

こ

れ

ら

は

一

般

的

に

ラ

イ

ガ

ー

ダ

ス

（*

②

）

と

呼

び

ま

す

。

こ

れ

ら

の

紐

の

一

本

そ

れ

ぞ

れ

に

一

個

の

デ

ッ

ド

・

ア

イ

ビ

ゴ

ー

タ

が

付

け

ら

れ

、

縛

ら

れ

て

い

ま

す

が

、

そ

れ

は

、

全

て

に

ト

ッ

プ

・

マ

ス

ト

マ

ス

テ

レ

ー

ロ

の

静

索

オ

ベ

ン

ケ

が

縛

り

付

け

ら

れ

、

固

定

さ

れ

て

揺

れ

な

い

よ

う

に

す

る

た

め

で

す

。

ま

た

、

同

じ

ト

ッ

プ

・

セ

ー

ル

ガ

ビ

ア

の

（

檣

楼

の

）

別

の

穴

に

縛

り

付

け

ら

れ

た

そ

れ

ぞ

れ

が

二

〇

本

の

糸

で

出

来

た

綱

索

ベ

ー

タ

を

伴

い

、

檣

綱

ア

マ

ン

テ

の

無

い

、

同

じ

太

さ

の

コ

ロ

ー

ナ

綱

を

別

に

二

本

持

ち

ま

す

。

そ

し

て

同

様

に

、

ト

ッ

プ

・

マ

ス

ト

マ

ス

テ

レ

ー

ロ

の

三

分

の

二

の

長

さ

の

コ

ロ

ー

ナ

綱

で

あ

る

二

本

の

バ

ッ

ク

・

ス

テ

イ

（

ブ

ル

ダ

）

を

有

し

、

そ

れ

ぞ

れ

の

紐

に

滑

車

モ

ト

ン

が

一

個

付

い

て

お

り

、

そ

れ

を

細

い

綱

索

ベ

ー

タ

が

通

り

、

そ

れ

ぞ

れ

の

先

端

は

、

ト

ッ

プ

・

セ

ー

ル

ガ

ビ

ア

や

そ

の

他

の

事

に

役

立

つ

た

め

に

、

船

尾

甲

板

ト

ル

ダ

に

達

し

て

い

ま

す

。

前

檣

ト

ッ

プ

・

マ

ス

ト

ボ

リ

ケ

ッ

テ

の

ト

ッ

プ

・

マ

ス

ト

マ

ス

テ

レ

オ

は

、

五

本

の

静

索

オ

ベ

ン

ケ

と

、

主

檣

マ

ヨ

ー

ル

の

ト

ッ

プ

・

マ

ス

ト

マ

ス

テ

レ

オ

の

（

静

索

オ

ベ

ン

ケ

）

よ

り

も

五

分

の

一

糸

が

少

な

い

分

だ

け

細

い

二

個

の

滑

車

装

置

ア

パ

レ

ッ

ホ

を

持

た

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

最

後

に

、

そ

の

他

残

り

の

も

の

は

、

装

備

す

る

に

お

い

て

は

同

じ

段

取

り

と

な

り

ま

す

。 

  

註 （*

①

）

ア

ル

コarco

は

弧

で

あ

る

が

、

「

ト

ッ

プ

・

セ

ー

ル

帆

桁

ガ

ビ

ア

の

弧

」

で

は

意

味

が

不

明

で

あ

り

、

ラ

イ

ガ

ー

ダ

ス

は

通

常

、

檣

楼

（

英

語

：

ト

ッ

プ

）

の

円

板

の

周

囲

に

開

け

ら

れ

た

穴

を

通

す

の

で

、

「

ト

ッ

プ

・

セ

ー

ル

ガ

ビ

ア

の

檣

楼

の

円

板

の

弧

」

と

解

す

。 
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（*

②

）

ラ

イ

ガ

ー

ダ

スraygadas

は

、

現

在

はarrigadas

で

通

常

用

い

ら

れ

る

。

ト

ッ

プ

・

マ

ス

ト

の

支

檣

索

オ

ベ

ン

ケ

を

し

っ

か

り

安

定

さ

せ

る

た

め

に

主

帆

柱

の

静

索

に

結

び

付

け

た

綱

。 

   

主

檣

大

帆

桁

ベ

ル

ガ

・

マ

ヨ

ー

ル

と

、

前

檣

ト

リ

ン

ケ

ッ

テ

の

帆

桁

ベ

ル

ガ

の

滑

車

装

置

ア

パ

レ

ッ

ホ 

 

第

七

章

第

七

章

第

七

章

第

七

章    

主

檣

大

帆

桁

ベ

ル

ガ

・

マ

ヨ

ー

ル

を

上

手

に

操

作

し

て

航

海

す

る

た

め

に

は

、

ト

ッ

プ

・

セ

ー

ル

ガ

ビ

ア

の

下

に

、

二

つ

の

車

ロ

ル

ダ

ー

ナ

が

付

い

た

掲

揚

綱

滑

車

（

パ

ポ

ー

ヤ

・

パ

ス

テ

カ

）

す

な

わ

ち

複

滑

車

（

ク

ア

デ

ル

ナ

ル

）

が

な

け

れ

ば

な

ら

ず

、

そ

れ

ら

の

車

ロ

ル

ダ

ー

ナ

を

六

〇

本

の

糸

で

出

来

た

主

檣

掲

揚

索

（

ト

リ

ッ

サ

・

マ

ヨ

ー

ル

）

と

呼

ば

れ

る

一

本

の

紐

が

通

り

ま

す

。

こ

の

紐

そ

の

も

の

が

、

揚

重

機

（

ギ

ン

ダ

ス

テ

）

の

車

ロ

ル

ダ

ー

ナ

を

通

ら

な

け

れ

ば

な

ら

ず

、

掲

揚

綱

滑

車

パ

ポ

ー

ヤ

す

な

わ

ち

複

滑

車

ク

ア

デ

ル

ナ

ル

の

あ

の

同

じ

車

ロ

ル

ダ

ー

ナ

へ

戻

り

、

揚

重

機

ギ

ン

ダ

ス

テ

の

二

番

目

（

の

車

ロ

ル

ダ

ー

ナ

）

を

通

っ

て

キ

ャ

ブ

ス

タ

ン

（

カ

ベ

ス

ト

ラ

ン

テ

）

ま

で

戻

り

ま

す

。

帆

桁

ベ

ル

ガ

を

起

き

上

が

ら

せ

、

高

く

揚

げ

る

の

が

、

こ

の

キ

ャ

ブ

ス

タ

ン

カ

ベ

ス

ト

ラ

ン

テ

で

す

。

同

様

に

、

九

〇

本

の

糸

で

出

来

た

二

本

の

帆

桁

掲

揚

太

綱

（

ウ

ス

タ

ー

ガ

）

を

有

し

、

そ

の

先

端

は

、

マ

ス

ト

・

ヘ

ッ

ド

（

カ

ル

セ

ス

）

に

据

わ

っ

て

い

る

二

個

の

車

ロ

ル

ダ

ー

ナ

を

通

り

、

帆

桁

掲

揚

太

綱

ウ

ス

タ

ー

ガ

は

船

尾

か

ら

船

首

ま

で

通

り

、

大

変

に

長

い

の

で

、

船

尾

回

廊

（

コ

レ

ド

ー

ル

）

ま

で

達

し

、

両

方

が

主

帆

柱

マ

ヨ

ー

ル

の

帆

桁

ベ

ル

ガ

の

真

中

に

、

個

々

が

半

パ

ル

モ

ず

つ

離

れ

て

、

縛

ら

れ

て

い

ま

す

。

上

方

に

残

っ

て

い

る

二

本

の

紐

（

の

一

本

）

は

、

ト

ッ

プ

・

セ

ー

ル

ガ

ビ

ア

の

下

で

、

掲

揚

索

（

ト

リ

ッ

サ

）

を

引

っ

張

る

上

記

の

掲

揚

綱

滑

車

パ

ポ

ー

ヤ

に

縛

ら

れ

て

い

ま

す

。

ま

た

、

各

帆

桁

端

（

パ

ニ

ュ

ー

ル*

①

）

）

に

一

つ

の

滑

車

モ

ト

ン

を

有

し

、

そ

の

車

ロ

ル

ダ

ー

ナ

を

、

六

〇

本

の

糸

で

出

来

た

一

本

の

ト

ッ

プ

・

セ

ー

ル

の

帆

脚

綱

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

（

エ

ス

コ

ー

タ

）

が

通

り

、

こ

れ

は

ト

ッ

プ

・

セ

ー

ル

ガ

ビ

ア

の

帆

の

隅

に

、

一

本

の

紐

で

縛

り

付

け

ら

れ

ま

す

。

も

う

一

本

の

紐

は

大

変

に

長

く

て

、

船

尾

甲

板

ト

ル

ダ

に

達

し

て

い

ま

す

。

ま

た

こ

れ

と

共

に

、

帆

桁

端

（

ペ

ノ

ー

ル

）

に

も

う

一

つ

の

滑

車

モ

ト

ン

を

有

し

、

こ

の

も

う

一

つ

の

方

は

、

半

ブ

ラ

ッ

サ

（

長

）

の

索

環

綱

（

エ

ス

ト
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ロ

ー

ポ

）

で

も

っ

て

ト

ッ

プ

・

セ

ー

ル

ガ

ビ

ア

の

下

に

掛

け

ら

れ

て

い

て

、

帆

桁

吊

下

索

（

ア

マ

ン

テ

ィ

ー

リ

ョ

）

と

言

い

ま

す

。

四

〇

本

の

糸

で

出

来

た

一

本

の

紐

が

こ

れ

ら

二

つ

（

の

滑

車

モ

ト

ン

）

を

通

り

、

船

尾

甲

板

ト

ル

ダ

ま

で

達

し

て

い

て

、

十

字

に

交

差

し

た

大

帆

桁

エ

ン

テ

ナ

を

真

直

ぐ

に

保

持

す

る

こ

と

と

、

帆

を

広

げ

た

い

時

に

ト

ッ

プ

・

セ

ー

ル

ガ

ビ

ア

の

帆

脚

綱

エ

ス

コ

ー

タ

を

支

え

る

こ

と

に

使

わ

れ

ま

す

。

同

様

に

、

各

帆

桁

端

ペ

ノ

ー

ル

に

は

、

三

〇

本

の

糸

で

出

来

た

転

桁

索

（

ブ

ラ

ッ

サ

）

（*

②

）

の

コ

ロ

ー

ナ

綱

を

有

し

、

そ

の

長

さ

は

帆

桁

ベ

ル

ガ

の

三

分

の

一

で

、

紐

に

は

滑

車

モ

ト

ン

が

あ

り

、

そ

れ

を

一

八

本

の

糸

で

出

来

た

綱

索

ベ

ー

タ

が

一

本

通

り

、

そ

の

先

端

は

船

尾

甲

板

ト

ル

ダ

に

達

し

て

い

ま

す

。

そ

し

て

こ

れ

ら

は

、

帆

桁

ベ

ル

ガ

を

手

繰

っ

て

真

直

ぐ

に

す

る

こ

と

に

使

わ

れ

た

り

、

そ

の

助

け

に

な

っ

た

り

し

ま

す

。

前

檣

ト

リ

ン

ケ

ッ

タ

の

帆

桁

ベ

ル

ガ

に

綱

を

付

け

る

の

に

、

同

じ

段

取

り

が

と

ら

れ

ま

す

が

、

全

て

の

滑

車

装

置

ア

パ

レ

ッ

ホ

に

お

い

て

糸

の

五

分

の

一

が

除

か

れ

て(

訳

注

：

短

く

さ

れ

て)

お

り

、

こ

れ

で

も

っ

て

、

転

桁

索

ブ

ラ

ッ

サ

が

主

檣

ス

テ

イ

エ

ス

テ

イ

・

マ

ヨ

ー

ル

の

三

分

の

一

に

達

し

、

そ

こ

に

は

小

滑

車

モ

ト

ン

シ

ー

リ

ョ

が

一

つ

付

い

て

い

ま

す

。

こ

れ

ら

（

の

転

桁

索

ブ

ラ

ッ

サ

）

か

ら

船

尾

回

廊

コ

レ

ド

ー

ル

に

達

す

る

紐

が

一

本

下

が

っ

て

お

り

、

主

檣

マ

ヨ

ー

ル

と

同

じ

よ

う

に

、

こ

の

帆

桁

エ

ン

テ

ナ

の

操

作

が

出

来

る

よ

う

に

な

っ

て

い

ま

す

。 

  

註 （*

①

）

パ

ニ

ョ

ー

ルpañ
ol

と

な

っ

て

お

り

、

こ

れ

は

船

倉

の

こ

と

で

あ

る

が

、

こ

れ

で

は

意

味

が

通

ら

ず

、

後

で

ペ

ー

ノ

ルpen
ol

と

い

う

帆

桁

の

端

を

意

味

す

る

語

が

出

て

き

て

、

こ

れ

と

一

対

と

考

え

る

と

、

意

味

の

通

り

が

ス

ム

ー

ズ

な

の

で

、pen
ol

の

誤

字

と

解

す

。 

（*

②

）

ブ

ラ

ッ

サbraza

は

現

代

で

は

転

桁

索

（

英

語

：

ブ

レ

イ

スbrace

）

で

あ

る

が

、

記

述

か

ら

す

る

と

、

転

桁

索

を

桁

端

か

ら

吊

り

下

げ

て

い

る

短

い

綱

ブ

ラ

サ

ロ

ッ

テbrazalote

（

英

語

：

ブ

レ

イ

ス

・

ペ

ン

ダ

ン

トbrace pen
dan

t

）

と

思

わ

れ

る

。 

   

船

首

斜

檣

帆

桁

セ

バ

デ

ー

ラ

と

後

檣

メ

ッ

サ

ー

ナ

の

帆

桁

ベ

ル

ガ

の

滑

車

装

置

ア

パ

レ

ッ

ホ 
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船

首

斜

檣

バ

ウ

プ

レ

ス

の

下

に

、

前

檣

ト

リ

ン

ケ

ッ

テ

の

エ

ス

テ

イ

と

真

直

ぐ

に

二

個

の

車

ロ

ル

ダ

ー

ナ

の

滑

車

モ

ト

ン

が

一

つ

し

っ

か

り

と

掛

け

ら

れ

て

お

り

、

両

方

に

四

〇

本

の

糸

で

出

来

た

紐

が

一

本

通

っ

て

い

ま

す

。

こ

れ

（

滑

車

モ

ト

ン

）

で

も

っ

て

帆

桁

ベ

ル

ガ

が

船

首

斜

檣

帆

桁

セ

バ

デ

ー

ラ

の

真

中

に

縛

り

付

け

ら

れ

、

そ

こ

で

、

そ

の

掲

揚

索

ト

リ

ッ

サ

が

二

つ

穴

（

オ

ッ

ホ

）

の

一

つ

の

滑

車

モ

ト

ン

を

通

っ

て

い

ま

す

。

こ

れ

（

掲

揚

索

ト

リ

ッ

サ

）

は

二

七

本

の

糸

で

出

来

て

お

り

、

も

う

一

つ

の

滑

車

モ

ト

ン

に

差

し

込

ま

れ

、

ビ

ー

ク

ヘ

ッ

ド

エ

ス

ポ

ロ

ン

の

中

で

、

そ

の

支

柱

材

マ

ド

レ

の

三

分

の

一

の

部

分

に

縛

ら

れ

て

、

丁

度

具

合

が

良

い

と

こ

ろ

ま

で

巻

き

上

げ

ら

れ

て

い

ま

す

。

ま

た

船

首

斜

檣

帆

桁

セ

バ

デ

ー

ラ

の

帆

桁

ベ

ル

ガ

に

あ

る

一

個

の

固

定

滑

車

ビ

ゴ

ー

タ

を

通

る

一

本

の

太

い

紐

を

有

し

、

こ

れ

が

船

首

斜

檣

バ

ウ

プ

レ

ス

に

巻

き

つ

い

て

、

し

っ

か

り

と

固

定

さ

せ

て

い

ま

す

。

こ

れ

を

船

首

斜

檣

帆

桁

の

昇

降

環

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

（

ア

リ

ト

ラ

ン

カ

）

と

呼

び

ま

す

。

そ

し

て

、

船

首

斜

檣

バ

ウ

プ

レ

ス

を

堅

固

に

す

る

た

め

に

ブ

ラ

ン

デ

ー

ル

（

英

語

：

バ

ッ

ク

・

ス

テ

イ

）

（*

①

）

と

呼

ぶ

太

い

紐

が

両

方

の

舷

に

二

本

あ

り

、

ま

た

主

檣

大

帆

桁

ベ

ル

ガ

・

マ

ヨ

ー

ル

の

そ

れ

ら

（

ブ

ラ

ン

デ

ー

ル

）

と

同

様

に

帆

桁

吊

下

げ

索

ア

マ

ン

テ

ィ

ー

リ

ョ

と

転

桁

索

ブ

ラ

ッ

サ

を

有

し

て

い

ま

す

。

そ

し

て

二

〇

本

以

下

の

糸

で

出

来

た

前

檣

ト

リ

ン

ケ

ッ

テ

の

そ

れ

（

ブ

ラ

ン

デ

ー

ル

）

と

、

各

舷

に

あ

る

三

〇

本

の

糸

で

出

来

た

二

本

の

綱

索

ベ

ー

タ

は

、

そ

の

帆

桁

ベ

ル

ガ

の

船

首

斜

檣

バ

ウ

プ

レ

ス

の

三

分

の

一

の

所

に

縛

ら

れ

て

い

ま

す

。

後

檣

メ

ッ

サ

ー

ナ

の

ラ

テ

ン

帆

桁

エ

ン

テ

ナ

は

六

〇

本

の

糸

で

出

来

た

、

同

帆

柱

ア

ル

ボ

ル

の

頭

部

（

カ

ル

セ

ス

）

を

通

る

一

本

の

帆

桁

掲

揚

太

綱

ウ

ス

タ

ー

ガ

を

有

し

、

帆

桁

ベ

ル

ガ

の

三

分

の

二

の

所

に

縛

ら

れ

、

そ

の

三

分

の

二

分

は

船

尾

側

に

在

り

、

三

分

の

一

分

は

船

首

側

に

在

り

ま

す

。

こ

の

帆

桁

掲

揚

太

綱

ウ

ス

タ

ー

ガ

の

別

の

紐

に

、

二

つ

穴

オ

ッ

ホ

の

滑

車

モ

ト

ン

が

一

つ

付

い

て

お

り

、

掲

揚

索

ト

リ

ッ

サ

の

働

き

を

す

る

二

四

本

の

糸

で

出

来

た

紐

を

一

本

持

っ

て

い

ま

す

。

こ

の

紐

は

、

同

檣

マ

ス

テ

ィ

ル

そ

の

も

の

か

ら

、

船

首

の

部

分

へ

少

し

離

れ

て

い

る

も

う

一

つ

の

滑

車

モ

ト

ン

を

通

り

、

頑

丈

で

強

固

な

一

つ

の

鉄

の

金

輪

に

取

り

付

け

ら

れ

、

こ

の

金

輪

と

一

緒

に

吊

り

上

げ

作

業

を

行

い

、

丁

度

具

合

が

良

く

な

る

よ

う

に

使

わ

れ

ま

す

。

    

  
註 （*

①

）

英

語

の

バ

ッ

ク

・

ス

テ

イback
 stay

に

当

た

る

用

語

と

し

て

、

ブ

ラ

ン

デ

ー

ルbu
ran

del

（

ま

た

は

ブ

ラ

ン

ダ

ー

ルbran
dal

）

の

他

に

ブ
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ル

ダbu
rda

も

同

じ

よ

う

に

使

わ

れ

る

。    

        

主

檣

ト

ッ

プ

・

セ

ー

ル

ガ

ビ

ア

・

マ

ヨ

ー

ル

及

び

前

檣

ト

ッ

プ

・

マ

ス

ト

ボ

リ

ケ

ッ

テ

の

帆

桁

ベ

ル

ガ

の

滑

車

装

置

ア

パ

レ

ッ

ホ

と

静

索

具

ハ

ル

シ

ア 
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ト

ッ

プ

・

セ

ー

ル

ガ

ビ

ア

の

帆

桁

エ

ン

テ

ナ

は

四

〇

本

の

糸

で

出

来

た

帆

桁

掲

揚

太

綱

ウ

ス

タ

ー

ガ

を

有

し

、

こ

れ

は

ト

ッ

プ

・

マ

ス

ト

マ

ス

テ

レ

オ

の

頭

部

カ

ル

セ

ス

を

通

っ

て

、

帆

桁

ベ

ル

ガ

の

真

中

と

、

二

つ

の

車

ロ

ル

ダ

ー

ナ

を

持

つ

一

つ

の

複

滑

車

ポ

レ

ア

を

有

し

、

ま

た

こ

れ

と

同

じ

よ

う

な

形

で

、

ト

ッ

プ

・

セ

ー

ル

ガ

ビ

ア

の

檣

頭

縦

材

（

バ

オ

、

英

語

：

レ

ッ

ス

ル

・

ツ

リ

ー

）

に

据

え

ら

れ

た

も

う

一

つ

（

の

複

滑

車

ポ

レ

ア

）

と

共

に

他

の

紐

に

縛

ら

れ

ま

す

。

複

滑

車

ポ

レ

ア

と

複

滑

車

ポ

レ

ア

は

二

四

本

の

糸

で

出

来

た

一

本

の

掲

揚

索

ト

リ

ッ

サ

で

結

ば

れ

、

こ

の

掲

揚

索

ト

リ

ッ

サ

は

帆

桁

ベ

ル

ガ

を

巻

き

上

げ

る

た

め

に

、

船

尾

甲

板

ト

ル

ダ

に

達

し

て

い

ま

す

。

そ

し

て

、

一

八

本

の

糸

で

出

来

た

吊

下

げ

索

ア

マ

ン

テ

ィ

リ

ョ

を

有

し

、

こ

れ

ら

（

の

吊

下

げ

索

ア

マ

ン

テ

ィ

リ

ョ

）

は

帆

桁

先

端

ペ

ノ

ー

ル

の

滑

車

モ

ト

ン

を

通

り

、

一

本

は

ト

ッ

プ

・

マ

ス

ト

マ

ス

テ

レ

オ

の

頭

部

（

カ

ベ

ッ

サ

）

に

入

り

、

も

う

一

本

は

こ

れ

（

頭

部

カ

ベ

ッ

サ

）

に

在

る

一

つ

の

滑

車

モ

ト

ン

を

通

る

た

め

に

戻

り

、

こ

れ

ら

（

の

吊

下

げ

索

ア

マ

ン

テ

ィ

リ

ョ

）

で

も

っ

て

、

帆

桁

エ

ン

テ

ナ

を

真

直

ぐ

に

し

て

い

る

こ

と

が

で

き

る

よ

う

に

、

先

端

は

、

そ

こ

か

ら

ト

ッ

プ

・

セ

ー

ル

ガ

ビ

ア

へ

と

帰

り

ま

す

。

ま

た

、

帆

桁

先

端

ペ

ノ

ー

ル

に

は

、

三

〇

本

の

糸

で

出

来

た

、

帆

桁

ベ

ル

ガ

の

半

分

の

長

さ

の

コ

ロ

ー

ナ

綱

を

伴

っ

た

そ

れ

ぞ

れ

の

転

桁

索

ブ

ラ

ッ

サ

を

持

ち

、

紐

に

は

滑

車

モ

ト

ン

が

付

い

て

い

て

、

こ

れ

を

一

八

本

の

糸

で

出

来

た

一

本

の

紐

が

通

り

、

一

つ

の

先

端

が

、

後

檣

メ

ッ

サ

ー

ナ

の

頭

部

カ

ル

セ

ス

に

行

っ

て

縛

り

つ

け

ら

れ

ま

す

。

そ

し

て

他

の

二

つ

の

先

端

は

、

後

檣

メ

ッ

サ

ー

ナ

が

持

つ

二

つ

穴

オ

ッ

ホ

の

別

の

滑

車

モ

ト

ン

を

通

り

、

各

舷

側

の

静

索

オ

ベ

ン

ケ

に

達

し

、

そ

こ

で

各

々

が

一

つ

穴

オ

ッ

ホ

の

一

つ

の

滑

車

モ

ト

ン

を

通

り

、

そ

れ

ら

に

よ

っ

て

上

記

の

帆

桁

ベ

ル

ガ

を

操

作

す

る

た

め

に

、

両

先

端

は

船

尾

甲

板

ト

ル

ダ

に

達

し

て

い

ま

す

。

ま

た

各

舷

側

に

は

、

そ

の

（

紐

の

）

三

分

の

一

の

と

こ

ろ

に

、

一

つ

の

滑

車

モ

ト

ン

を

有

し

、

そ

こ

を

二

四

本

の

糸

で

出

来

た
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一

本

の

紐

が

通

り

、

こ

の

紐

は

ト

ッ

プ

・

セ

ー

ル

ガ

ビ

ア

の

帆

の

隅

プ

ー

ニ

ョ

に

あ

る

も

う

一

つ

の

滑

車

モ

ト

ン

に

行

き

、

同

じ

帆

桁

ベ

ル

ガ

に

戻

り

、

そ

の

三

分

の

一

の

と

こ

ろ

に

縛

り

付

け

ら

れ

、

も

う

一

つ

（

の

先

端

）

は

そ

れ

（

帆

桁

ベ

ル

ガ

）

か

ら

下

が

っ

て

、

船

尾

甲

板

ト

ル

ダ

ま

で

戻

っ

て

行

き

、

こ

れ

は

ト

ッ

プ

・

セ

ー

ル

ガ

ビ

ア

の

絞

帆

索

（

チ

ャ

フ

ァ

ル

デ

ッ

テ

、

英

語

：

ク

リ

ュ

ー

・

ラ

イ

ン

）

と

呼

ば

れ

、

帆

を

巻

く

時

に

、

そ

の

中

に

帆

を

捉

え

る

も

の

で

す

。

前

檣

ト

ッ

プ

・

マ

ス

ト

ボ

リ

ケ

ッ

テ

の

帆

桁

エ

ン

テ

ナ

の

滑

車

装

置

ア

パ

レ

ッ

ホ

は

、

同

じ

も

の

で

す

が

、

五

分

の

一

薄

く

な

け

れ

ば

な

ら

ず

、

こ

の

装

置

を

伴

っ

て

転

桁

索

ブ

ラ

ッ

サ

の

紐

は

主

檣

ト

ッ

プ

・

セ

ー

ル

ガ

ビ

ア

・

マ

ヨ

ー

ル

の

エ

ス

テ

イ

の

三

分

の

一

の

所

に

固

定

さ

れ

る

よ

う

に

、

そ

こ

ま

で

来

ま

す

。

上

記

の

帆

桁

ベ

ル

ガ

を

操

作

し

て

真

直

ぐ

に

し

て

お

く

た

め

に

、

他

の

二

本

は

そ

れ

ら

に

付

い

て

い

る

滑

車

モ

ト

ン

で

船

尾

甲

板

ト

ル

ダ

ま

で

通

っ

て

い

ま

す

。 

ビ

ス

カ

イ

ノ

ビ

ス

カ

イ

ノ

ビ

ス

カ

イ

ノ

ビ

ス

カ

イ

ノ

「

私

は

熱

心

に

、

貴

殿

が

諸

檣

マ

ス

テ

ィ

レ

ス

と

諸

帆

桁

エ

ン

テ

ナ

ス

の

た

め

に

命

じ

ら

れ

た

静

索

具

ハ

ル

シ

ア

と

滑

車

装

置

ア

パ

レ

ッ

ホ

に

注

意

を

傾

け

ま

し

た

が

、

訂

正

す

る

よ

う

な

事

は

無

い

と

思

わ

れ

ま

す

。

し

か

し

申

さ

れ

た

中

に

は

、

形

を

示

す

こ

と

が

欠

け

て

し

ま

っ

て

い

ま

す

の

で

、

諸

帆

の

図

面

と

計

算

値

の

中

に

そ

れ

を

与

え

る

と

い

た

し

ま

し

ょ

う

。

と

い

う

の

は

、

張

っ

た

帆

が

多

す

ぎ

れ

ば

船

ナ

オ

は

沈

没

し

て

し

ま

う

か

も

し

れ

な

い

し

、

も

っ

と

必

要

と

す

る

よ

う

な

ら

ば

、

ほ

と

ん

ど

進

ま

な

い

か

も

し

れ

な

い

か

ら

で

す

。

貴

殿

は

既

に

話

を

始

め

ら

れ

た

の

で

、

思

う

と

こ

ろ

を

話

し

て

い

た

だ

く

か

、

あ

る

い

は

私

が

そ

う

す

る

こ

と

を

お

許

し

下

さ

る

か

、

し

て

い

た

だ

き

た

い

。

」 

モ

ン

タ

ニ

ェ

ス

モ

ン

タ

ニ

ェ

ス

モ

ン

タ

ニ

ェ

ス

モ

ン

タ

ニ

ェ

ス

「

こ

の

技

芸

に

属

す

る

こ

と

を

良

く

知

っ

て

お

ら

れ

る

方

と

し

て

、

貴

殿

が

、

非

の

打

ち

ど

こ

ろ

な

く

、

そ

う

し

て

く

だ

さ

る

で

し

ょ

う

。

し

か

し

、

こ

こ

ま

で

述

べ

た

こ

と

は

私

の

責

任

で

あ

る

の

で

、

理

解

い

た

だ

く

た

め

に

、

そ

れ

に

欠

け

て

い

た

こ

と

を

述

べ

ま

し

ょ

う

。

」 

   

主

檣

マ

ヨ

ー

ル

と

前

檣

ト

リ

ン

ケ

ッ

テ

の

帆

に

つ

い

て 

 

第

十

章

第

十

章

第

十

章

第

十

章 

主

檣

帆

ベ

ー

ラ

・

マ

ヨ

ー

ル

は

、

帆

桁

先

端

ペ

ノ

ー

ル

か

ら

帆

桁

先

端

ペ

ノ

ー

ル

ま

で

の

帆

桁

ベ

ル

ガ

と

同

じ

幅

の

広

さ

で

す

。

そ

し

て

長

さ

は

、

吊

る

し

て

甲

板

プ

エ

ン

テ

に

至

る

長

さ

よ

り

も

一

ピ

エ

短

く

、

大

帆

（

パ

パ

イ

ー

ゴ

、

英

語

：

コ

ー

ス

）

で

は

、

大

縦

長

帆

（

カ

イ

ー

ダ

）

（*

①

）

と

付
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加

帆

（

ボ

ネ

ッ

タ

、

英

語

：

ボ

ン

ネ

ッ

ト

）

の

二

つ

の

部

分

に

分

か

れ

て

お

り

、

後

者

は

別

の

三

分

の

一

の

部

分

で

す

。

今

述

べ

た

寸

法

で

広

げ

た

も

の

が

裁

断

さ

れ

、

裁

断

さ

れ

た

三

分

の

二

の

方

で

大

帆

パ

パ

イ

ー

ゴ

が

出

来

あ

が

り

、

他

の

三

分

の

一

が

付

加

帆

ボ

ネ

ッ

タ

で

す

。

上

等

な

帆

布

（

ロ

ー

ナ

）

で

、

十

分

に

厚

く

、

糸

も

同

様

で

あ

る

こ

と

が

適

切

で

す

が

、

そ

れ

は

展

帆

し

た

時

に

風

を

多

く

捉

え

て

、

大

き

な

力

を

受

け

る

力

仕

事

に

耐

え

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

か

ら

で

す

。

通

常

帆

布

ロ

ー

ナ

は

一

つ

の

縁

は

強

い

が

、

残

り

（

の

部

分

）

は

弱

い

こ

と

を

考

慮

し

て

、

こ

れ

を

矯

正

す

る

た

め

に

、

こ

の

良

い

方

の

縁

を

そ

う

で

な

い

方

に

折

り

返

し

て

、

タ

ー

ル

あ

る

い

は

蝋

を

塗

っ

た

糸

で

、

狭

い

間

隔

で

縫

い

綴

じ

を

し

て

、

補

強

縁

（

ビ

ゴ

レ

ー

ラ

、

英

語

：

ク

ロ

ス

・

テ

イ

ブ

リ

ン

グ

）

（*

②

）

を

作

ら

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

こ

の

よ

う

に

裁

断

さ

れ

、

縫

製

さ

れ

た

大

帆

パ

パ

イ

ー

ゴ

に

は

、

各

側

に

そ

れ

ぞ

れ

二

デ

ー

ド

の

幅

の

縁

袋

綴

じ

（

バ

イ

ナ

）

を

、

大

帆

縦

長

さ

カ

イ

ー

ダ

で

は

上

部

に

五

デ

ー

ド

の

縁

袋

綴

じ

バ

イ

ナ

を

作

り

、

そ

こ

に

は

、

半

ピ

エ

の

間

隔

で

い

く

つ

も

の

穴

を

作

り

、

撚

り

綱

（

メ

オ

リ

ャ

ー

ル

、

英

語

：

ス

パ

ニ

ヤ

ー

ン

）

と

呼

ば

れ

る

三

本

の

糸

で

出

来

た

一

本

の

紐

が

袋

綴

じ

バ

イ

ナ

を

通

り

ま

す

。

一

二

本

の

糸

で

出

来

た

細

い

一

本

の

紐

が

、

各

桁

端

ペ

ノ

ー

ル

の

上

一

ブ

ラ

ッ

サ

の

と

こ

ろ

に

、

綱

索

ベ

ー

タ

を

帆

桁

ベ

ル

ガ

に

縛

り

付

け

る

た

め

に

、

十

分

に

張

っ

て

、

五

デ

ー

ド

の

間

隔

で

、

上

部

に

滑

車

で

付

け

ら

れ

ま

す

（*

③

）

。

帆

縁

綱

（

レ

リ

ン

ガ

、

英

語

：

リ

ー

チ

・

ロ

ー

プ

）

（*

④

）

と

帆

縁

（

グ

ラ

テ

ィ

ル

、

英

語

：

リ

ー

チ

）

と

呼

ば

れ

る

も

の

の

両

側

に

、

そ

の

下

方

で

、

四

五

本

の

糸

で

出

来

た

滑

車

綱

索

（

グ

ア

ル

ニ

シ

ョ

ン

）

と

呼

ば

れ

る

一

本

の

紐

が

、

帆

の

帆

綱

か

が

り

・

・

・

・

・

・

・

（

エ

ン

パ

ロ

マ

ド

ゥ

ー

ラ

）

に

よ

っ

て

、

両

側

で

角

度

を

為

し

て

、

付

け

ら

れ

ま

す

。

も

っ

と

下

の

方

に

は

、

こ

の

紐

そ

の

も

の

の

二

パ

ル

モ

半

を

折

り

曲

げ

て

あ

り

、

こ

れ

を

索

目

つ

な

め

(

プ

ー

ニ

ョ

、

英

語

：

ク

リ

ン

グ

ル)

と

呼

び

、

そ

れ

は

、

帆

脚

索

エ

ス

コ

ー

タ

（

英

語

：

シ

ー

ト

）

と

対

帆

脚

索

コ

ン

ト

ラ

、

そ

し

て

付

加

帆

ボ

ネ

ッ

タ

が

そ

こ

に

縛

り

付

け

ら

れ

る

た

め

の

も

の

で

す

。

そ

し

て

上

の

方

は

、

大

帆

パ

パ

イ

ー

ゴ

の

か

が

り

穴

（

オ

ハ

ー

ル

）

の

大

き

さ

に

応

じ

て

、

三

本

の

糸

で

出

来

た

細

い

紐

を

折

り

曲

げ

た

ボ

ネ

タ

繋

ぎ

紐

（

バ

ダ

ー

サ

）

に

滑

車

で

付

け

ら

れ

ま

す

。

こ

の

ボ

ネ

タ

繋

ぎ

紐

バ

ダ

ー

サ

は

か

が

り

穴

オ

ハ

ー

ル

か

ら

か

が

り

穴

オ

ハ

ー

ル

へ

と

伸

展

し

て

行

き

、

一

〇

個

毎

に

他

の

も

の

よ

り

も

大

き

な

折

曲

げ

一

つ

を

作

っ

て

、

そ

の

こ

と

が

分

か

る

よ

う

に

し

、

そ

れ

ら

（

繋

ぎ

穴

ボ

タ

ー

サ

）

の
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真

直

ぐ

延

び

る

中

で

、

大

帆

パ

パ

イ

ー

ゴ

の

第

十

番

目(

毎)

の

か

が

り

穴

オ

ハ

ー

ル

に

は

全

て

ア

ベ

・

マ

リ

ア

の

一

言

を

付

け

、

ア

ベ(A
ve)

と

呼

び

ま

す

。

そ

し

て

両

側

と

そ

の

他

の

部

分

を

、

大

帆

パ

パ

イ

ー

ゴ

で

し

た

よ

う

に

、

一

本

の

太

い

紐

に

滑

車

で

取

り

付

け

ま

す

。

ま

た

、

帆

桁

端

掴

み

紐

（

ア

フ

ェ

ラ

ベ

ー

ラ

）(*

⑤)

と

呼

ば

れ

る

一

〇

本

あ

る

い

は

一

二

本

の

糸

で

出

来

た

別

の

紐

を

有

し

、

帆

の

帆

縁

綱

レ

リ

ン

ガ

に

固

定

さ

れ

て

い

ま

す

。

一

本

そ

れ

ぞ

れ

が

、

同

じ

帆

桁

エ

ン

テ

ナ

で

し

っ

か

り

し

て

い

る

こ

と

が

で

き

る

滑

車

モ

ト

ン

を

通

り

、

そ

う

す

る

こ

と

が

適

切

な

時

に

、

主

檣

マ

ヨ

ー

ル

と

前

檣

ト

リ

ン

ケ

ッ

テ

の

帆

桁

エ

ン

テ

ナ

の

帆

を

そ

れ

（

滑

車

モ

ト

ン

）

に

楽

々

と

担

っ

て

捉

え

ま

す

。

二

〇

本

か

ら

二

四

本

の

糸

で

出

来

た

、

孕

み

綱

ボ

リ

ー

ナ

（

英

語

：

ボ

ー

ラ

イ

ン

）

と

呼

ば

れ

る

別

の

紐

が

、

主

檣

マ

ヨ

ー

ル

の

大

帆

パ

パ

イ

ー

ゴ

の

同

じ

帆

縁

綱

レ

リ

ン

ガ

に

縛

ら

れ

、

固

定

さ

れ

て

お

り

、

こ

れ

ら

の

孕

み

綱

ボ

リ

ー

ナ

は

エ

ス

テ

イ

に

縛

ら

れ

固

定

さ

れ

た

小

さ

い

三

つ

目

滑

車

ビ

ゴ

ー

タ

を

通

っ

て

お

り

、

孕

み

綱

守

り

（

グ

ア

ル

ダ

・

ボ

リ

ー

ナ

）

と

呼

ば

れ

ま

す

。

こ

れ

ら

（

の

孕

み

綱

守

り

グ

ア

ル

ダ

・

ボ

リ

ー

ナ

）

は

船

首

斜

檣

バ

ウ

プ

レ

ス

の

三

分

の

一

の

と

こ

ろ

ま

で

達

し

な

け

れ

ば

な

ら

ず

、

そ

こ

で

二

個

の

車

ロ

ル

ダ

ー

ナ

が

付

い

た

一

つ

の

分

厚

い

滑

車

モ

ト

ン

を

通

り

、

そ

こ

か

ら

船

首

の

船

首

楼

ト

ル

ダ

（*

⑥

）

ま

で

回

っ

て

行

き

ま

す

。

前

檣

ト

リ

ン

ケ

ッ

テ

の

そ

れ

ら

（

の

動

索

類

）

も

、

こ

れ

と

同

じ

様

に

し

ま

す

。

ト

ッ

プ

・

セ

ー

ル

ガ

ビ

ア

の

（

の

動

索

類

）

は

、

檣

楼

（

ソ

レ

ー

ル

・

デ

・

ガ

ビ

ア

）

に

あ

る

、

そ

れ

ら

の

滑

車

モ

ト

ン

を

通

り

、

船

首

の

船

首

楼

ト

ル

ダ

で

受

け

取

ら

れ

に

行

き

ま

す

。

前

檣

ト

リ

ン

ケ

ッ

テ

の

そ

れ

（

帆

）

は

、

大

帆

パ

パ

イ

ー

ゴ

や

ボ

ネ

ッ

タ

と

同

じ

よ

う

に

、

同

じ

寸

法

と

図

面

で

裁

断

さ

れ

同

じ

滑

車

装

置

ア

パ

レ

ッ

ホ

で

取

り

付

け

ら

れ

ま

す

が

、

全

て

が

五

分

の

一

だ

け

小

さ

く

（*

⑦

）

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

よ

り

良

く

理

解

し

て

い

た

だ

く

た

め

に

、

次

の

形

と

図

面

に

ご

注

目

く

だ

さ

い

。 

  

註 （*

①

）

カ

イ

ー

ダcaída

は

通

常

、

帆

の

「

側

縁

」

あ

る

い

は

「

縦

長

さ

」

を

指

す

が

、

ガ

ル

シ

ア

・

デ

・

パ

ラ

シ

オ

は

、

大

帆

パ

パ

イ

ー

ゴ

と

同

義

語

で

も

使

っ

て

お

り

、

し

か

も

こ

の

箇

所

で

は

大

帆

パ

パ

イ

ー

ゴ

と

付

加

帆

ボ

ネ

タ

を

一

体

と

し

た

も

の

を

大

帆

パ

パ

イ

ー

ゴ

と

呼

び

、

付

加

帆

ボ

ネ

タ

を

含

ま

な

い

本

来

の

大

帆

パ

パ

イ

ー

ゴ

の

部

分

を
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カ

イ

ー

ダ

と

呼

ん

で

い

る

の

で

、

こ

れ

を

「

大

縦

長

帆

カ

イ

ー

ダ

」

と

訳

し

た

。

 
（*
②

）

ビ

ゴ

レ

ー

ラvigolera

は

辞

書

に

は

見

当

た

ら

な

い

。

サ

ラ

マ

ン

カ

大

学

のD
IT

E
R

2.0

は

、

他

の

個

所

で

出

て

来

るvigotel

と

合

わ

せ

て

滑

車vigota
の

別

称

と

し

、

滑

車

の

種

類

と

し

て

い

る

が

、

そ

れ

で

は

意

味

が

通

じ

な

い

。V
igolera

は

「vigor

（

強

さ

）

を

与

え

る

物

」

と

言

う

意

味

に

考

え

ら

れ

る

こ

と

、

ま

た

、

こ

の

箇

所

の

説

明

か

ら

、

英

語

のcloth
 tablin

g
ク

ロ

ス

・

テ

イ

ブ

リ

ン

グ

と

考

え

る

。 

（*

③

）

「

滑

車

で

取

り

付

け

る

」

はgu
arn

ecer

と

い

う

動

詞

を

使

い

、

こ

れ

がgu
arn

icion

滑

車

綱

索

グ

ア

ル

ニ

シ

ョ

ン

と

い

う

名

詞

で

使

わ

れ

て

い

る

。 

（*

④

）

レ

リ

ン

ガrelin
ga

は

通

常

は

帆

の

上

縁

綱

で

あ

る

が

、

ガ

ル

シ

ア

・

デ

・

パ

ラ

シ

オ

は

縁

綱

一

般

と

し

て

用

い

て

い

る

。 

（*

⑤

）

ア

フ

ェ

ラ

ベ

ー

ラafferavela

は17

世

紀

の

中

頃

以

降

使

わ

れ

な

く

な

っ

た

。 

（*

⑥

）

通

常

ト

ル

ダtolda

は

船

尾

甲

板

の

こ

と

で

、

ガ

ル

シ

ア

・

デ

・

パ

ラ

シ

オ

も

ガ

レ

オ

ン

船

の

側

面

図

に

そ

の

よ

う

に

書

き

こ

ん

で

い

る

。

し

か

し

、

そ

れ

で

は

意

味

が

通

ら

な

い

の

で

、

船

首

楼

と

解

し

た

。 

（*

⑦

）

細

いdelgado

と

い

う

形

容

詞

を

使

っ

て

お

り

、

第

一

一

章

の

最

後

で

も

、

同

じ

様

な

文

脈

で

「

厚

さgru
eso

を

五

分

の

一

だ

け

取

り

除

く

」

と

同

じ

よ

う

に

厚

さ

の

こ

と

と

し

て

い

る

が

、

帆

の

こ

と

を

扱

っ

て

い

る

の

で

、

厚

さ

に

関

す

る

表

現

と

は

な

っ

て

い

る

が

、

厚

さ

だ

け

で

は

な

く

、

大

き

さ

に

係

わ

る

こ

と

な

の

で

、

大

小

の

表

現

で

翻

訳

し

た

。 

 

 

帆桁

ｱ ﾝ ﾃ ﾅ ﾙ

叉は帆の幅

ｱﾝﾁｮ

 帆桁端

ﾍ ﾟ ﾉ ｰ ﾙ

 

図７「大帆

パパイーゴ

」 

帆

縁

グ

ラ

テ

ィ

ル

叉

は

帆

縁

綱

レ

リ

ン

ガ 

索目

ﾌ ﾟ ｰ ﾆ ｮ

 帆縁

ｸ ﾞ ﾗ ﾃ ｨ ﾙ

叉は下部

ﾊ ﾞ ｯ ﾎ

 

帆

縁

グ

ラ

テ

ィ

ル

叉

は

帆

縁

綱

レ

リ

ン

ガ 

帆桁

ｱ ﾝ ﾃ ﾅ ﾙ

のｺｰﾄﾞ寸法 

ﾌｪﾙｿ 

訳注：①帆の下部に書かれた A,M,O,P はボ 

ネタの同じ文字が書かれた要

ｸﾗｰﾍﾞ

に縛られる 

縦長さ

カ イ ー ダ

のｺｰﾄﾞ 

大索目

ﾌ ﾞ ﾆ ｮ ﾝ
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ト

ッ

プ

・

セ

ー

ル

ガ

ビ

ア

と

前

檣

ト

ッ

プ

・

マ

ス

ト

ボ

リ

ケ

ッ

テ

の

帆 

 

第

一

一

章

第

一

一

章

第

一

一

章

第

一

一

章    

ト

ッ

プ

・

セ

ー

ル

ガ

ビ

ア

の

帆

の

裁

断

と

図

面

の

た

め

に

は

、

主

帆

帆

桁

ベ

ル

ガ

・

マ

ヨ

ー

ル

の

幅

を

知

る

必

要

が

あ

り

ま

す

が

、

こ

れ

は

三

七

コ

ー

ド

で

す

。

ト

ッ

プ

・

セ

ー

ル

ガ

ビ

ア

の

帆

桁

ベ

ル

ガ

は

一

六

な

の

で

、

三

七

か

ら

こ

れ

ら

を

差

し

引

く

と

二

一

コ

ー

ド

に

な

り

、

こ

れ

を

二

つ

の

部

分

に

す

る

と

一

〇

半

で

、

こ

れ

に

帆

桁

ガ

ビ

ア

の

一

六

を

加

え

る

と

、

二

六

半

と

な

り

ま

す

。

こ

れ

が

収

ま

る

よ

う

に

、

帆

布

ロ

ー

ナ

の

寸

法

を

測

ら

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

条

布

（

フ

ェ

ル

ソ

）

（*

①

）

を(

帆

の)

高

さ

（

の

長

さ

）

で

裁

断

し

て

、

帆

桁

ベ

ル

ガ

を

帆

柱

頂

部

の

綱

通

し

・

・

・

・

・

・

・

（

レ

ク

ラ

ー

メ

）

に

吊

り

揚

げ

、

主

檣

マ

ヨ

ー

ル

（

の

帆

）

の

時

の

よ

う

に

仮

縫

い

を

し

、

そ

し

て

縫

製

し

ま

す

。

ト

ッ

プ

・

セ

ー

ル

ガ

ビ

ア

の

帆

桁

ベ

ル

ガ

は

、

一

六

コ

ー

ド

以

上

は

な

い

の

で

、

帆

桁

端

ペ

ノ

ー

ル

の

各

側

で

一

〇

（

コ

ー

ド

）

半

が

余

る

こ

と

に

な

り

ま

す

。

余

っ

た

分

に

印

を

付

け

、

（

帆

の

）

側

部

で

、

帆

の

縦

長

さ

カ

イ

ー

ダ

の

真

中

を

測

り

、

そ

こ

に

印

を

一

つ

付

け

、

そ

れ

が

付

い

た

ら

、

余

縦長さ

カ イ ー ダ

のｺｰﾄﾞ 

大索目

ﾌ ﾞ ﾆ ｮ ﾝ

 

図８「ボネタ」 

索目

ﾌ ﾟ ｰ ﾆ ｮ

 

括帆綱

カ ヘ タ

 

訳注：要

ｸﾗｰﾍﾞ

は、大帆

ﾊﾟﾊﾟｲｰｺﾞ

の 10 番目毎の索目｢Ave
ｱ ﾍ ﾞ

｣ 

に対応する。 

要

ｸﾗｰﾍﾞ

 

ﾌｪﾙｿ 
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っ

た

分

の

最

初

の

印

か

ら

第

二

の

印

ま

で

を

、

斜

め

の

布

（

セ

ス

ゴ

）

に

裁

断

し

、

切

っ

た

分

を

下

に

曲

げ

ま

す

。

そ

し

て

両

側

で

、

そ

れ

以

外

の

部

分

と

縫

い

付

け

る

と

、

三

七

コ

ー

ド

に

な

り

、

従

っ

て

こ

れ

が

、

主

帆

帆

桁

ベ

ル

ガ

・

マ

ヨ

ー

ル

の

長

さ

で

、

上

の

そ

れ

（

帆

桁

ベ

ル

ガ

）

は

一

六

で

、

従

っ

て

こ

れ

が

、

ト

ッ

プ

・

セ

ー

ル

ガ

ビ

ア

の

も

の

（

帆

桁

ベ

ル

ガ

）

に

な

り

ま

す

。

こ

れ

（

帆

）

の

全

て

に

二

デ

ー

ド

の

縁

袋

綴

じ

バ

イ

ナ

を

作

り

、

他

の

も

の

（

縁

袋

綴

じ

バ

イ

ナ

）

と

同

様

に

、

三

本

糸

で

出

来

た

撚

り

綱

メ

オ

リ

ャ

ー

ル

が

通

り

、

一

六

コ

ー

ド

の

上

の

部

分

で

、

九

本

の

糸

で

出

来

た

紐

で

滑

車

に

付

け

ら

れ

、

帆

縁

綱

レ

リ

ン

ガ

で

あ

る

両

側

の

も

の

（

縁

袋

綴

じ

バ

イ

ナ

）

で

は

、

他

の

三

〇

本

の

（

糸

で

出

来

た

）

紐

で

、

そ

し

て

帆

縁

グ

ラ

テ

ィ

ル

で

あ

る

下

の

そ

れ

（

縁

袋

綴

じ

バ

イ

ナ

）

で

は

、

同

じ

も

の

（

三

〇

本

の

糸

で

出

来

た

紐

）

で

、

滑

車

に

付

け

ら

れ

て

い

ま

す

。

そ

し

て

帆

縁

綱

レ

リ

ン

ガ

が

作

っ

て

い

る

角

か

ど

で

は

、

各

部

分

に

こ

の

同

じ

紐

が

二

パ

ル

モ

残

さ

れ

、

そ

こ

に

は

ト

ッ

プ

・

セ

ー

ル

ガ

ビ

ア

の

帆

桁

綱

エ

ス

コ

ー

タ

と

、

既

に

述

べ

た

よ

う

に

絞

帆

索

チ

ャ

フ

ァ

ル

デ

ー

テ

の

た

め

の

小

滑

車

モ

ト

ン

シ

ー

リ

ョ

が

縛

り

つ

け

ら

れ

る

索

目

プ

ー

ニ

ョ

と

な

り

ま

す

。

前

檣

ト

ッ

プ

・

マ

ス

ト

ボ

リ

ケ

ッ

テ

の

帆

も

、

裁

断

、

図

面

、

滑

車

綱

索

グ

ア

ル

ニ

シ

ョ

ン

に

お

い

て

、

（

主

檣

の

）

ト

ッ

プ

・

セ

ー

ル

ガ

ビ

ア

の

帆

が

帯

び

て

い

る

大

き

さ

か

ら

五

分

の

一

を

全

て

か

ら

取

り

除

い

た

う

え

で(*

②)

、

同

じ

や

り

方

が

採

ら

れ

ま

す

。 

   

註 （*

①

）

フ

ェ

ル

ソferso

を

サ

ラ

マ

ン

カ

大

学

のD
icter2.0

は

「

航

海

指

南

書

」

の

こ

の

文

章

を

引

用

し

て

「

帆

布

の

上

部

」

と

し

て

い

る

が

、

こ

れ

は

間

違

っ

た

解

釈

と

考

え

る

。

そ

の

他

の

辞

書

で

も

、

造

船

関

連

の

書

物

で

も

見

当

た

ら

な

い

。

帆

布

の

反

物

の

幅

と

考

え

た

い

と

こ

ろ

で

あ

る

が

、

次

の

理

由

か

ら

そ

う

で

は

な

い

の

で

、

条

布

と

訳

し

た

。

主

帆

の

幅

は

三

七

コ

ー

ド

（

即

ち

二

〇

．

六

二

メ

ー

ト

ル

）

で

一

二

フ

ェ

ル

ソ

な

の

で

、

一

フ

ェ

ル

ソ

が

一

．

七

二

メ

ー

ト

ル

と

な

る

。

ト

ッ

プ

・

セ

ー

ル

の

帆

布

は

三

七

コ

ー

ド

（

即

ち

二

〇

．

六

二

メ

ー

ト

ル

）

で

、

ト

ッ

プ

・

セ

ー

ル

の

図

に

は

フ

ェ

ル

ソ

と

は

記

さ

れ

て

い

な

い

が

、

一

八

条

が

描

か

れ

て

お

り

、

一

条

が

一

．

一

五

メ

ー

ト

ル

と

な

る

。

バ

ル

セ

ロ

ー

ナ

海

事

博

物

館

出

版

の

「

一

七

世

紀

の

ス

ペ

イ

ン

の

ガ

レ

オ

ン

船

 

第

二

巻

」

等

に

よ

る

と

、

当

時

の

帆

布

の

反

物

の

幅

は

、

織

機

の

制

限

か

ら

〇

．

六

～

〇

．

七

メ

ー

ト

ル

な

の

で

、

一

～

一

．

七

メ

ー

ト

ル

と

い

う

大

き

さ

は

、

帆

布

の

反

物

の

織

っ

た

ま

ま

の

幅

で

は

な

い

。

 
（*
②)
前

章

の

註(*

⑦)

参

照

。 
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後

檣

メ

ッ

サ

ー

ナ

の

帆 

 

第

一

第

一

第

一

第

一

二二二二

章章章章    

こ

の

帆

は

、

最

も

薄

い

帆

布

ロ

ー

ナ

で

も

っ

て

、

他

の

帆

と

同

じ

よ

う

に

縫

製

さ

れ

る

こ

と

が

適

切

で

す

。

補

強

縁

ビ

ゴ

テ

ー

レ

ス

あ

る

い

は

ビ

ゴ

レ

ー

ラ

ス

は

、

一

つ

の

面

を

一

つ

と

し

て

、

他

の

面

を

他

の

一

つ

と

（

し

て

重

ね

合

わ

せ

を

）

す

る

も

の

で

す

が

、

上

手

に

裁

断

す

る

に

は

、

三

角

形

で

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

角

度

が

異

な

る

こ

と

に

な

る

の

は

や

む

を

得

ま

せ

ん

が

、

ラ

テ

ン

帆

桁

下

端

（

ペ

ー

ナ

）

か

ら

上

端

（

カ

ー

ロ

）

ま

で

の

ラ

テ

ン

帆

桁

エ

ン

テ

ー

ナ

全

体

の

長

さ

を

測

り

、

三

ブ

ラ

ッ

サ

（*

①

）

を

加

え

て

、

最

初

に

帆

桁

ベ

ル

ガ

（

の

分

）

を

取

り

、

次

に

帆

桁

上

端

カ

ー

ロ

を

そ

の

場

所

に

置

き

ま

す

が

、

ま

ず

孕

み

綱

ボ

リ

ー

ナ

が

付

い

て

い

る

時

の

よ

う

に

置

き

、

次

に

船

ナ

オ

の

船

尾

の

最

端

に

あ

る

時

の

よ

う

に

置

き

、

半

ブ

ラ

ッ

サ

を

加

え

、

こ

れ

ら

三

つ

の

寸

法

を

一

緒

に

し

て

三

角

の

形

に

、

そ

の

寸

法

に

合

わ

せ

て

帆

を

裁

断

し

ま

す

。

船

乗

り

達

は

、

べ

つ

の

や

り

方

で

帆

を

裁

断

す

る

こ

と

が

多

い

の

で

す

が

、

決

し

て

的

確

に

ゆ

く

こ

と

が

あ

り

ま

せ

ん

。

そ

れ

は

全

て

の

船

が

一

つ

の

恰

好

を

し

て

い

る

わ

け

で

は

な

い

か

ら

で

、

こ

の

や

り

方

で

は

全

て

（

の

帆

）

が

上

手

く

行

き

ま

す

。

裁

断

さ

れ

、

縫

製

さ

れ

、

滑

車

を

付

け

ら

れ

て

、

帆

桁

ガ

ビ

ア

の

帆

に

造

ら

れ

た

索

目

プ

ー

ニ

ョ

で

も

っ

て

船

尾

側

の

隅

（

ア

ン

グ

ロ

）

に

付

け

ら

れ

ま

す

が

、

こ

れ

は

帆

脚

索

エ

ス

コ

ー

タ

の

索

目

プ

ー

ニ

ョ

で

す

。

船

首

側

の

隅

ア

ン

グ

ロ

に

別

の

索

目

プ

ー

ニ

ョ

が

あ

り

、

こ

こ

に

エ

ス

カ

プ

チ

ン

と

呼

ば

れ

る

四

ブ

ラ

ッ

サ

の

細

い

紐

の

あ

る

三

つ

目

滑

車

ビ

ゴ

ー

タ

に

付

け

ら

れ

ま

す

。

そ

し

て

ラ

テ

ン

帆

桁

エ

ン

テ

ー

ナ

が

五

〇

コ

ー

ド

、

側

縁

カ

イ

ー

ダ

で

三

〇

コ

ー

ド

、

帆

縁

グ

ラ

テ

ィ

ル

で

更

に

三

〇

コ

ー

ド

と

な

り

ま

す

。 

  

註 （*

①

）

一

ブ

ラ

ッ

サbraza

は

三

コ

ー

ド

、

す

な

わ

ち

〇

．

五

五

七

メ

ー

ト

ル

×

三

＝

一

・

六

七

メ

ー

ト

ル 

  

船

首

斜

檣

帆

桁

セ

バ

デ

ー

ラ

の

帆 

 

第

一

三

章

第

一

三

章

第

一

三

章

第

一

三

章    
こ

の

帆

は

、

帆

桁

エ

ン

テ

ー

ナ

で

掲

げ

ら

れ

て

、

そ

の

長

さ

が

水

面

か

ら

半

バ

ー

ラ

（*

①

）

の

と

こ

ろ

に

届

い

た

時

に

長

さ

で

寸

法

を

測

り

ま

す

。

付

加

帆

ボ

ネ

ッ

タ

は

持

ち

ま

せ

ん
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が

、

そ

れ

は

、

一

枚

が

全

部

で

、

前

檣

ト

リ

ン

ケ

ッ

テ

の

大

帆

パ

パ

イ

ー

ゴ 

の

滑

車

綱

索

グ

ア

ル

ニ

シ

ョ

ン

が

帯

び

て

い

る

糸

の

四

分

の

一

ま

た

は

五

分

の

一

を

減

ら

し

て

で

は

あ

り

ま

す

が

、

こ

の

（

前

檣

ト

リ

ン

ケ

ッ

テ

の

）

大

帆

パ

パ

イ

ー

ゴ

と

同

じ

や

り

方

で

も

っ

て

、

滑

車

で

取

り

付

け

を

し

ま

す

。

ト

ッ

プ

・

セ

ー

ル

ガ

ビ

ア

の

帆

と

後

檣

メ

ッ

サ

ー

ナ

の

帆

を

も

っ

と

精

確

に

お

示

し

す

る

た

め

に

、

絵

を

次

に

載

せ

ま

す

。 

   

註 （*

①

）

一

バ

ー

ラvara

は

〇

．

八

三

六

メ

ー

ト

ル

。

す

な

わ

ち

水

面

か

ら

約

四

〇

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル

。 

         

  
 

 
 

 

図９「トップ・セール

ガ ビ ア

の帆」 帆桁

ｱ ﾝ ﾃ ﾅ ﾙ

のｺｰﾄﾞ 

帆縁

グラティル

のｺｰﾄﾞ 索目

プーニョ

 

縦長さ

カ イ ー ダ

のｺｰﾄﾞ 

真中の寸法 

追加された部分 

帆縁綱

レ リ ン ガ

 
事前に裁断された部分 
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ビ

ス

カ

イ

ノ

ビ

ス

カ

イ

ノ

ビ

ス

カ

イ

ノ

ビ

ス

カ

イ

ノ

「

貴

殿

に

、

船

の

船

殻

カ

ス

コ

、

索

具

ハ

ル

シ

ア

、

帆

、

そ

の

図

面

寸

法

、

計

算

値

に

属

す

る

こ

と

に

つ

い

て

、

全

て

を

満

た

し

て

い

た

だ

い

た

の

で

、

ど

ん

な

船

乗

り

で

あ

ろ

う

と

、

そ

れ

が

粗

野

な

者

で

あ

っ

て

も

、

貴

殿

が

仕

事

と

さ

れ

て

い

る

こ

と

全

て

を

、

そ

の

通

り

に

や

ら

せ

る

こ

と

が

で

き

る

で

し

ょ

う

。

し

か

し

、

貴

殿

も

お

わ

か

り

い

た

だ

け

る

と

思

い

ま

す

が

、

こ

の

他

に

も

、

何

ら

か

の

話

を

し

て

い

た

だ

い

て

、

そ

れ

が

ど

の

よ

う

な

も

の

で

あ

る

か

を

理

解

し

た

方

が

、

そ

れ

ら

を

使

う

に

当

た

っ

て

、

適

切

な

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

た

と

え

ば

、

ボ

ー

ト

（

バ

ッ

テ

ル

）

、

ス

ル

ー

プ

船

（

チ

ャ

ル

ー

パ

）

、

ポ

ン

プ

、

糧

食

、

錨

、

綱

類

、

タ

ー

ル

、

ピ

ッ

チ

、

麻

屑

（

エ

ス

ト

ッ

パ

）

、

貯

蔵

食

料

（

デ

ス

ペ

ン

サ

ス

）

、

そ

の

他

の

細

々

し

た

物

で

、

こ

れ

ら

が

無

い

と

、

船

ナ

オ

が

い

く

ら

上

手

く

出

来

て

い

て

、

索

具

が

備

わ

り

、

美

麗

に

さ

れ

て

い

て

も

、

（

船

は

）

簡

単

に

失

わ

れ

て

し

ま

う

の

で

す

。

で

す

か

ら

、

貴

殿

に

、

こ

れ

ら

を

ど

の

よ

う

に

取

り

扱

わ

な

け

れ

ば

い

け

な

い

か

を

、

述

べ

て

い

た

だ

け

る

よ

う

お

願

い

し

ま

す

。

」 

モ

ン

タ

ニ

ェ

ス

モ

ン

タ

ニ

ェ

ス

モ

ン

タ

ニ

ェ

ス

モ

ン

タ

ニ

ェ

ス

「

良

い

物

で

も

、

後

か

ら

後

か

ら

押

し

か

け

て

来

る

と

、

厚

顔

無

恥

に

な

り

、

や

り

取

り

が

多

く

な

る

と

、

会

話

で

人

を

押

し

退

け

、

疲

れ

さ

せ

て

怒

ら

せ

、

多

く

の

事

に

及

ぶ

と

、

似

た

様

に

な

っ

て

食

傷

さ

せ

、

行

き

詰

ま

っ

て

し

ま

い

ま

す

。

だ

か

ら

、

私

は

そ

の

こ

と

か

ら

逃

れ

た

く

、

全

て

の

事

を

一

度

で

言

っ

て

し

ま

い

た

く

は

な

い

の

で

す

。

た

だ

、

貴

殿

が

お

疲

れ

で

な

く

、

望

ま

れ

る

の

で

あ

れ

ば

、

理

解

し

て

い

た

だ

け

る

よ

う

に

話

を

い

た

し

ま

し

ょ

う

。

」 

    

図１０「後檣

ﾒ ｯ ｻ ｰ ﾅ

の帆」 

ﾗﾃﾝ帆桁

エ ン テ ナ ル

のｺｰﾄﾞ 

三つ目滑車

ビ ゴ ー タ

 

帆縁

グラティル

のｺｰﾄﾞ 

帆桁下端

ペ ー ナ

 

帆脚索

エ ス コー タ

 

下部(?)叉は帆縁綱

レ リ ン ガ

のｺｰﾄﾞ 
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ス

ル

ー

プ

船

チ

ャ

ル

ー

パ

と

ボ

ー

ト

バ

ッ

テ

ル

に

つ

い

て 

 

第

一

第

一

第

一

第

一

四四四四

章章章章    

ど

の

よ

う

な

船

ナ

オ

で

も

、

そ

の

役

目

を

果

た

す

に

は

ボ

ー

ト

バ

ッ

テ

ル

を

一

隻

必

要

と

し

ま

す

。

例

え

ば

、

錨

泊

の

た

め

に

錨

を

投

げ

入

れ

た

り

、

荷

を

載

せ

た

り

降

ろ

し

た

り

、

ど

こ

か

の

港

、

湾

、

運

河

の

出

入

り

か

、

無

風

の

場

合

に

、

（

船

を

）

引

っ

張

る

た

め

で

す

。

ま

た

、

な

に

か

の

船

ナ

オ

、

あ

る

い

は

浅

瀬

に

近

づ

い

た

時

と

か

、

他

の

な

ん

ら

か

の

必

要

性

が

あ

る

時

に

、

こ

れ

（

ボ

ー

ト

バ

ッ

テ

ル

）

か

、

ま

た

一

隻

の

ス

ル

ー

プ

船

チ

ャ

ル

ー

パ

が

、

役

に

立

ち

、

利

用

で

き

ま

す

。

ボ

ー

ト

バ

ッ

テ

ル

は

長

さ

が

、

船

尾

甲

板

ト

ル

ダ

か

ら

船

首

楼

カ

ス

テ

ィ

リ

ョ

の

立

ち

上

が

り

ま

で

、

私

の

計

算

に

よ

れ

ば

、

一

六

コ

ー

ド

で

、

幅

は

六

（

コ

ー

ド

）

、

そ

し

て

高

さ

が

二

ピ

エ

半

で

す

。

（

漕

手

）

ベ

ン

チ

と

ベ

ン

チ

間

に

一

コ

ー

ド

半

を

残

し

て

ベ

ン

チ

を

置

き

ま

す

が

、

船

尾

と

船

首

の

船

底

よ

り

の

立

上

り

ア

ス

テ

ィ

ー

リ

ャ

は

別

で

、

（

船

底

よ

り

の

立

上

り

ア

ス

テ

ィ

ー

リ

ャ

）

に

は

二

コ

ー

ド

半

が

残

さ

れ

ね

ば

な

り

ま

せ

ん

。

こ

れ

（

ベ

ン

チ

）

を

積

む

た

め

に

、

七

つ

の

ベ

ン

チ

で

一

〇

コ

ー

ド

の

場

所

が

残

る

よ

う

に

し

ま

す

。

ボ

ー

ト

バ

ッ

テ

ル

は

船

首

が

強

い

の

で

、

船

尾

に

吊

下

げ

る

た

め

に

、

滑

車

の

車

ロ

ル

ダ

ー

ナ

と

ウ

ィ

ン

ド

ラ

ス

（

モ

リ

ネ

ッ

テ

）

に

（

船

首

を

）

縛

り

付

け

ま

す

。

ス

ル

ー

プ

船

チ

ャ

ル

ー

パ

は

長

さ

と

幅

が

ボ

ー

ト

バ

ッ

テ

ル

の

四

分

の

三

で

あ

り

、

船

首

材

ロ

ー

ダ

（*

①

）

は

一

二

コ

ー

ド

、

船

幅

マ

ン

ガ

は

四

（

コ

ー

ド

）

半

に

な

り

ま

す

。

し

か

し

、

頑

丈

で

、

ボ

ー

ト

バ

ッ

テ

ル

と

同

じ

よ

う

に

ベ

ン

チ

が

置

い

て

あ

る

に

も

か

か

わ

ら

ず

、

ず

っ

と

軽

快

で

す

。

そ

れ

は

、

ウ

ィ

ン

ド

ラ

ス

モ

リ

ネ

ッ

テ

と

滑

車

装

置

ア

パ

レ

ッ

ホ

が

ボ

ー

ト

バ

ッ

テ

ル

と

は

反

対

に

（

船

尾

に

）

置

か

れ

、

船

尾

が

船

首

よ

り

も

重

く

な

っ

て

い

る

か

ら

で

す

。

船

ナ

オ

に

と

っ

て

は

最

重

要

な

手

足

で

あ

る

の

で

、

ど

ち

ら

の

部

材

（

バ

ッ

テ

ル

と

チ

ャ

ル

ー

パ

）

に

つ

い

て

も

、

そ

の

取

扱

い

と

十

分

な

見

張

り

に

大

い

に

注

意

し

な

く

て

は

な

り

ま

せ

ん

。 

     

註 （*

①

）

ロ

ー

ダ

roda

（

船

首

材

）

と

言

っ

て

い

る

が

、

こ

の

前

に

バ

ッ

テ

ル

へ

の

言

及

も

あ

り

、

船

底

の

長

さ

を

指

し

て

い

る

。 
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ポ

ン

プ

に

つ

い

て 

 
第

一

第

一

第

一

第

一

五五五五

章章章章    
英

国

式

、

フ

ラ

ン

ダ

ー

ス

式

、

あ

る

い

は

イ

タ

リ

ア

式

の

ポ

ン

プ

を

よ

く

使

い

ま

し

た

が

、

我

ら

の

ス

ペ

イ

ン

で

今

使

わ

れ

て

い

る

も

の

程

良

く

て

、

有

利

な

も

の

は

な

い

こ

と

を

経

験

が

示

し

て

く

れ

て

い

ま

す

。

轆

轤

工

達

が

こ

れ

を

作

り

、

船

ナ

オ

の

大

工

達

も

こ

れ

を

知

っ

て

い

る

の

で

、

私

は

、

そ

れ

ら

（

ポ

ン

プ

）

の

図

も

形

も

示

し

は

い

た

し

ま

せ

ん

。

た

だ

、

購

入

に

あ

た

っ

て

の

忠

告

を

し

ま

す

と

、

上

の

容

器

（

カ

マ

ラ

）

が

下

の

容

器

カ

マ

ラ

よ

り

も

三

分

の

二

大

き

い

こ

と

、

真

直

ぐ

な

こ

と

、

錐

穴

が

見

当

た

ら

な

い

こ

と

に

注

意

す

る

こ

と

で

す

。

そ

し

て

、

搭

載

し

た

時

に

、

水

面

下

に

半

パ

ル

モ

以

上

入

る

こ

と

が

な

い

こ

と

を

試

し

て

み

ま

す

。

ま

た

、

裂

け

目

が

で

き

な

い

よ

う

に

、

ま

た

な

に

か

の

船

喰

い

虫

が

触

れ

て

来

な

い

よ

う

に

、

タ

ー

ル

を

塗

る

の

が

良

い

こ

と

で

す

。

ど

の

よ

う

な

航

海

に

も

、

ポ

ン

プ

の

鉄

製

部

品

、

多

く

の

柄

杓

ひ

し

ゃ

く

と

そ

の

た

め

の

な

め

し

皮

・

・

・

・

、

小

さ

な

ハ

ン

マ

ー

、

腕

木

が

一

つ

の

ち

ょ

う

な

・

・

・

・

、

六

個

の

ポ

ン

プ

筒

材

（

モ

ル

テ

レ

ー

テ

）

、

六

個

の

シ

リ

ン

ダ

ー

部

品

（

ス

ン

シ

ョ

）

を

持

っ

て

行

く

こ

と

を

忠

告

し

ま

す

。

そ

れ

は

一

つ

が

壊

れ

て

も

、

あ

る

い

は

消

耗

さ

れ

て

も

、

不

足

を

き

た

さ

な

い

た

め

で

す

。

ま

た

ポ

ン

プ

の

調

子

が

悪

く

な

る

こ

と

が

度

重

な

り

、

船

ナ

オ

が

荷

を

積

ん

で

い

る

時

に

、

船

底

庫

（

ア

ル

カ

）

に

入

る

必

要

が

あ

る

な

ら

ば

、

ま

ず

点

火

し

た

蝋

燭

を

入

れ

た

カ

ン

テ

ラ

（

リ

ン

テ

ル

ナ

）

を

差

し

入

れ

、

そ

れ

以

前

に

は

誰

も

入

ら

な

い

よ

う

注

意

し

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

そ

し

て

、

か

な

り

の

間

、

消

え

ず

に

そ

の

中

に

あ

る

な

ら

ば

、

安

全

に

入

る

こ

と

が

で

き

ま

す

。

中

に

は

腐

敗

し

た

空

気

が

あ

り

、

そ

こ

に

入

る

者

を

殺

す

こ

と

が

で

き

、

そ

う

い

う

こ

と

が

起

こ

っ

た

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

洗

浄

を

お

こ

な

い

、

そ

こ

に

始

終

あ

る

害

悪

と

疫

病

を

取

り

除

く

た

め

に

、

大

量

の

酢

、

鉄

錆

、

そ

し

て

冷

水

を

投

げ

入

れ

る

必

要

が

あ

る

こ

と

を

知

っ

て

い

て

く

だ

さ

い

。 

  

糧

食

（

バ

ス

チ

メ

ン

ト

）

に

つ

い

て 

第

一

六

章

第

一

六

章

第

一

六

章

第

一

六

章    

決

ま

っ

て

い

る

場

所

と

時

点

に

お

い

て

持

っ

て

い

る

物

に

対

し

、

こ

れ

か

ら

先

へ

進

ん

で

行

く

た

め

に

、

予

測

さ

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

物

は

、

少

な

め

よ

り

も

多

め

の

リ

ス

ト

を

用

意

す

る

と

い

う

罪

を

犯

す

方

が

、

む

し

ろ

適

切

で

す

。

あ

ま

り

に

も

航

海

は

不

確

か

な

の

で

、

そ

れ

が

適

切

な

の

で

す

。

と

い

う

こ

と

で

、

船

ナ

オ

が

持

参

す

る

も

の

は

、

こ

れ

か

ら

為

そ

う

と

す

る

航

海

に

、

通

常

必

要

と

さ

れ

て

い

る

も

の

に

、

も

っ

と

糧

食

を

追

加

す

る

こ

と

は

道

理

が

あ

り

ま

す

。

し

か

し

こ

こ

で

は

、

物

を

厳

格

に

（

訳

注

：

予

備

は

含

め

ず

）

計

量

を

し

た

い

と

思

う

の

で

、

そ

の

船

ナ

ビ

オ

（

に

乗

る

人

）

の

一

人

に

つ

き

一

日

あ

た

り

で

は

、

パ

ン

を

一

リ

ブ

ラ

と

三

分

の

二

（

訳

注

：

八

〇

五

グ

ラ

ム

）

、

ワ

イ

ン

を

一

ク

ア

ル

テ

ィ

リ

ョ

半

（

訳

注

：

〇

．

七

五

六

リ

ッ

ト

ル

）

、

水

を

半

ア

ス

ン

ブ

レ

（

訳

注

：
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一

リ

ッ

ト

ル

）

、

そ

し

て

三

〇

人

の

男

で

ガ

ル

バ

ン

ソ

豆

ま

た

は

そ

ら

豆

を

一

ア

ル

ム

ー

（

訳

注

：

四

．

六

二

五

リ

ッ

ト

ル

）

（*

①

）

、

肉

、

魚

、

油

、

酢

、

そ

の

他

細

々

と

し

た

物

と

な

り

ま

す

。

で

き

る

だ

け

多

い

ほ

ど

、

そ

し

て

良

い

も

の

ほ

ど

、

長

持

ち

し

ま

す

。

そ

う

し

た

も

の

を

持

っ

て

来

る

人

に

対

し

て

は

扱

い

が

良

く

、

常

に

得

を

し

、

健

康

で

満

足

し

て

い

て

、

な

に

か

し

て

欲

し

い

時

に

は

、

助

言

が

得

ら

れ

、

よ

り

面

倒

が

み

て

貰

え

、

よ

り

働

い

て

貰

え

る

の

で

す

。 

   

註 （*

①

）

リ

ブ

ラlibra

は

カ

ス

テ

ィ

ー

リ

ャ

の

古

い

重

量

で

、

四

六

〇

グ

ラ

ム

相

当

。

ク

ア

ル

テ

ィ

リ

ョcu
artillo

は

液

量

の

単

位

で

、

四

分

の

一

ア

ス

ン

ブ

レazu
m

bre

で

、

五

〇

四

ミ

リ

リ

ッ

ト

ル

相

当

。

従

っ

て

ア

ス

ン

ブ

レ

は

二

〇

一

六

ミ

リ

リ

ッ

ト

ル

相

当

。

（

同

じ

名

称

で

「

穀

量

の

単

位

が

あ

り

、

ま

た

ク

ア

ル

テ

ィ

リ

ャcu
artilla

と

い

う

よ

く

似

て

い

る

が

別

の

量

の

単

位

が

あ

る

の

で

要

注

意

）

。

ア

ル

ム

ーalm
u

d

は

、

穀

物

の

量

の

単

位

で

、

地

方

に

よ

っ

て

一

セ

レ

ミ

ン

（

カ

ス

テ

ィ

ー

リ

ャ

で

約

四

六

二

五

ミ

リ

リ

ッ

ト

ル

相

当

）

、

あ

る

い

は

別

の

地

方

で

は

半

フ

ァ

ネ

ガ

（

カ

ス

テ

ィ

ー

リ

ャ

で

は

一

フ

ァ

ネ

ガ

は

五

五

．

五

リ

ッ

ト

ル

相

当

で

、

一

二

セ

レ

ミ

ン

相

当

）

次

章

で

錨

の

重

量

と

し

て

出

て

来

る

キ

ン

タ

ル

は

一

〇

〇

リ

ブ

ラ

で

四

六

キ

ロ

グ

ラ

ム

相

当

。

ア

ロ

ー

バ

は

二

五

リ

ブ

ラ

で

一

一

．

五

キ

ロ

グ

ラ

ム

相

当

。 

 

 

錨

に

つ

い

て 

第

一

第

一

第

一

第

一

七七七七

章章章章    

錨

の

間

に

も

違

い

が

あ

り

、

船

ナ

オ

に

よ

っ

て

、

持

っ

て

行

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

数

が

違

っ

て

き

ま

す

。

そ

し

て

我

々

の

船

ナ

ー

ベ

の

錨

の

数

は

標

準

品

を

四

個

、

大

錨

（

フ

ォ

ル

マ

レ

ッ

サ

）

を

一

個

、

曳

航

用

小

錨

（

ア

ン

コ

レ

ッ

テ

、

英

語

：

ケ

ッ

ヂ

）

を

一

個

、

そ

し

て

ボ

ー

ト

バ

ッ

テ

ル

用

に

四

爪

錨

（

レ

ソ

ン

、

英

語

：

グ

レ

イ

ヌ

ル

）

を

ボ

ー

ト

バ

ッ

テ

ル

用

に

一

個

と

ス

ル

ー

プ

船

チ

ャ

ル

ー

パ

用

に

も

う

一

個

で

す

。

重

さ

は

、

大

錨

フ

ォ

ル

マ

レ

ッ

サ

は

一

六

か

ら

一

八

キ

ン

タ

ル

（

訳

注

：

七

三

六

～

八

二

八

キ

ロ

グ

ラ

ム

）

、

そ

し

て

ボ

ー

ト

バ

ッ

テ

ル

用

の

四

爪

錨

レ

ソ

ン

は

六

ア

ロ

ー

バ

（

訳

注

：

六

九

キ

ロ

グ

ラ

ム

）

、

ス

ル

ー

プ

船

チ

ャ

ル

ー

パ

用

の

も

の

（

四

爪

錨

レ

ソ

ン

）

は

四

ア

ロ

ー

バ

（

訳

注

：

四

六

キ

ロ

グ

ラ

ム

）

で

、

全

て

が

き

ち

ん

と

し

た

十

字

形

を

し

た

も

の

で

す

。

（

標

準

品

の

）

四

個

の

も

の

は

、

ビ

ー

ク

ヘ

ッ

ド

に

一

緒

に

、

両

方

の

船

側

に

配

置

さ

れ

ま

す

。

大

錨

フ

ォ

ル

マ

レ

ッ

サ

、

曳

航

用

小

錨

ア

ン

コ

レ

ッ

テ

、

四

爪

錨

レ

ソ

ン

は

必

要

な

時

点

で

利

用

で

き

る

よ

う

に

、

船

ナ

ー

ベ

の

中

に

配

置

さ

れ

ま

す

。 
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太

綱

（

カ

ブ

レ

）

に

つ

い

て 
第

一

第

一

第

一

第

一

八八八八

章章章章    

太

綱

カ

ブ

レ

用

の

糸

は

、

ア

ン

ダ

ル

シ

ア

の

糸

で

あ

る

こ

と

を

忘

れ

て

は

な

ら

ず

、

も

し

カ

タ

ラ

ユ

（*
①

）

の

も

の

な

ら

ば

、

最

上

で

あ

る

の

で

、

六

分

の

一

少

な

く

て

済

み

ま

す

。

た

だ

、

セ

ビ

リ

ャ

の

も

の

が

も

っ

と

も

一

般

的

で

、

覚

え

て

お

く

こ

と

で

す

。

我

ら

の

船

ナ

オ

は

五

本

の

太

綱

カ

ブ

レ

を

必

要

と

し

、

二

本

は

一

四

キ

ン

タ

ル

（

訳

注

：

六

四

四

キ

ロ

グ

ラ

ム

）

、

二

本

は

一

六

キ

ン

タ

ル

（

訳

注

：

七

三

六

キ

ロ

グ

ラ

ム

）

で

一

本

は

一

八

キ

ン

タ

ル

（

訳

注

：

八

二

八

キ

ロ

グ

ラ

ム

）

の

重

さ

で

す

。

そ

し

て

六

キ

ン

タ

ル

（

訳

注

：

二

七

六

キ

ロ

グ

ラ

ム

）

の

中

太

綱

（

カ

ラ

ブ

ロ

ッ

テ

）

を

一

本

、

二

（

キ

ン

タ

ル

）

（

訳

注

：

九

二

キ

ロ

グ

ラ

ム

）

の

細

め

の

太

綱

カ

ブ

レ

（

ギ

ン

ダ

レ

ッ

サ

）

を

一

本

、

六

ア

ロ

ー

バ

（

訳

注

：

六

九

キ

ロ

グ

ラ

ム

）

の

操

桁

索

ウ

ス

タ

ー

ガ

を

二

本

、

七

（

ア

ロ

ー

バ

）

（

訳

注

：

八

〇

．

五

キ

ロ

グ

ラ

ム

）

の

掲

揚

索

ト

リ

ッ

サ

を

一

本

、

三

（

ア

ロ

ー

バ

）

（

訳

注

：

三

四

．

五

キ

ロ

グ

ラ

ム

）

の

綱

索

ベ

ー

タ

を

二

本

で

す

。

こ

れ

ら

は

全

て

、

備

え

を

良

く

す

る

た

め

、

適

当

な

所

で

投

錨

が

出

来

る

よ

う

に

、

そ

し

て

航

海

を

し

て

い

て

、

そ

の

日

そ

の

日

に

出

て

来

る

そ

の

他

の

必

要

性

の

た

め

に

持

っ

て

行

く

も

の

で

す

。

他

の

も

の

で

、

た

と

え

足

り

な

い

物

が

あ

っ

た

と

し

て

も

、

こ

れ

ら

は

そ

ん

な

こ

と

が

あ

っ

て

は

な

ら

な

い

も

の

で

す

。

ひ

と

つ

の

仕

事

で

は

、

健

康

と

持

ち

物

が

重

要

で

す

。

 
 

  

註 （*

①

）

カ

タ

ラ

ユ

C
atalayu

d

は

地

名

で

、

マ

ド

リ

ッ

ド

と

サ

ラ

ゴ

サ

の

間

の

サ

ラ

ゴ

サ

寄

り

の

町

。 

  

ピ

ッ

チ

（

ブ

レ

ア

）

、

タ

ー

ル

（

ア

ル

キ

ト

ラ

ン

）

、

ま

い

は

だ

・

・

・

・

（

エ

ス

ト

ッ

パ

）

と

そ

の

他

の

船

ナ

オ

と

そ

の

消

耗

品

と

し

て

必

要

な

細

々

と

し

た

も

の 

第

一

第

一

第

一

第

一

九九九九

章章章章    

船

ナ

オ

の

持

主

（

セ

ニ

ョ

ー

ル

）

で

、

充

分

に

抜

か

り

無

い

人

は

、

予

備

と

し

て

、

多

く

の

物

を

余

分

に

持

っ

て

行

き

ま

す

が

、

こ

れ

が

或

る

状

況

下

で

は

大

い

に

有

益

で

あ

り

満

足

を

与

え

て

く

れ

ま

す

。

し

か

し

、

そ

の

よ

う

に

持

っ

て

行

か

な

い

時

に

は

、

そ

れ

ら

が

無

く

て

は

、

上

手

く

切

り

抜

け

る

こ

と

が

出

来

な

い

よ

う

な

物

を

挙

げ

る

こ

と

に

し

ま

し

ょ

う

。

そ

れ

は

、

ピ

ッ

チ

ブ

レ

ア

を

四

分

の

一

樽

（

ク

ア

ル

ト

）

（*

①

）

で

二

樽

、

こ

れ

は

一

二

キ

ン

タ

ル

（

訳

注

：

五

五

二

キ

ロ

グ

ラ

ム

）

の

重

さ

に

な

り

ま

す

。

タ

ー

ル

ア

ル

キ

ト

ラ

ン

を

二

樽

（

バ

リ

ル

）

、

ま

い

は

だ

・

・

・

・

を
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一

〇

ア

ロ

ー

バ

（

訳

注

：

一

一

五

キ

ロ

グ

ラ

ム

）

、

延

ば

し

た

鉛

の

板

を

一

枚

、

短

釘

（

エ

ス

ト

ペ

ロ

ー

ル

）

を

四

千

個

、

太

釘

（

ク

ラ

ボ

・

デ

・

バ

ロ

ッ

テ

）

二

千

本

、

エ

ス

コ

ー

ラ

釘

と

メ

デ

ィ

オ

・

エ

ス

コ

ー

ラ

釘

を

二

千

本

、

コ

ス

タ

ー

ド

釘

と

メ

デ

ィ

オ

・

コ

ス

タ

ー

ド

釘

を

千

本

、

木

ネ

ジ

（

ペ

ル

ネ

ッ

テ

・

デ

・

プ

ン

タ

）

五

〇

〇

本

、

割

り

釘

（

ペ

ル

ノ

・

デ

・

チ

ャ

ベ

ッ

タ

）

二

〇

本

、

金

輪

（

ア

ニ

ー

リ

ョ

）

五

〇

個

、

横

断

穴

付

き

ピ

ン

（

チ

ャ

ベ

タ

）

五

〇

本

（*

②

）

。

錐

の

三

種

類

一

組

物

が

一

組

と

更

に

二

組

、

大

槌

（

マ

ッ

ソ

）

ま

い

は

だ

・

・

・

・

工

用

鉄

鎚

（

バ

ン

ダ

リ

ア

）

と

鉄

鎚

（

マ

ル

テ

ィ

リ

ョ

）

、

鑿

四

個

、

二

つ

柄

の

鋸

一

丁

（*

③

）

、

一

つ

柄

の

小

さ

い

鋸

二

丁

、

ち

ょ

う

な

・

・

・

・

二

丁

、

斧

六

丁

、

大

鍬

四

丁

、

鉄

の

長

柄

鎚

二

丁

、

ア

ル

フ

ァ

草

で

編

ん

だ

篭

（

エ

ス

プ

エ

ル

タ

）

一

二

個

、

深

い

篭

六

個

、

ハ

ッ

チ

用

の

鎖

六

本

、

南

京

錠

一

二

個

、

ピ

ッ

チ

ブ

レ

ア

用

の

釜

、 

穴

の

開

い

て

い

な

い

柄

杓

（

ク

チ

ャ

ラ

）

と

穴

の

開

い

て

い

る

柄

杓

ク

チ

ャ

ラ

、

竈

用

の

釜

を

二

個

、

水

を

集

め

た

り

、

運

ん

だ

り

す

る

た

め

の

素

焼

き

の

壺

（

ボ

テ

ィ

ハ

）

を

一

〇

〇

個

ま

た

は

樽

（

バ

リ

ル

）

を

二

〇

個

、

飲

物

（

ブ

レ

バ

ッ

ヘ

）

を

調

合

す

る

た

め

の

壺

（

テ

ィ

ー

ナ

）

、

銅

製

の

じ

ょ

う

ご

・

・

・

・

（

フ

ニ

ル

）

一

個

と

木

製

の

も

の

を

別

に

一

個

、

壺

テ

ィ

ー

ナ

を

二

個

、

洗

い

鉢

（

リ

ブ

リ

リ

ョ

）

を

一

個

、

カ

ン

テ

ラ

リ

ン

テ

ル

ナ

を

六

個

、

酒

注

ぎ

瓶

（

ガ

ジ

ェ

タ

）

を

六

個

、

人

が

用

を

足

す

た

め

の

容

器

（

タ

サ

）

を

十

二

個

と

陶

器

（

ロ

サ

）

、

容

器

は

錫

製

、

木

製

、

泥

焼

製

（

バ

ッ

ロ

）

で

あ

れ

、

必

要

で

す

。

五

徳

を

い

く

つ

か

、

ス

プ

ー

ン

を

二

本

、

一

〇

本

一

組

の

肉

料

理

用

包

丁

を

一

組

、

フ

ラ

イ

パ

ン

を

二

個

、

焼

串

を

何

本

か

、

あ

ら

ゆ

る

種

類

の

釣

り

針

を

五

〇

本

、

釣

り

糸

を

一

〇

巻

き

、

付

加

帆

ボ

ネ

ッ

タ

取

り

付

け

紐

（

バ

ダ

ー

サ

）

を

一

〇

巻

き

、

帆

を

縫

う

針

一

〇

〇

本

、

帆

糸

を

二

ア

ロ

ー

バ

（

訳

注

：

二

三

キ

ロ

グ

ラ

ム

）

、

予

備

の

帆

布

ロ

ー

ナ

を

二

〇

枚

、

蝋

を

引

く

た

め

の

蝋

、

獣

脂

を

二

ア

ロ

ー

バ

、

鯨

油

を

二

ア

ロ

ー

バ

、

聖

母

賛

歌

（

サ

ル

ベ

）

用

の

蝋

の

蝋

燭

を

六

リ

ブ

ラ

（

訳

注

：

二

．

七

六

キ

ロ

グ

ラ

ム

）

、

カ

ン

テ

ラ

リ

ン

テ

ル

ナ

用

の

獣

脂

の

蝋

燭

を

二

ア

ロ

ー

バ

、

カ

ン

テ

ラ

リ

ン

テ

ル

ナ

の

ラ

ン

プ

（

カ

ン

デ

ィ

ル

）

を

四

個

、

灯

芯

用

の

綿

を

二

リ

ブ

ラ

（

訳

注

：

九

二

〇

グ

ラ

ム

）

、

釘

頭

の

打

出

し

台

（

ク

ラ

ベ

ー

ラ

）

（*

④

）

二

個

、

研

ぎ

石

を

一

個

。 

ビ

ス

カ

イ

ノ

ビ

ス

カ

イ

ノ

ビ

ス

カ

イ

ノ

ビ

ス

カ

イ

ノ

「

碇

泊

し

て

い

る

時

と

航

海

し

て

い

る

時

に

、

船

ナ

ー

ベ

が

持

っ

て

い

る

全

て

の

必

需

品

に

つ

い

て

考

え

を

巡

ら

し

て

み

ま

し

た

。

貴

殿

が

必

要

で

あ

る

と

申

さ

れ

た

こ

と

に

は

何

も

抜

け

て

い

る

も

の

は

見

つ

か

り

ま

せ

ん

。

既

に

、

高

所

の

帆

桁

ベ

ル

ガ

が

良

い

模

式

図

（

ガ

リ

ボ

）

付

き

で

、

静

索

具

ハ

ル

シ

ア

、

ラ

テ

ン

帆

桁

エ

ン

テ

ナ

、

帆

、

錨

、

そ

し

て

全

て

の

航

海

の

た

め

の

細

々

と

し

た

物

逹

の

知

識

を

得

て

い

ま

す

が

、

船

ナ

ー

ベ

を

統

べ

治

め

る

人

々

に

つ

い

て

論

じ

ら

れ

る

こ

と

が

唯

一

欠

け

て
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い

ま

す

。

何

人

の

人

が

居

る

か

、

職

務

は

何

か

、

何

を

す

る

の

か

、

そ

の

役

目

で

あ

る

事

柄

は

何

か

、

と

い

う

こ

と

で

す

が

、

そ

れ

は

、

整

然

と

し

た

航

海

を

し

て

行

く

た

め

に

、

各

人

が

馳

せ

付

け

ね

ば

な

ら

な

い

こ

と

を

知

り

、

お

互

い

が

混

同

す

る

こ

と

な

く

、

必

要

な

時

に

助

け

合

い

、

そ

し

て

自

己

管

理

の

た

め

に

、

メ

ン

バ

ー

逹

の

模

倣

を

し

、

人

と

し

て

の

能

力

を

知

る

た

め

で

す

。 

モ

ン

タ

ニ

ェ

ス

モ

ン

タ

ニ

ェ

ス

モ

ン

タ

ニ

ェ

ス

モ

ン

タ

ニ

ェ

ス

「

今

ま

で

論

じ

て

来

た

こ

と

は

、

航

海

を

す

る

た

め

に

必

要

な

準

備

事

項

で

は

あ

り

ま

す

が

、

生

気

を

吹

き

込

ま

れ

た

も

の

で

は

な

く

、

そ

れ

ら

の

も

の

は

人

の

た

め

に

作

ら

れ

た

の

で

あ

り

、

人

が

（

船

を

）

動

か

さ

な

け

れ

ば

、

そ

れ

ら

の

も

の

だ

け

で

は

役

に

立

た

た

な

い

こ

と

は

明

白

で

す

。

ま

ず

、

船

ナ

オ

の

第

一

の

人

物

は

、

そ

の

船

長

（

カ

ピ

タ

ン

）

で

、

そ

の

後

は

事

務

長

（

マ

エ

ス

ト

レ

）

、

ピ

ロ

ー

ト

、

副

事

務

長

（

コ

ン

ト

ラ

・

マ

エ

ス

ト

レ

）

、

水

夫

長

（

グ

ア

ル

デ

ィ

ア

ン

）

、

糧

食

係

（

デ

ス

ペ

ン

セ

ー

ロ

）

、

船

大

工

（

カ

ル

ピ

ン

テ

ー

ロ

）

、

ま

い

は

だ

・

・

・

・

工

（

カ

ラ

フ

ァ

テ

）

、

理

髪

師

（

バ

ル

ベ

ー

ロ

）(

訳

注

：

外

科

治

療

を

行

う)

、

大

砲

監

督

（

コ

ン

デ

ス

タ

ブ

レ

）

と

砲

手

逹

（

ロ

ン

バ

ル

デ

ー

ロ

）

（*

⑤

）

、

水

夫

達

（

マ

リ

ネ

ー

ロ

）

、

見

習

水

夫

達

（

グ

ル

メ

ッ

テ

）

と

ボ

ー

イ

逹

（

パ

フ

ェ

）

で

、

こ

れ

ら

は

セ

ビ

リ

ャ

の

勅

令

に

従

っ

て

お

り

、

十

分

な

も

の

で

す

。 

  

註 （*

①

）

。

ピ

ッ

チ

ブ

レ

ア

と

タ

ー

ル

ア

ル

キ

ト

ラ

ン

は

主

に

松

材

を

乾

留

し

て

造

り

、

ピ

ッ

チ

ブ

レ

ア

は

黒

色

で

粘

弾

性

の

あ

る

樹

脂

で

常

温

で

は

固

形

、

タ

ー

ル

ア

ル

キ

ト

ラ

ン

は

黒

色

あ

る

い

は

褐

色

の

液

体

。

ク

ア

ル

トcu
arto

は

四

分

の

一

の

こ

と

で

あ

る

が

、

何

の

四

分

の

一

か

不

明

な

の

で

、

樽

と

し

た

が

、

こ

の

呼

称

を

持

つ

樽

は

見

当

た

ら

な

い

。

バ

リ

ルbarril

は

樽

の

通

称

で

あ

り

、

様

々

な

大

き

さ

が

あ

る

。 

（*

②

）

釘

に

つ

い

て

は

、

長

さ

と

太

さ

の

両

方

を

基

準

に

し

て

、

小

か

ら

大

の

順

に

、

メ

デ

ィ

オ

・

エ

ス

コ

ー

ラ

、

エ

ス

コ

ー

ラ

、

メ

デ

ィ

オ

・

コ

ス

タ

ー

ド

、

コ

ス

タ

ー

ド

と

な

る

。
「

メ

デ

ィ

オ

（

半

分

）

」

と

言

っ

て

も

、

半

分

の

大

き

さ

で

は

な

い

。

割

り

釘

（

ペ

ル

ノ

・

デ

・

チ

ャ

ベ

ッ

タ

）

は

先

端

が

割

れ

て

い

て

、

打

ち

込

ん

だ

後

で

抜

け

難

く

し

た

釘

。

横

断

穴

付

き

ピ

ン

（

チ

ャ

ベ

タ

）

は

先

端

の

手

前

に

ピ

ン

棒

を

横

断

し

て

穴

が

開

い

て

お

り

、

そ

の

穴

に

小

さ

い

ピ

ン

を

通

し

て

抜

け

な

く

す

る

も

の

。 

（*

③

）

縦

引

き

鋸

の

大

鋸

お

が

の

こ

と

と

思

わ

れ

る

。 

（*

④

）

鉄

の

棒

の

片

端

を

入

れ

て

打

ち

、

釘

に

す

る

台

。 

（*

⑤

）

ロ

ン

バ

ル

デ

ー

ロlom
bardero

と

あ

り

、

ロ

ン

バ

ル

ダlom
barda

は

臼

砲

の

こ

と

な

の

で

、

臼

砲

手

と

な

る

が

、

砲

手

を

一

般

的

に

ボ

ン

バ

ル

デ

ー

ロbom
bardero

と

言

う

の

で

、

こ

れ

と

の

混

同

と

考

え

、

単

に

砲

手

と

し

た

。

こ

の

後

で

も

ロ

ン

バ

ル

デ

ー

ロ

の

用

語

は

単

な

る

砲

手

と

し

て

使

わ

れ

て

い

る

。 
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船

長

（

カ

ピ

タ

ン

） 
第

二

〇

章

第

二

〇

章

第

二

〇

章

第

二

〇

章

 
 

（

翻

訳

省

略

） 

事

務

長

（

マ

エ

ス

ト

レ

） 

第

二

第

二

第

二

第

二

一一一一

章章章章 
 

（

翻

訳

省

略

） 

ピ

ロ

ー

ト 

第

二

第

二

第

二

第

二

二二二二

章章章章 
 

（

翻

訳

省

略

） 

副

事

務

長

（

コ

ン

ト

ラ

・

マ

エ

ス

ト

レ

） 

第

二

第

二

第

二

第

二

三三三三

章章章章 
 

（

翻

訳

省

略

） 

水

夫

長

（

グ

ア

ル

デ

ィ

ア

ン

） 

第

二

第

二

第

二

第

二

四四四四

章章章章 
 

（

翻

訳

省

略

） 

糧

食

係

（

デ

ス

ペ

ン

セ

ー

ロ

） 

第

二

第

二

第

二

第

二

五五五五

章章章章 
 

（

翻

訳

省

略

）

 
 

船

大

工

カ

ル

ピ

ン

テ

ー

ロ

、 

第

二

第

二

第

二

第

二

六六六六

章章章章 
 

船

大

工

は

良

い

船

乗

り

で

経

験

が

無

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

そ

れ

は

、

そ

の

必

要

が

生

じ

た

時

に

船

ナ

オ

の

あ

ら

ゆ

る

も

の

を

修

理

す

る

の

は

、

大

工

の

技

術

よ

り

も

、

船

乗

り

と

し

て

の

経

験

に

最

も

依

拠

す

る

か

ら

で

あ

り

ま

す

。

ま

た

、

ボ

ー

ト

バ

テ

ル

や

ス

ル

ー

プ

船

チ

ャ

ル

ー

パ

や

そ

の

他

の

船

の

類

を

提

供

す

る

必

要

が

生

じ

た

時

に

、

そ

れ

を

作

る

た

め

の

肋

材

の

模

式

図

ガ

リ

ボ

を

知

ら

ね

ば

な

り

ま

せ

ん

。

ま

た

、

滑

車

の

車

ロ

ル

ダ

ー

ナ

、

複

滑

車

ポ

レ

ア

、

滑

車

モ

ト

ン

、

帆

桁

昇

降

玉

簾

ラ

カ

メ

ン

ト

（

パ

レ

ル

）

の

数

珠

玉

（

ベ

ル

テ

リ

ョ

）

、

帆

桁

昇

降

玉

簾

ラ

カ

メ

ン

ト

、

帆

桁

昇

降

玉

簾

ラ

カ

メ

ン

ト

の

挟

み

波

板

（

リ

エ

ブ

レ

）

そ

し

て

ラ

テ

ン

帆

桁

取

り

付

木

片

（

メ

ー

ナ

・

デ

・

ト

ロ

ッ

サ

）

（*

①

）

を

作

る

た

め

に

、

轆

轤

で

の

削

り

方

を

あ

る

程

度

知

っ

て

い

る

こ

と

で

す

。

全

て

の

こ

と

の

た

め

に

、

二

つ

柄

の

鋸

一

丁

、

一

つ

柄

で

半

分

の

大

き

さ

の

鋸

一

丁

、

一

つ

柄

の

鋸

一

丁

、

そ

し

て

小

さ

い

も

の

一

丁

を

予

備

に

持

つ

こ

と

が

適

切

で

す

。

帆

柱

や

帆

桁

の

添

木

・

・

・

・

・

・

・

・

（

ヒ

メ

ル

ガ

）

、

帆

桁

ベ

ル

ガ

、

檣

頭

頂

部

（

カ

ル

セ

）

、

そ

の

他

の

も

の

を

彫

る

た

め

に

、

斧

を

四

丁

、

ち

ょ

う

な

・

・

・

・

を

四

丁

、

鏝

（

リ

ャ

ー

ナ

）

を

三

丁

、

コ

ン

カ

バ

を

一

丁

（*

②

）

で

す

。

十

分

な

数

の

鑿

、

丸

鑿

、

錐

、

大

槌

マ

ッ

ソ

、

ハ

ン

マ

ー

、

や

す

り

、

鋸

の

目

立

、

ブ

ラ

シ

、

鉋

、

印

を

付

け

る

赤

墨

（

ア

ル

マ

グ

レ

）

（*
③

）

と

毛

糸

、

そ

し

て

、

船

大

工

の

仕

事

に

属

す

る

そ

の

他

の

細

々
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と

し

た

物

。 

  

註 （*

①

）

メ

ー

ナ

・

デ

・

ト

ロ

ッ

サm
en

as de troza

の

メ

ー

ナ

は

オ

ス

カ

ン

ラ

ン

の

海

事

用

語

辞

書

で

もD
IC

T
E

R
2.0

で

も

太

綱

と

し

、

ト

ロ

ッ

サ

も

ラ

テ

ン

帆

桁

を

帆

柱

に

取

り

付

け

る

綱

と

し

て

い

る

が

、

こ

の

文

章

は

轆

轤

で

削

り

出

す

物

を

挙

げ

て

い

る

の

で

あ

り

、

綱

類

で

は

お

か

し

い

の

で

単

に

「

取

り

付

木

片

」

と

し

た

。 

（*

②

）

リ

ャ

ー

ナllan
a

は

左

官

の

使

う

鏝

で

あ

る

。

コ

ン

カ

バcón
cava

は

辞

書

で

は

見

当

た

ら

な

い

。 

（*

③

）

ア

ル

マ

グ

レalm
agre

は

赭

土

の

絵

の

具 

 

ま

い

は

だ

カ

ラ

フ

ァ

テ

工

、 

第

二

第

二

第

二

第

二

七七七七

章章章章 
 

こ

の

仕

事

は

手

際

の

良

さ

が

求

め

ら

れ

、

経

験

が

あ

っ

て

、

良

い

船

乗

り

で

あ

る

こ

と

が

適

切

で

す

。

ポ

ン

プ

に

特

別

の

注

意

を

払

い

、

調

整

を

し

、

自

ら

の

責

任

と

し

て

常

に

最

高

の

状

態

に

し

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

船

ナ

オ

が

航

海

を

し

て

い

る

時

で

あ

っ

て

も

、

あ

た

か

も

港

に

い

る

が

ご

と

く

に

、

全

て

の

個

所

の

水

漏

れ

が

防

止

さ

れ

る

よ

う

に

、

甲

板

、

船

尾

甲

板

ト

ル

ダ

、

船

側

の

内

面

・

・

・

・

・

（

ア

ム

ラ

ー

ダ

）

、

船

側

面

コ

ス

タ

ー

ド

を

修

理

し

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

そ

し

て

、

船

倉

や

甲

板

に

降

り

て

行

き

、

あ

た

か

も

水

が

在

る

が

ご

と

く

に

訪

れ

、

ポ

ン

プ

を

始

終

訪

れ

、

見

習

水

夫

グ

ル

メ

ッ

テ

達

に

ち

ょ

っ

と

の

閑

が

あ

れ

ば

、

古

い

綱

で

麻

屑

エ

ス

ト

ッ

パ

を

作

ら

せ

、

上

の

第

一

九

章

で

述

べ

た

全

て

の

物

を

手

近

に

置

か

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

必

要

で

あ

れ

ば

、

木

ネ

ジ

を

次

か

ら

次

へ

と

付

け

る

た

め

に

一

ダ

ー

ス

の

錐

を

、

ポ

ン

プ

内

の

シ

リ

ン

ダ

ー

（

ズ

ン

チ

ョ

）

用

に

獣

脂

と

亜

麻

布

を

、

鑿

、

鉄

ヘ

ラ(

イ

エ

ロ)

、

大

槌

の

た

め

の

半

ダ

ー

ス

の

皮

袋

を

、

そ

し

て

彼

の

技

能

の

た

め

の

他

の

物

を

、

必

要

な

時

に

な

ん

ら

欠

け

る

こ

と

が

な

い

よ

う

に

し

て

お

く

こ

と

で

す

。 

 

理

髪

師

バ

ル

ベ

ー

ロ 

第

二

第

二

第

二

第

二

八八八八

章章章章 
 

（

省

略

） 

大

砲

監

督

官

コ

ン

デ

ス

タ

ブ

レ

と

砲

兵

ロ

ン

バ

ル

デ

ー

ロ

逹 

第

二

第

二

第

二

第

二

九九九九

章章章章 
 

（

省

略

） 
水

夫

逹 
第第第第

三

〇

三

〇

三

〇

三

〇

章章章章 
 

（

省

略

） 
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見

習

水

夫

グ

ル

メ

ッ

テ

逹 
第第第第

三

一

三

一

三

一

三

一

章章章章 
 

（

省

略

） 

ボ

ー

イ

パ

ヘ

逹 

第第第第

三

二

三

二

三

二

三

二

章章章章 
 

（

省

略

） 

 

戦

争

の

船

ナ

オ

に

つ

い

て 

第第第第

三

三

三

三

三

三

三

三

章章章章 
 

戦

争

に

使

う

た

め

に

造

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

船

ナ

ー

ベ

は

、

船

殻

ロ

ス

カ

、

竜

骨

、

甲

板

高

プ

ン

タ

ル

、

船

首

船

尾

の

先

細

り

デ

ル

ガ

ー

ド

、

エ

ス

コ

ー

ラ

（

訳

注

：

各

肋

材

の

最

大

幅

を

繋

い

だ

ラ

イ

ン

）

と

最

大

幅

マ

ン

ガ

の

寸

法

に

つ

い

て

は

、

商

業

用

の

も

の(

船)

で

述

べ

た

の

と

同

じ

で

す

。

た

だ

、

甲

板

ク

ビ

エ

ル

タ

で

は

す

こ

し

違

い

が

あ

り

ま

す

。

そ

れ

は

、

前

に

述

べ

た

も

の

（

船

ナ

オ

）

よ

り

も

梁

バ

オ

を

一

コ

ー

ド

下

へ

据

え

付

け

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

こ

と

で

、

前

に

述

べ

た

よ

う

で

あ

る

第

一

甲

板

ク

ビ

エ

ル

タ

が

そ

の

ま

ま

下

が

り

、

梁

バ

オ

と

第

一

甲

板

ク

ビ

エ

ル

タ

が

下

が

っ

た

こ

の

コ

ー

ド

分

、

第

二

甲

板

ク

ビ

エ

ル

タ

が

高

く

な

る

こ

と

に

な

り

ま

す

が

、

そ

れ

は

、

そ

こ

で

、

全

て

の

種

類

の

武

器

に

加

え

、

大

砲

（

ア

ル

テ

ィ

ジ

ェ

リ

ー

ア

）

を

思

う

通

り

に

使

え

る

よ

う

に

す

る

た

め

で

す

が

、

そ

う

す

る

理

由

は

、

低

く

造

っ

た

時

の

よ

う

に

、

煙

が

妨

げ

に

な

っ

て

、

困

ら

さ

れ

る

こ

と

が

な

い

か

ら

で

す

。

そ

し

て

、

常

に

主

た

る

損

害

を

与

え

、

艦

隊

の

あ

ら

ゆ

る

船

ナ

オ

が

避

け

え

な

い

の

は

火

事

で

あ

る

か

ら

で

、

こ

の

（

第

二

）

甲

板

ク

ビ

エ

ル

タ

は

、

船

首

か

ら

船

尾

に

至

る

ま

で

、

そ

し

て

左

舷

か

ら

右

舷

に

至

る

ま

で

（

遮

る

物

な

く

）

造

ら

れ

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

エ

ス

コ

ー

ラ

、

ハ

ッ

チ

・

カ

バ

ー

（

ク

ア

ル

テ

ル

）

と

両

舷

側

内

部

ア

ム

ラ

ー

ダ

の

梁

受

け

材

ト

リ

ン

カ

ニ

ル

は

（

隙

間

無

く

）

真

平

ら

に

、

極

め

て

し

っ

か

り

と

ま

い

は

だ

・

・

・

・

を

詰

め

、

ピ

ッ

チ

ブ

レ

ア

を

塗

り

、

タ

ー

ル

を

浸

し

た

布

を

詰

め

（

プ

レ

シ

ン

タ

ー

ダ

）

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

こ

の

甲

板

ク

ビ

エ

ル

タ

全

体

で

、

水

が

四

デ

ー

ド

以

上

注

ぎ

込

む

の

を

遮

る

た

め

に

、

一

パ

ル

モ

の

高

さ

が

あ

る

波

除

け

材

エ

ス

コ

ペ

ラ

ド

ゥ

ー

ラ

（

を

つ

け

ま

す

）

。

砲

兵

ロ

ン

バ

ル

デ

ー

ロ

逹

と

人

々

は

、

こ

こ

（

波

除

け

材

エ

ス

コ

ペ

ラ

ド

ゥ

ー

ラ

の

あ

る

甲

板

ク

ビ

エ

ル

タ

）

を

歩

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

は

い

え

、

火

が

燃

え

移

ら

な

い

よ

う

に

し

、

全

て

を

破

壊

す

る

こ

と

が

な

い

よ

う

に

す

る

た

め

に

は

大

変

安

全

で

す

。
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こ

の

甲

板

ク

ビ

エ

ル

タ

に

は

、

既

に

述

べ

た

よ

う

に

、

（

一

辺

が

）

二

パ

ル

モ

の

四

角

い

砲

門

（

ポ

ル

タ

ニ

ュ

エ

ラ

）

が

大

砲

ア

ル

テ

ィ

ジ

ェ

リ

ー

ア

の

た

め

に

作

ら

れ

て

い

ま

す

。

船

首

か

ら

船

尾

ま

で

全

て

に

在

り

、

大

砲

監

督

官

コ

ン

デ

ス

タ

ブ

レ

と

砲

兵

ロ

ン

バ

ル

デ

ー

ロ

達

の

章

で

述

べ

た

よ

う

に

、

そ

れ

に

は

金

輪

、

支

索

と

滑

車

装

置

付

き

の

板

が

付

い

て

い

ま

す

。

使

用

さ

れ

て

き

た

大

砲

ア

ル

テ

ィ

ジ

ェ

リ

ー

ア

に

は

様

々

な

形

が

あ

り

ま

す

が

、

私

と

し

て

は

、

我

々

の

船

ナ

オ

で

使

う

の

に

も

っ

と

も

適

し

て

い

る

と

思

わ

れ

る

も

の

（

ピ

エ

ッ

サ

）

に

つ

い

て

話

を

し

ま

し

ょ

う

。

青

銅

、

そ

し

て

鉄

で

出

来

た

も

の

ピ

エ

ッ

サ

に

は

、

閉

鎖

式

（

セ

ラ

ー

ダ

）

と

、

ま

た

別

に

開

放

式

（

ア

ビ

エ

ル

タ

）

が

あ

り

ま

す

。

（*

①

）

鉄

製

の

も

の

ピ

エ

ッ

サ

に

つ

い

て

は

、

安

全

な

然

る

べ

き

鋳

鉄

（

コ

ラ

ー

ダ

）

だ

け

を

、

注

意

し

な

が

ら

使

う

べ

き

で

あ

る

と

、

私

は

考

え

ま

す

。

そ

う

で

な

い

も

の

（

低

品

質

の

鋳

鉄

）

は

全

て

、

人

を

殺

傷

す

る

恐

れ

が

あ

り

、

そ

う

し

た

も

の

の

入

手

が

可

能

で

あ

る

と

し

て

も

、

こ

れ

ら

を

使

っ

て

は

い

け

ま

せ

ん

。

青

銅

の

も

の

ピ

エ

ッ

サ

に

つ

い

て

は

、

閉

鎖

式

セ

ラ

ー

ダ

で

も

開

放

式

ア

ビ

エ

ル

タ

の

ど

ち

ら

で

も

、

実

効

を

あ

げ

ら

れ

る

の

は

、

そ

れ

ぞ

れ

が

良

い

薬

室

（

カ

マ

ラ

）

を

有

す

る

も

の

で

す

。

従

っ

て

、

こ

の

金

属

の

頑

丈

な

も

の

で

、

通

常

よ

り

も

短

く

し

、

今

日

使

わ

れ

て

い

る

よ

う

に

、

砲

尾

（

ク

ラ

ー

タ

）

を

角

錐

ピ

ラ

ミ

ッ

ド

状

に

し

、

尖

ら

せ

て

終

わ

ら

せ

る

こ

と

が

適

切

で

す

。

こ

こ

に

は

、

火

門

（

フ

ォ

ゴ

ン

）

を

取

り

付

け

、

火

薬

を

詰

め

る

の

で

、

そ

の

よ

う

に

し

て

お

け

ば

、

出

入

り

と

揺

れ

が

よ

り

良

好

で

、

占

拠

す

る

場

所

が

狭

く

、

急

激

に

熱

く

な

ら

ず

、(

大

砲

を)

引

き

込

む

の

に

大

き

な

力

が

い

り

ま

せ

ん

。

サ

ク

レ

砲

は

二

四

か

ら

二

八

キ

ン

タ

ル

の

重

量

で

、

小

サ

ク

レ

砲

（

メ

デ

ィ

オ

・

サ

ク

レ

）

は

、

一

四

か

ら

一

八

（

キ

ン

タ

ル

）

で

す

。

そ

し

て

一

二

キ

ン

タ

ル

の

他

の

小

い

さ

め

の

大

砲

（

カ

ニ

ョ

ネ

ッ

テ

）

、

フ

ァ

ル

コ

ン

砲

と

小

フ

ァ

ル

コ

ン

砲

（

メ

デ

ィ

オ

・

フ

ァ

ル

コ

ン

）

も

良

い

も

の

で

す

が

、

二

つ

の

船

室

カ

マ

ラ

の

上

に

な

る

甲

板

ク

ビ

エ

ル

タ

に

据

え

ま

す

。

そ

れ

は

、

既

に

述

べ

た

よ

う

に

、(

船

の)

下

の

方

に

あ

っ

て

は

い

け

な

い

か

ら

で

、

そ

の

理

由

は

、

煙

が

外

に

吐

き

出

さ

れ

ず

、

そ

れ

で

視

界

が

遮

ら

れ

る

か

ら

、

そ

う

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

の

で

す

。

一

番

大

き

く

て

良

い

も

の

は

船

尾

の

真

中

に

、

他

の

二

門

は

船

首

か

ら

船

の

四

分

の

一

の

両

区

画

ク

ア

ド

ラ

に

、

他

の

二

門

は

船

内

錨

綱

繋

ぎ

柱

・

・

・

・

・

・

・

（

ビ

タ

）

か

ら

錨

鎖

孔

エ

ス

コ

ベ

ン

の

あ

た

り

に

据

え

ま

す

。

両

舷

側

ボ

ル

ド

（

の

甲

板

）

に

は

、

そ

れ

以

外

の

小

さ

い

も

の

を

、

三

ブ

ラ

ッ

サ

の

間

隔

を

置

い

て

据

え

ま

す

。

こ

れ

ら

の

主

た

る

も

の

ピ

エ

ッ

サ

の

各

々

に

加

え

、

そ

の

少

し

脇

に

離

れ

て

ベ

ル

ソ

砲

（*

②

）

を

据

え

る

よ

う

に

注

意

を

払

っ

て

い

た

だ

き

た

い

。

そ

れ

は

大

砲

ピ

エ

ッ

サ

を

発

射

し

終

え

て

、

一

方

で

ベ

ル

ソ

砲
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を

充

填

し

て

お

い

て

、

狙

っ

て

撃

て

ば

、

砲

手

（

ア

ル

テ

ィ

ジ

ェ

ー

ロ

）

が

邪

魔

を

さ

れ

る

こ

と

が

な

い

か

ら

で

す

。

そ

し

て

さ

ら

に

こ

の(

最

上)

甲

板

上

に

は

、

そ

の

舷

側

内

部

ア

ム

ラ

ー

ダ

に

二

〇

キ

ン

タ

ル

の

大

砲

ピ

エ

ッ

サ

を

別

に

二

門

、

熟

練

し

た

砲

手

及

び

彼

を

補

助

し

手

助

け

を

す

る

者

と

共

に

、

配

置

す

る

こ

と

も

適

切

で

あ

り

重

要

で

す

。

そ

の

者

は

、

き

ち

ん

と

準

備

さ

れ

、

基

準

に

合

っ

た

全

て

の

物

、

人

の

補

充

、

道

具

類

ア

パ

レ

ッ

ホ

、

そ

し

て

弾

薬

（

ム

ニ

シ

ョ

ン

）

を

求

め

て

、

大

砲

監

督

官

コ

ン

デ

ス

タ

ブ

レ

の

元

に

馳

せ

付

け

、

有

用

な

も

の

が

不

足

し

な

い

よ

う

に

す

る

の

で

す

。

砲

撃

に

使

わ

れ

る

べ

き

火

薬

は

ア

ル

カ

ブ

ス

銃

に

使

わ

れ

る

上

等

な

も

の

で

あ

る

べ

き

で

す

。

何

故

な

ら

ば

、

場

所

を

と

ら

ず

、

射

撃

が

よ

り

良

く

な

り

、

破

壊

力

、

速

力

、

激

烈

さ

が

増

し

て

、

か

つ

煙

が

妨

害

し

て

邪

魔

す

る

こ

と

が

少

な

い

か

ら

で

す

。 

こ

の

大

砲

ア

ル

テ

ィ

ジ

ェ

リ

ー

ア

の

砲

車

（

ク

レ

ー

ニ

ャ

）

と

車

輪

は

短

く

な

く

て

は

な

ら

ず

、

車

輪

は

一

つ

の

部

材

で

、

直

径

が

三

パ

ル

モ

で

、

鉄

の

箍

た

が

が

嵌

め

ら

れ

て

い

な

い

こ

と

で

す

。

何

故

な

ら

ば

、

板

張

り

の

上

で

良

く

転

が

り

、

そ

れ

で

十

分

で

あ

り

、

甲

板

ク

ビ

エ

ル

タ

に

害

を

与

え

る

こ

と

が

無

い

か

ら

で

す

。

こ

の(

最

上)

甲

板

ク

ビ

エ

ル

タ

の

上

に

、

す

で

に

述

べ

ま

し

た

が

、

商

用

の

船

ナ

オ

の

場

合

で

言

え

ば

、

木

材

マ

デ

ー

ロ

と

綱

の

網

・

・

・

（

マ

ー

リ

ャ

）

で

も

っ

て

格

子

網

ハ

レ

タ

が

作

ら

れ

ま

す

。

た

だ

、

艦

隊

ア

ル

マ

ー

ダ

用

の

（

船

ナ

オ

）

で

あ

れ

ば

、

こ

の

上

に

も

う

一

つ

、

高

さ

が

、

両

舷

側

ボ

ル

ド

で

三

コ

ー

ド

、

真

中

で

四

（

コ

ー

ド

）

の

騙

し

用

の

（

フ

ァ

ル

サ

）

も

の

（

格

子

網

ハ

レ

タ

）

を

作

る

こ

と

が

必

要

で

す

。

こ

れ

は

タ

ー

ル

を

塗

っ

た

細

い

糸

で

出

来

た

目

の

細

か

い

綱

の

網

マ

ー

リ

ャ

で

、

一

本

ず

つ

が

各

舷

側

に

、

も

う

一

本

が

真

中

に

あ

る

三

本

の

鎖

の

上

と

、

両

側

に

固

定

さ

れ

た

柱

（

マ

カ

ロ

ン

）

と

、

真

中

で

上

下

さ

せ

ら

れ

る

支

柱

プ

ン

タ

ル

の

上

に

置

か

れ

、

船

尾

か

ら

船

首

ま

で

達

し

て

い

ま

す

。

ぴ

ん

と

引

っ

張

っ

て

い

て

、

敵

船

が

横

付

け

し

て

、

そ

の

（

格

子

網

ハ

レ

タ

の

）

上

に

人

を

放

り

出

す

と

、

固

定

し

て

あ

っ

た

格

子

網

ハ

レ

タ

か

ら

簡

単

に

、

支

柱

プ

ン

タ

ル

が

一

瞬

に

し

て

倒

れ

ま

す

。

争

い

に

な

っ

た

ら

、

い

か

な

る

兵

士

も

人

も

、

こ

の

格

子

網

ハ

レ

タ

が

固

定

し

て

い

な

い

限

り

、

そ

の

下

に

い

て

は

な

り

ま

せ

ん

。

（

格

子

網

ハ

レ

タ

が

）

固

定

さ

れ

て

い

る

時

に

安

心

し

て

飛

び

降

り

て

来

て

、

そ

の

中

に

居

る

敵

を

傷

つ

け

る

か

殺

す

た

め

に

は

、

柄

が

一

ブ

ラ

ッ

サ

で

刃

先

が

一

パ

ル

モ

の

細

い

投

槍

（

ダ

ル

ド

）

を

手

に

す

る

こ

と

が

適

切

で

す

。

そ

こ

で

、

砲

撃

と

鉄

砲

の

射

撃

か

ら

守

る

た

め

に

、

ト

ッ

プ

・

マ

ス

ト

帆

桁

ガ

ビ

ア

に

、

な

に

か

マ

ッ

ト

を

準

備

し

て

、

そ

れ

を

巻

き

つ

け
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ま

す

。

そ

こ

に

は

、

敵

に

投

げ

つ

け

る

た

め

に

、

投

げ

短

槍

（

ゴ

ル

グ

ス

・

ア

ロ

ハ

デ

ィ

ソ

）

、

火

焔

壺

（

ア

ル

カ

ン

シ

ア

）

、

手

榴

弾

（

グ

ラ

ナ

ー

ダ

）

、

火

ぼ

っ

く

り

・

・

・

・

（

ピ

ー

ニ

ャ

・

デ

・

フ

エ

ゴ

）

と

火

矢

、

そ

し

て

石

を

置

き

ま

す

。

ま

た

、

航

路

の

舵

を

採

る

ピ

ロ

ー

ト

及

び

彼

を

助

け

る

操

舵

手

（

テ

ィ

モ

ネ

ー

ロ

）

の

安

全

の

た

め

に

、

舵

が

あ

る

両

舷

側

の

前

面

を

マ

ッ

ト

か

何

か

他

の

物

を

準

備

し

て

巻

き

つ

け

る

こ

と

も

必

要

で

す

。

そ

し

て

、

船

尾

と

船

首

の

楼

（

カ

ス

テ

ィ

リ

ェ

テ

）

の

中

に

、

同

じ

様

に

、

投

槍

ダ

ル

ド

、

短

槍

ゴ

ル

グ

ス

、

円

盾

（

ロ

デ

ー

ラ

）

、

大

刀

（

モ

ン

タ

ン

テ

）

、

そ

し

て

石

を

置

き

ま

す

が

、

そ

れ

は

騙

し

用

格

子

網

ハ

レ

タ

・

フ

ァ

ル

サ

が

倒

れ

た

後

で

、

そ

の

中

に

落

ち

て

い

る

相

手

方

を

、

ま

た

相

手

の

船

ナ

オ

に

い

る

者

達

を

痛

め

つ

け

る

た

め

で

す

。

全

舷

側

に

置

い

て

、

左

舷

か

ら

右

舷

に

か

け

て

、

長

槍

（

ピ

カ

）

と

短

め

の

長

槍

（

メ

デ

ィ

ア

・

ピ

カ

）

を

、

そ

の

穂

先

を

銃

眼

（

サ

エ

テ

ー

ラ

）

に

向

け

て

横

た

え

て

置

き

、

何

も

持

っ

て

い

な

い

時

に

、

乗

移

っ

て

来

る

者

を

傷

つ

け

る

た

め

に

、

手

が

届

く

所

で

得

ら

れ

る

よ

う

に

し

て

お

く

の

で

す

。

格

子

網

ハ

レ

タ

の

中

に

居

る

者

達

に

対

し

て

、

先

に

述

べ

た

短

槍

ゴ

ル

グ

ス

は

、

各

舷

の

舷

側

内

部

ア

ム

ラ

ー

ダ

（

に

置

く

の

）

で

す

。

船

ナ

オ

の

横

腹

コ

ス

タ

ー

ド

の

よ

う

に

見

え

る

絵

を

描

い

た

亜

麻

布

リ

エ

ン

ソ

で

も

っ

て

格

子

網

ハ

レ

タ

の

下

を

覆

い

、

あ

た

か

も

三

ブ

ラ

ッ

サ

の

舷

側

が

あ

る

か

の

ご

と

く

に

し

ま

す

。

そ

う

し

て

、

都

合

よ

く

（

敵

船

が

）

横

付

け

し

て

来

く

れ

ば

、

敵

の

者

達

を

、

出

来

れ

ば

、

そ

こ

（

罠

）

に

陥

れ

て

し

ま

う

た

め

で

す

。

船

内

に

お

い

て

も

、

敵

が

も

た

ら

す

火

が

原

因

の

損

害

を

用

心

す

る

た

め

に

、

主

甲

板

ク

ビ

エ

ル

タ

・

プ

リ

ン

シ

パ

ル

、

船

尾

甲

板

ト

ル

ダ

、

そ

し

て

寛

げ

る

場

所

に

お

い

て

は

、

大

砲

ア

ル

テ

ィ

ジ

ェ

リ

ー

ア

を

冷

や

す

た

め

に

酢

の

壺

と

、

発

生

し

た

火

を

消

す

た

め

に

、

こ

れ

と

は

別

に

水

の

壺

を

、

毛

布

と

シ

ー

ツ

と

共

に

置

き

ま

す

。

ま

た

帆

脚

索

エ

ス

コ

ー

タ

と

帆

桁

吊

下

げ

索

ア

マ

ン

テ

ィ

ー

リ

ョ

、

掲

揚

索

ト

リ

ッ

サ

、

そ

し

て

そ

の

他

の

索

具

・

船

具

ア

パ

レ

ッ

ホ

に

は

、

代

理

品

（

コ

ン

ト

ラ

）

を

置

き

、

一

つ

が

欠

け

た

ら

、

別

の

物

が

在

る

よ

う

に

し

ま

す

。

ア

ッ

パ

ー

・

マ

ス

ト

に

は

綱

帯

（

シ

ン

ト

ゥ

ー

ラ

）

を

巻

き

、

帆

桁

ベ

ル

ガ

に

は

滑

り

止

め

綱

（

ボ

ー

サ

）

を

巻

き

ま

す

。

さ

て

、

船

ナ

オ

と

艦

隊

ア

ル

マ

ー

ダ

で

、

戦

闘

が

始

ま

る

準

備

が

整

っ

た

な

ら

ば

、

兵

士

達

と

船

ナ

オ

の

人

々

を

武

装

さ

せ

て

、

班

（

エ

ス

ク

ワ

ド

ラ

）

に

分

け

、

各

人

に

対

し

て

、

身

を

守

る

た

め

と

敵

を

痛

め

つ

け

る

た

め

に

、

為

す

べ

き

こ

と

を

指

示

す

る

の

が

良

い

で

し

ょ

う

。 

船

乗

り

で

あ

る

兵

士

達

は

、

海

戦

に

は

極

め

て

有

用

で

す

。

な

ぜ

な

ら

ば

、

戦

い

な

が

ら

、

適

切

な

時

に

、

索

具

・

船

具

ア

パ

レ

ッ

ホ

に

、

そ

し

て

海

上

で

必

要

な

（

操
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船

の

）

こ

と

の

た

め

に

、

馳

せ

付

け

る

か

ら

で

す

。

し

た

が

っ

て

、

船

長

カ

ピ

タ

ン

は

で

き

る

だ

け

、

こ

う

し

た

人

達

を

大

勢

見

つ

け

る

よ

う

に

し

ま

す

。

そ

の

人

達

が

ど

の

よ

う

な

資

質

で

あ

ろ

う

と

、

一

人

一

人

に

マ

ス

ケ

ッ

ト

銃

あ

る

い

は

ア

ル

カ

ブ

ス

銃

一

丁

、

た

だ

し

、

ち

ょ

っ

と

強

力

な

も

の

を

背

負

っ

て

結

び

付

け

さ

せ

ま

す

。

頑

丈

な

モ

リ

オ

ン

兜

を

、

色

付

き

羽

根

飾

り

を

付

け

て

ブ

ル

ゴ

ニ

ョ

ー

ナ

兜

風

に

被

ら

せ

ま

す

（*

③

）

。

攻

撃

し

、

防

御

を

す

る

た

め

に

、

錫

鍍

金

鉄

板

製

の

一

二

発

の

火

薬

包

（

カ

ル

ガ

）

（*

④

）

、

弾

丸

（

バ

ラ

）

と

大

粒

の

散

弾

（

ペ

ル

デ

ィ

ゴ

ン

）

の

た

め

の

袋

、

角

で

出

来

た

火

薬

入

れ

（

フ

ラ

ス

コ

）

と

そ

の

小

型

の

物

（

フ

ラ

ス

キ

ー

リ

ョ

）

、

自

ら

の

剣

、

懐

剣

ダ

ー

ガ

そ

し

て

円

盾

ロ

デ

ー

ラ

を

携

え

さ

せ

ま

す

。

こ

れ

ら

の

マ

ス

ケ

ッ

ト

銃

と

ア

ル

カ

ブ

ス

銃

は

、

照

準

が

定

め

ら

れ

、

全

て

の

装

置

ア

パ

レ

ッ

ホ

を

備

え

た

良

い

状

態

に

し

て

お

か

な

け

れ

ば

い

け

ま

せ

ん

。

そ

し

て

銃

眼

（

サ

エ

テ

ー

ラ

）

を

通

し

て

敵

を

撃

ち

ま

す

が

、

確

実

に

撃

て

る

も

の

を

探

さ

な

け

れ

ば

い

け

ま

せ

ん

。

発

射

し

た

ら

、

自

分

の

銃

眼

サ

エ

テ

ー

ラ

に

戻

っ

て

、

照

準

を

合

わ

せ

る

た

め

に

、

出

来

う

る

限

り

機

敏

に

再

び

装

弾

カ

ル

ガ

す

る

こ

と

で

す

。

 

兵

士

達

と

海

員

を

武

装

す

る

に

あ

た

り

、

ピ

ロ

ー

ト

は

、

個

々

の

具

体

的

な

船

乗

り

達

に

、

帆

脚

索

エ

ス

コ

ー

タ

と

索

具

・

装

置

ア

パ

レ

ッ

ホ

の

責

任

を

割

り

当

て

ま

す

が

、

そ

れ

は

、

ど

の

よ

う

な

こ

と

が

切

迫

し

て

も

、

ま

た

ど

の

よ

う

に

混

乱

し

て

も

、

各

人

が

、

依

頼

さ

れ

た

こ

と

の

た

め

に

馳

せ

付

け

、

そ

の

こ

と

に

責

任

を

持

つ

よ

う

に

す

る

た

め

で

す

。

船

尾

に

お

い

て

は

副

航

海

長

コ

ン

ト

ラ

・

マ

エ

ス

ト

レ

が

、

船

首

に

お

い

て

は

水

夫

長

グ

ア

ル

デ

ィ

ア

ン

が

、

大

い

に

注

意

を

払

い

、

そ

し

て

機

敏

に

、

こ

れ

ら

の

人

々

全

て

の

上

に

居

て

差

配

を

行

え

ば

、

い

か

な

る

危

険

な

こ

と

で

も

、

出

来

る

限

り

い

つ

も

の

よ

う

に

（

振

舞

っ

て

）

、

良

い

結

果

が

得

ら

れ

る

で

し

ょ

う

。 

索

具

・

装

置

ア

パ

レ

ッ

ホ

の

責

任

を

割

り

当

て

た

ら

れ

た

ら

、

船

長

カ

ピ

タ

ン

は

、

戦

い

が

示

す

状

況

に

応

じ

て

、

主

な

職

務

の

た

め

の

監

督

を

置

き

、

ま

た

最

も

熟

練

し

て

年

配

の

砲

手

ロ

ン

バ

ル

デ

ー

ロ

の

中

の

一

人

に

対

し

、

火

事

を

発

生

さ

せ

る

こ

と

が

出

来

な

い

甲

板

ク

ビ

エ

ル

タ

の

下

に

居

て

、

火

薬

を

守

り

、

そ

こ

で

火

薬

包

カ

ル

ガ

を

詰

め

て

、

砲

丸

（

ペ

ロ

ー

タ

）

、

散

弾

ペ

ル

デ

ィ

ゴ

ン

、

火

縄

（

メ

ッ

チ

ャ

）

を

支

給

す

る

よ

う

に

命

じ

ま

す

。

ま

た

、

火

薬

が

一

個

に

つ

き

半

ア

ロ

ー

バ

入

っ

た

二

個

の

小

樽

（

バ

リ

ル

・

メ

デ

ィ

ア

ー

ノ

）

を

持

た

せ

ま

す

が

、

こ

れ

ら

（

樽

）

は

、

弧

状

の

板

で

上

手

に

造

ら

れ

て

い

る

も

の

で

、

そ

の

口

の

所

に

、

容

易

に

開

け

閉

め

出

来

て

、

火

が

付

か

な

い

よ

う

な

、

口

の

縁

に

ギ

ャ

ザ

を

付

け

た

、

山

羊

の

鞣

し

皮

（

コ

ル

ド

バ

ン

）

の

長

い

手

提

げ

袋

（

タ

レ

ガ

）

を

置

い

て

お

き

、

火

薬

の

必

要

が

生

じ

た

砲

手

ロ

ン

バ

ル

デ

ー

ロ

と

砲

兵

ア

ル

テ

ィ

ジ

ェ

ー

ロ

達

の

所

へ

持

っ

て

行

く

た

め

に

使

い

ま

す

。

そ

れ

の

分

配

と

受

け

取
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り

に

あ

た

っ

て

、

何

人

た

り

と

も

介

入

さ

せ

な

い

よ

う

に

、

他

の

者

に

任

せ

た

り

、

許

可

を

与

え

た

り

し

て

は

い

け

ま

せ

ん

。

甲

板

ク

ビ

エ

ル

タ

の

下

の

安

全

な

所

に

、

そ

こ

に

送

ら

れ

て

来

る

負

傷

者

達

を

治

療

す

る

た

め

に

、

外

科

医

が

、

火

桶

と

外

科

道

具

、

麻

屑

エ

ス

ト

パ

、

卵

、

テ

レ

ピ

ン

油

、

亜

麻

布

リ

エ

ン

ソ

を

持

っ

て

、

そ

れ

程

重

要

で

は

な

い

役

割

の

二

人

の

男

を

伴

っ

て

居

る

よ

う

に

し

ま

す

。 

戦

闘

時

に

、

見

習

水

夫

グ

ル

メ

ッ

テ

逹

は

、

砲

手

ロ

ン

バ

ル

デ

ー

ロ

逹

が

、

大

砲

を

送

り

出

し

た

り

、

弾

丸

の

石

（

ピ

エ

ド

ラ

）

を

持

ち

上

げ

た

り

す

る

の

を

手

伝

う

仕

事

を

し

ま

す

。

そ

し

て

、

火

事

が

発

生

し

た

ら

、

濡

れ

た

毛

布

と

マ

ン

ト

で

も

っ

て

消

し

、

戦

っ

て

い

る

人

達

が

有

利

に

な

る

よ

う

な

助

け

と

な

る

そ

の

他

の

手

仕

事

に

駆

け

つ

け

ま

す

。 

  

註 （*

①

）

閉

鎖

式

セ

ラ

ー

ダ

は

、

砲

口

か

ら

火

薬

と

弾

丸

を

共

に

装

入

し

、

砲

腔

の

最

後

に

点

火

用

の

穴

が

開

い

て

い

る

だ

け

な

の

で

閉

鎖

式

セ

ラ

ー

ダ

と

言

う

。

開

放

式

ア

ビ

エ

ル

タ

は

、

砲

腔

の

後

ろ

の

上

部

が

切

り

取

ら

れ

、

こ

こ

か

ら

火

薬

袋

を

詰

め

た

カ

ー

ト

リ

ッ

ヂ

を

挿

入

す

る

大

砲

で

、

大

型

の

発

射

力

が

強

い

大

砲

に

は

使

わ

れ

な

か

っ

た

。 

（*

②

）

ベ

ル

ソ

砲berso

は

開

放

式

ア

ビ

エ

ル

タ

の

フ

ァ

ル

コ

ネ

ッ

テ

砲

と

同

じ

よ

う

な

小

型

の

砲

。 

（*

③

）

モ

リ

オ

ン

兜

は

、

前

後

で

反

り

上

が

っ

た

鍔

が

つ

い

た

帽

子

ハ

ッ

ト

型

の

兜

で

、

当

時

の

ス

ペ

イ

ン

で

最

も

よ

く

使

用

さ

れ

た

。

ブ

ル

ゴ

ニ

ョ

ー

ナ

兜

は

、

前

面

に

庇

と

、

両

側

に

頬

当

て

が

つ

い

た

帽

子

キ

ャ

ッ

プ

型

の

兜

で

羽

根

飾

り

が

付

い

て

い

た

。

ブ

ル

ゴ

ー

ニ

ュ

地

方

か

ら

名

前

が

由

来

し

た

と

い

う

。

 

（*

④

）

英

国

の

ブ

リ

キ

博

物

館

に

よ

る

と

、

一

三

世

紀

に

は

す

で

に

錫

メ

ッ

キ

鉄

板

が

あ

っ

た

。

当

時

の

ス

ペ

イ

ン

兵

、

海

兵

は

通

常

一

二

発

の

火

薬

包

を

所

持

し

「

一

二

使

徒

」

と

呼

ん

だ

。 

 

襲

撃

を

行

う

船

ナ

オ

に

つ

い

て 

第第第第

三

四

三

四

三

四

三

四

章章章章 
 

（

翻

訳

省

略

） 

防

御

を

す

る

船

ナ

オ

に

つ

い

て 

第第第第

三

五

三

五

三

五

三

五

章章章章 
 

（

翻

訳

省

略

） 

  
 

 
 

 
 

 
 

終終終終

わ

り

わ

り

わ

り

わ

り    
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付

図

一

付

図

一

付

図

一

付

図

一

 

「

航

海

指

南

書

」

に

現

れ

る

四

〇

〇

ト

ネ

ラ

ー

ダ

の

ナ

オ

船

の

諸

寸

法 
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b a:24－24×1/5＝24×4/5＝191/5コード 10.7 メートル 

c C:28－28×1/3＝28×2/3＝184/5コード 10.5 メートル 

あ 37 コード（第 11 章） 20.6 メートル 

い あ: 37－37×1/3＝37×2/3＝242/3コード 13.8 メートル 

う い: 242/3－242/3×1/4＝242/3×3/4＝181/2コード 10.3 メートル 

え 
船幅

マ ン ガ

:16×2＋16×1/3＝371/3コード 20.8 メートル 

ア 
船幅

マ ン ガ

:16＝16 コード 8.9 メートル 

イ ア: 16－16×1/5＝16×4/5＝124/5コード 

(ア: 16－16×1/4＝16×3/4＝12 コード) 

7.1 メートル 

(6.7 メートル) 
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  〔長さの単位：コード（＝55.73cm）〕 

 

 

竜骨:34 

(竜骨＋ﾗﾝｻﾝﾃ):46 

甲板高:11.5 

3 

3 

4.5 

第

一

甲

板 
B:34 

C:28 

c:18.8 

え:37.3 

ア:16 
a:24 

A:46 

あ:37 

b:19.2 

イ:12.8 

い:24.8 

D:28 

う:18.5 B:34 
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